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この報 告書は 、 日本 自転車振興会か ら競輪収入 の

一 部で ある機械工業 振興資金 の補助 を受けて平成元

年度に実施 した 「脱国際社会 におけ るパ ーソナル リ

ンケージ構 築のあ り方 と今後 の展望に関す る研究」

の成果 を と りまとめた もので あ ります。



は じ め に

この調査研究報告書 は、財 団法人 日本情報処 理開発協会 がシステ ムズ ・アナ リス ト

・ソサエテ ィに調査委託 した 「脱 国際社 会におけ るパー ソナル リンケージ構築の あ り

方 と今後 の展望 に関す る研究」 の成 果を取 りま とめた ものである。

今後 の社会 において、市 民生活 を と りま く環 境は複雑 多岐にわた る。例 えば、家庭

の問題 を考 える と、家庭 の きず な、教育 、余暇 のつかいかたな どで ある。 これ ら問題

の解決 には同 じ悩 みを もつあ るいは経験 を もつひ ととの コ ミュニケー トが最 も効果的

である。 同 じ問題意識 、同 じ目的を もった市 民が共に行動 を起 こせば達成 で きるこ と

は無尽蔵 である。 これ は 日本 国内に限 らない。 世界の人 々とも連帯 して行動で きれば 、

一 国の企業、政府 のみな らず多 くの国 々の企業 、政府 を も草 の根 レベルか ら動か しう

る。 これ.らの行動 を しか けるネ ッ トワー クがパー ソナル リンケージであ る。

パ ー ソナル リンケージ とは、情報活動 において市 民が世界 の人 々と自由に 自分の ア

イデアを検証 し、仲 間を集 め、信頼 で きる情報 を 入手 で きるネ ッ トワー クで あ る。

パ ー ソナル リンケージが普及 してい くことに よ り、市 民の要求が さまざまに展 開 され、

一方で新たな社会規範 のル ール が形成 され
、世 界 レベルでの市民社会 が到 来す るもの

と思われ る。 パー ソナル リンケージは、 問題解決志 向型 であ り、 コス トミニマ ムで あ

り、 しか も個人が主体 であ り、参加者 が楽 しめる ことが必要であろ う。 どの よ うな コ

ミュニケーシ ョンチ ャンネル が市民生活 において必要 であ り、その構策 お よび運 用は

いかに あるべ きか。

以上 の ような観点か ら、昭和63年 度 よ りシステ ムズ ・アナ リス ト ・ソサエテ ィにお

いてこの課題 に取 り組む こと とした。本年度 は、特 に国際化 の進展 とパー ソナル リン

ケージの背景 お よび これ らを支 える情報技術 の発展 につ いて、調査 ・研究 を進 めて き

た。 ここに、御協力 を頂 いた委員 お よび関係各位 な らびに快 くイ ンタ ビュー取材 に応

じていただいた方 々に厚 く感謝す る とともに、 あわせ て本研究成果 が、何 らかの意味

において新たな局面 での情報処理技術の発展に役立 ち得れば幸いに存す る次第で ある。

平成2年3月
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第1章 「個人の時代 と リンケー ジ」

1.状 況 、 あ る い は 東 欧 の 変 革 と脱 国 際 の 意 識

1989年 は世 界史的な変動 の年 であった。 と りわけ東欧 の変革 は大 きな衝 撃 となっ

て全地 球をかけめ ぐった。 あの ような一大変革にいた る過程 を解 明す る ことは後世

の歴史 家が行 うことではあるが、脱国際社会におけるパー ソナル リンケー ジの構築

をめざす本委 員会の活動にか かわ る要素を多 く含んでい るように感 じられ る。

た とえば東 欧におけ る電子 メデ ィアの普及はわれわれ が考 え るよ りもは るかに進

んでい るよ うであ る。 ポーラ ン ドにおけ る家庭用 ビデオの普 及率 は20%と も30%と

もいわ れてい る し、ハ ンガ リーでは16%、 さらに同国におけ る衛星放送 の世帯 当た

り普及 率は13.5%(ハ ンガ リー世論調査研究所)と 日本 が89年 末 で7前 後 なのに比

して約2倍 であ る。 また流血 の事態 とな ったルーマニアでは、首都 ブカ レス トの模

様 を市 民が ビデオに撮 って地方へ と次 々に送 っていた とい う(松 本零士氏。文芸春

秋1990年 東欧 問題特 集)。 映像情報 のス ピルオrバ ーt(電 波 が国境 を越 え てい くこ

と)は す でに ヨー ロ ッパではかな り以前か ら問題 にな ってお り、長 年 ジ ャ ミング

(妨害電波 の発信)を 行 っていた東側の 旧体制 も、衛星放送 とい う新 しいテ クノ ロ

ジーにおいてはそ うい った行為を行 うことが事実上不可能 にな り、 また グ ラスノス

チ(情 報公 開)政 策 の一環 と して ジ ャミングを中止 していた ことも、映像情報の大

量な流入 の背 景 とな った もの とい えよ う。

もちろん この よ うな電気通信の側面だけが政治変動 を生 み出す とは必ず しもい え

ないが 、 しか しかな り重要な要素 であったであろ うことは想像 にか た くない。報道

の伝 え るところで もル ーマニアの 国営 テ レビ 「ス タジオ4」 の映像 な どは、情報 メ

デ ィアの伝達 とい う点で、,これ までの社会変 動 と大 きく異 な った様相 をみせ ていた

ように 思 う。

激動 に揺れ る東 欧は ともか く、 ここ 日本に限 らず ともいま世界 はあ らゆ る情報 の

す さま じいばか りの奔流の時代の 中にあ り、 また環境 問題 が全地球 的な視野 を個人

の レベ ルにおいて も入れ ざるをえない時代であ る。そ うい った状況 の中でわれわれ

は うね る ようにパラ ダイ ムシフ トしてい く社会 を透視 して 「われわれ は何処へ行 こ

うとしているのか」 を考えな いわけにはいかない。か って、 も う25年 も前 に、 カナ
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ダの社会 コ ミュニケーシ ョン学者 マー』シャル ・マ クル 一八 シは 「地球 は電気 に ょっ

て縮 め られ ひ とつ の村 にな った」 と指摘 したが、 まさに現在 こそは その ような状況

だ といえ よ'う。

表1.【 ダニエル ・ベル以降の多 くの未来学者たちの よる文 明発展 の 諸段 階 、 ここで

は ポール ・ス トラースマ ソと増 田米二に よる】

文明の諸段階 狩猟社会 農業社会 工業社会 サ ー ビス社 会

基盤となる要素 自然 土地 資本 知 識

変節点の要因 言論革命 文字革命 印刷革命 電気通信革命

2.検 証 、 あ る い は 多 様 化 す る 個 人

メデ ィアな りコ ミュニケー シ ョンな りとい うものを考 えるには、社 会 との関わ り

を無視す ることはで きない。つ ま り、そ の コンセ プ トを受 け 入れ る社 会 的 条件 が

整 ってい るか、かつ その コンセプ トに よって社会 のあ り方 が変 わ るか ど うか とい う

ことを まず検証 してみ る必要が ある。 この ことは、 どの よ うな主体が、 なにに対 し

て、 どの よ うな情報 を伝え よ うと しているのか。そ して 、 どの よ うな主体 が、なに

に対 して、 どの よ うな情報を得 ようとしているのか とい うことを把握 しておかなけ

れ ばな らない とい うことで ある。

いま社会は多元化の時代で あ り、知識 のあ り方 も変化 してい る、 さらに情報 その

ものを認識す る原 型 までもが一人一 人異な ってい る。 あ る人は文字 で理解 で きる、

またある人は感性 で理解す るのが得意 だ、あ るいは図形 で示 したほ うが理解 しやす

い人 もいるであろ うし、 カラー動画 の ダイナ ミックな情 報でな い と拒否 して しま う

人だ って いるか も しれ ない。

こういった情報の表層 における変 化だけを とらえて も 「多元化」 とい う点は指摘

で きるであろ うし、 内容 においては、 もはやいわ ず もがな である。 現代は一人一人

の持 っている価値を まず肯定 す ることを前提 とす るよ うな状況 であ る。パ ーソナル
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リンケージの もた らす社会 とは、誰か 、た とえ ゴルバチ ョフや チ ャウシ ェスク、 ま

たは 自分の属す る組織 の人 であるが … のために 自分があ るのではな く、 自分 自

身のために 自分が あるのだ と確信 で きる社会 なので あろ う。社会は こ うしたい ろい

ろな価 値観の差を尊重 した上 で、一人一人が 自分の生を 自分 らしく生 きること、つ

ま り自己実 現であ るが、そ ういった ことを前提 と して認 め、その利害 を調整 す る手

段 がい ま必 要にな ってい るのであ る。

表1.に 従 えば 「農業社会」 か ら 「工業社 会」 の変節点 では 「印刷革命」 とその

もた らした文字教 育の普及に よる市場経 済の確立 が封建主義の崩壊 を もた らした。

そ の ことを 、か って アダム ・ス ミスは 「神 の見え ざる手」 と表 現 したが 、「個人が

その利得を 目指す とそれ が最大多数 の最大幸福 を もた らす」 とい う行 動原理が産業

資本主義を生み出 した と同様 に、産業 のサー ビス化は、東欧の政治変革 の よ うに、

情報におけ る 「封建主義」の劇的崩壊 を もた らすか も しれない。 おそ ら くパ ー ソナ

ル リンケージはその中で きわめ て強力 な手段 にな ると思われるが、そ の行動原 理 と

な るよ うな 『諸国民の富』は まだ書かれては いない。

3.理 念 、 あ る い は パ ー ソ ナ ル リン ケ ー ジ

さて、 この ようなパ ラダイ ムシフ トを もた らす脱国際社会におけ るパ ー ソナル リ

ンケージは どの よ うな思考方 法を背景に持 ってい るのであろ うか。 ここでは何事 で

もそ うである ように、従来対 立 してい ると考え られている ものを統 合す る とい うき

わめて シンプル な思考 法に よって この例を示 してみ ようと思 う。

開いた右手 と左手 を合わせ て行 う 「祈 り」 とい う他我全一的な行為 をひ とつ のメ

タフ ァに して表現す るな らば、左手 には、精神世 界、 ヒ トであるとい う感覚、 内的

な知覚、統一性、 とい ったものが象徴 され 、それ に対 して右手は、テ クノ ロジーや

コンピ ュータ、外化 された知 覚、世 の中か らみた 自己、形態、形、多様 性を表現す

るとし、そ してその まま統合 され た ところに こそ創造性 が生 まれ る、つ ま り脱国際

社 会や パ ー ソナル リンケージ といった ものが位置す るとい うことにな る。

一5一



表2.【 「左 手 」 と 「右 手 」 の リンケ ー ジ】

左 手 祈 る とい う行為=全 一 的な 自我 右 手

精 神 パ ー ソナ ル リン ケ ー ジ テ ク ノ ロジ

ヒ ト デ ー タ コ ミ ュ ニ テ ィ
マ シ ン

内的知識 叡'知 外的知 識

統 一 性 脱国際社会 多 様 性

パ ー ソナル リンケージとはひ と くちにい えば精神 とテクノ ロジーの統合な のであ

る。 テクノ ロジーとは、外的な特徴、つ ま り区別、制御、機械、正確 さ、 メカニズ

ム、 ものごとを機 械的に行 う方法 、'知られ てい ること、注 目の対 象 とな うて い るも

のである。 これに対 して精神 とは、『互 いが結 び付け られ てい るとい う感 覚、大 自然、

不確実性 との関わ り、プ ロセス、未知 の もの との関係、注 目す ることそれ 自身つ ま

り主体 である。

そ うい った とらえ方 で一 つ前の プ ロジ ェク トであった 「デ ごタ コ ミュニテ ィ」 を

見れば、主体的な 自我、つ ま りヒ トがた とえぽ コンピュータ と通信 、つ ま り電子会

議 とい うコン ピュニタのハ ー ドウェア とソフ トウェアのテ クノロジーを使 って行 う

創造的 な行為 として位置づけ られ るのか もしれない。"

つ ぎにある個人 の内面で とらえ るな らぽ、外的な知識 とは、 目的、 セ ンセーシ ョ

ン、事実 、理性、証 明、行動 、 フィー ドバ ック、物理的な性 質な どであ り、内的 な

知識 とは 、主 観 、体 で知 る感 覚 、 感 情 、 直 感 こ イ ンス ピ レー シ ョン、洞 察 、 創造 ・

精神的な高 ま りとい った ことであ り、 これ らの統 合に よって意識 は知識 の新たな段

階叡知(wisdom)に いた るものか もしれ ない。

この ように異な るふ たつ の ものを結 び付けてい くことで、創造性が生 まれ る。 こ
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の よ うに脱 国際社会におけ るグ ローバルな文 明をつ くるためには、統一性 と多様 性

の二つ の側面が必要である。 多様 性のなかに は独 自性、人間そ のもの、文化 同士の

違 い、競争 、個性、個人個 人の全体的な像な どが含 まれ る。統一性 のなか には、共

有、類 似性 、協力、 コ ミニテ ィ、 グ ローバル な意味での全体 が含 まれ ている。

4.目 標 あ る い は パ ー ソ ナ ル リン ケ ー ジ の も た らす も の

ここでは この よ うな状況 におけ るメデ ィア=パ ー ソナル リンケージ、つ ま り加速

化す る技術革新 に よるコ ミニ ュケーシ ョン ・ツールの再編成が もた らす社会的利用

の広が りとい うものが、単 な る電 気通 信 レベル の うね りといった ものだけ では ない

とい うことをひ とまず確認 しておかなければ な らな い。それ は 、人 間 の脳 を 打つ

(領域 を広げ 思考 のループを編 みかえ る)こ とに よって、個人 と個人のつなが り、

あるい は ヒ トと自然 の コ ミェニケ ーシ ョンのあ り方、

・パ ー ソナル 〈 リンケー ジ〉パー ソナル

・パ ー ソナル 〈 リンケージ〉地球 的矢 自然

とい った よ うに関わ りの総体 をも変 えていか ざ るをえないとい う一 大変 動であ る。

東 欧の変 革が地球上の ヒ ト(も ちろんほか の種 も、樹木 も、風 も!)の 「共時空

的な コ ト」 と して意義を もた ら した上で の通信革 命、地球的 「対話」 におけ るネ ッ

トワー クの上でのデ キ ゴ ト、つ ま り通信衛星 に よ る映像 情報 の共 有 とい うこ とで

あ った とい う状況を見て も、 この ように考 えざ るをえない。地球 を視座 において の

「情報(informationasイ ンテリジェンス)」と 「環境(environmentasグ ローバル)」 の ク ロス

オーバ ーの時代、パ ー ソナル リンケージは よ り上位 の原理構造 一あるいは 「未来

か らの情報 の波」 一 か らコンセ プ ト化す る必要 を感 じる。脱 国際社会 への 「うね

り」(=パ ラダイ ム ・シフ ト)を あえて図示すれ ば、次 の ように描 けるであろ う。
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表3.【 富 山 大 学 教 養 学 部 桂 木健 次 教 授(環 境 経 済 学)に よ る来 た るべ き社 会 に い た る

構 図 】

(COARAに お け る電 子 会 議 「未 来 ネ ッ トワー ク」 よ り 一 部 改編)

より上位の社会原理OO

↑

上位の社会原理(未 来社会)

ネットワーク 社会

個 性 共 生 交 感

〈地球〉社会(ホ ールアース 〈脱国際〉市民(グ ローバルマインド)

パイオエネルギーーーー一→ 〈 リン ケ ー ジ〉 ∈ アイデンティティ

ー+一 ー一■ 一・一ー 一躍 モlilr

モ 一夕 リゼ ーシ ・ン ー 〈自由'駐'
.鞠 〉 イデオロギ ー国家 市民(体 制選択)工業化社会
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第2章 パー ソナル リンケージの背景

2.1個 人 と 組 織 、 そ の 関 係 の 変 容

1変 質す る国家の概念

ここ数 ヵ月、つ ま り1989年 の秋 以降 におけ る世界政治 の変動のす さま じさは 目を

見張 るばか りであ る。 ポーラ ン ドの 「連帯」や ゴルバチ ョフの 「ペ レス トロイ カ」

な どの動 きはあ ったにせ よ、鉄壁 を誇 っていた ヤル タ体制の崩壊は あっ とい うまで

あった。 これ ほ どの急展開を予想 していた人はほ とん どいない と言 って よい。 この

現実を どうとらえた らよいの であろ うか。

ハーバ ー ド大学教 授の入江昭は こ ういってい る。 「この20年 ほ ど、 と くに最近 の

世界は質的な変化 を とげてい る。」 「この百年、いわば二十世紀 の歴 史は伝統的 な概

念、例 えば国家 とか経 済 とか いった概念が次第に変質 し、 しか もそれに変わ るべ き

見方がなかなか現れ て こない、いわば思想的混迷 の歴 史だ とい うことが できる。国

際関係でいえば、二 十世紀 の初頭においては主権、領土、貿易、外 交、 あるいは戦

争 と平 和に関 して、極 めて明確な認識があ り、その意 味では思想的な統一性 も存在

していた。 もと よ りこれ は西洋的な概 念を通 じての統一 ではあ ったが、欧米 が軍事

的に も経済 的に も優越 だ った時代では、それ も当然の現象であ った ろ う。」

しか しその西洋は1914年 か ら1945年 に至 る2つ の世 界大戦 や幾 多の革命 を経て 内

部分解 し、国際秩序 も細分 化 して しま うが、1945年 以降は再 び統一 された秩序を求

めて勢 力が絡 み合 う。 この過程 で国家その もの も変貌 を とげ て い く。 「戦後 の 国家

は、二 十世紀 初頭 の ヨー ロ ッパ諸 国 とは異質な ものであ った。それで も!960年 代末

頃 までは、国際関係 を国家 間の関係、対立 とか共存 とかの動 きと して とらえること

がで きたが、それ以 降、最近20年 ほ どは国家 とい う枠 だけでは説 明のつかな い現象

が多 くなつて きた」。近年 の国際競争は国家 とい うよ りも民族 の争 いが 多 いの は、

中東 、イ ン ド、 ソ連等 に見 られ る通 りであ る。 さらに東 欧諸 国の民主化運動、 ヨー

ロ ッパ統 合、 ソ連 のグ ラチ ノスチ政策、米 ソ協調 と既存 の概念 を越 えた動 きが続 出

してい る。 これを入江 は 「限 られた概 念枠組 みの中で国家を とらえ国際関係 を理解

しよ うとして きた限界」 であ り、限界に きた とい うことは 「二 つの文化現象」で あ

るとい う。
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この現象 は 「従来 の よ うに政治や経済 に よって定義 され る世界では な く、宗教 、

思想、社会運動 、人権意識 等 が着実 に影 響力を増 して きた。 国 内に あ っては、 これ

は 『市 民社会』(シ ビル ソサ イテ ィ)の 自己主張 を意味す る」のであ り、これ ら一 般

市民は 「国家に よって規定 された国に人民 と してではな く、宗教や教 育、あ るいは

芸術や社会運動を通 してのアイデ ンテ ィテ ィ」を主張す る。

一方 では 「現代特 に顕著 なのは、通信技術 の発達に よる地球 的意識 とも呼び うる

ものの芽生 え、 さらには環 境保護や老人対策 のた めの、 国家 の枠組 か ら離れ た国際

協調」であ り、要す るに現代の世界を理解す るためには、「既存 の語i彙や概念 に頼 ら

ず、文 明論 的な視 野」が もっ とも必要 であ る。文 明論的 視野 とは 「国家 とか国際政

治 とか経済 とかの枠 組みを越 え、文 化的意識 を中心に据 えた、 トランスナ シ ョナル

(横のつなが り)的 ビジ ョン」であ る、「二十世紀 が国家 を中心 と した時代であ った

とすれば、次の世紀は 国家権 力が弱 ま り、変わ って文化的勢力 の台頭す る時代 とな

るか も知れない」

国家 の概念が変質す る中で、個 人は どの ように 国家 と付 き合 っていけば よい のだ

ろ うか。従来 の国家 と国民 とい う関係だけ では どうも心 も とない。個人 が国家 と言

う傘の下 で安穏 としてはい られな い。市民 としてアイデ ンティティ を確立 し、 国家

と付 き合 う 「うまい」 振 る舞 いを身 に どの うよ うに付 けてい くべ きであろ うか 。

(参 照;読 売新 聞1990年1月4日 夕 刊 「世 界史的転換 を見つめて」)

2変 質す る行政の概念

国際社会が変質 を遂げ る中で、国 内の行政 も変質を遂げ ている。 その例を地域行

政つ ま り地方 自治 サー ビスに求めてみ よう。

現代 はイベ ン トの時 代 と言われてい る。昭和62年 に都道府 県お よび指定都市 に よ

る地域振興 のた めのイベ ン トは3104件 あ った し、地方博覧会 は平成元年 だけで15件

もあ った。1970年 の大 阪万国博覧会か ら1985年 までの15年 間で行政主権 の地方博 覧

会は5回 のみでほ とん どは新 聞に よるプ ライベー トイベ ン トで あった とか ら見て も、

まさにイベ ン トブ ームといわれ ているゆえんであ る。

一般 にイベ ン トは行政が行 うパ ブ リックイベ ン トと、企業 が行 うプライベ ー トイ

ベン トがあ るが、その性格 には ここ数 年で変化が見 られ る。 パブ リックイベン トは
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無料行政型(植 樹祭 、体育祭等)か ら有 料経 営 型(地 方 祭等)へ 変 化 し、 プ ライ

ベー トイベ ン トは販売促進型(直 接的利 益追 及)か ら文化公共型(冠 イベ ン ト等間

接型)へ 変化 してい る。つ ま り行 政は企 業性 を、企業 はか って行政 が行 っていた文

化性 を追及す るとい う逆転 現象が見 られ るのであ る。

では、なぜ地方 自治体が この よ うにイベ ン トに熱心なのであろ うか。 この よ うな

イベ ン トに対 す る自治体 のね らいはあ るア ンケー トに よれぽ

① 地域 のイ メージア ップ(20%)

② コ ミュニティの育成(18.4%)

③ 産業 の育成(13,6%)L

の順 とな ってい るが、その背景 には時 代の変 化、つ ま り地域行政 サー ビスに もと

め られ る内容 の変質 が見 られ る。 つま り、行 政内部 と地域住民の意識 の変 化が相乗

効果に よ りイベ ン トが意味 を持つ 時代 とな り、従 来からの水道や清掃 と言 った行政

サー ビスか らの変質 を求め られ ている と言え る。 か って、県は国の下請 けであ り、

市は県 の下請け である と言われた が、 この垂直 的関係 は変わ りつつ あ る。

(1)行 政 内部 の変化'

地方 自治体 の 目標 は地域振興だ が、現代 はその効果的な方策 を見つ け るのが困

難 となって いる。従来 より頻繁 に行われた土木投資に よる地域経済へ の乗数効 果

は激減 し1,2に な って しま った と言われ ている。地域住民の意識 も物 質 的か ら精

神的満足へ と変化 し、住民 の価値観に対応 した行政へのニーズは多様化 してお り、

投資対象は道路や橋 と言 う土木的な ものか ら体育館や市民ホール等 の文化施設 へ

と変 化 したが これ も一巡 した。異業種交流 は異次元産業間でニーズがあ ったが国

は縦 割 り行政で十分に対応 できない。 この ように、地域振興 の政策 の決 め手がな

く、かつ財政 も余裕がな い状態 で地域活性化 の戦略的手段 としてイベ ン トが脚 光

を浴びてい るとい え よう。 ・"■

② 地 域社 会の変化

第二次大戦後、{我が国 の経済復興は石炭 を中心 と して行われ、タ20年代 の入社 人

気No.1は 鉱山会社 であった。そ の後、34-35年 の三井三池大争議 以来石炭産業 は

降下 の一 方であ った。'次に 出て来た産業 は石油 であったが48年 にはオイttルシ ョッ

クを迎えてい る。昭和38年 に新 しい産業 の誘致 のために新産業都市 として13都 市
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が指定 され ているが、そ の15年 後 に この うちの8都 市 は特定不況地域 の指定を受

け てい る。

この よ うに リー ダー産業 は15年 のイ ンターバルでめま ぐるしく変わ って きてお

り、住民は肌 で これ を認識 してい る。 国や企 業は変 わ り身 が早 く新 たな環境 に対

応 で きるが、地域 はそ う早 くは変 われず廃嘘 とな った工場跡地 とい う傷 が残 るば

か りであ る。

この よ うに、従 来の工場誘致 に よる地域振興策はかな らず しも良い結 、果を もた

らす とは限 らない。地域 の人が 自分達の手で地域の資源を使 って、 自律 的な内部

発生的産業を起 こす必要 が ある。大分に始 ま り、近年全国的に盛んな一村一品運

動 もこの現れで あろ う。地域社会を再構築可能性を秘めた この住民意識の変化に

つい て、 キ ッカケを与え も しくは弾み をつけ る手段 と して イベ ン トを位置づけ る

ことがで きるので ある。

(3)社 会 の変化

時代 は工業化社会か ら脱産業社会へ と動 いている。都市化、情報化、高齢化、

国際化 とい う動 きは社会が成熟化 している ことを意味 し、現代 は産業社会 が物か

ら ソフ トへ と構造的変化 を迎 えている時代 と言 え よう。

消費者は、'豊か さ とは何か、量 の充足か ら質へ、 と方 向を模索 し始 めた。産業

社会 におけ る勤勉重視か ら よ り良い生活 の指 向、生産 が主 で販売 消費 は従 であっ

た観念か ら消費 の重視へ、皆 と同 じ事 を好 むか ら違 いを求 める事 へ と意識 は変化

して いる。

産業社会 において重視 された スケール メ リッ トはその効 力を失い、多品種小量

生産 が必然 となっている。 巨大化 、都市化 、中央集権 が問い直 されてお り、小規

模分散型 のシステムの優位性 が認 め られて きてい る。

製 品に も本来 の基本的機能(1次 的機 能)よ りも付加的情報機 能(2次 的)の

ウエイ トが高 ま って きてい る。 暮 らしの意識 は、基 本的充足か ら高度な欲求へ、

生存 レベルか ら実存 レベル(文 化)へ 、物か ら心へ と価値 観が変化 してい る。

この よ うな社 会の動 きを住民は どの よ うに認識で きるので あろ うか。現代では

情報 は氾濫 してい る。 しか しマス メディ アは一方的、受動的、拡散的で ある。情

報を受手が認識 す るには、実際に触れた り体験 して 自分に とっての意味 を見 いだ
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す必要が ある。未知 の ものでな く既知 の ものであ って も、 自分 に とって新た な発

見で あれば よい。`

イベ ン トは能動 的かつ双方 的 コ ミュニケー シ ョンが出来 るメディアであ り、地

域 住民 との コ ミュニケーシ ョンを重視 している行政や企業に とって最適 なメディ

ア と して位置づけ られ ている。

3都 市 と住民

現 代の都 市では企業 と個人(住 民)の 利害 が直接衝突 する。両者 の力 の差は圧倒

的であ るに もかかわ らず である。行政 も決 して住民 の味方 ではな い。企業、住民、

行政 の利害 は食い違 うか らで ある。 この典型的な例 をマ ンシ ョン建設に見てみ る。

川崎市川 崎区、か っては京浜工業地帯の中心で あった が近年は工場移転に よ り人

口は減 少傾 向にあ る。 この住宅地に隣接 した運輸会社が買収 され、7階 建ての マン

シ ョン建設計 画が持ち上が った。住宅 とは路地をは さん で建 ってL・る塀に1メ ー ト

ル強 しか離れ ない位 置に5階 建て部分が襲え るよ うに計画 された。 これでは、 日照

がた ま らな い。冬 には午前中は 日が当た らない ことにな る。

市役所に相談 に行 くと、 この地域は住居地 域で、地上4メ ー トル と言 う2階 の窓

の高 さで敷地境界 か ら10メ ー トル離れ た地点 で、冬至に おいて午 前8時 か ら4時 ま

での8時 間 の うち3時 間 日照があれば よい。7階 建 てで あって も、午後 になれ ば太

陽は西に回 るのでマ ンシ ョンの影 はな くな り、 した が って建 設計 画 は この規 制 を

ちゃん とク リア してい るとい う。東側 に洗濯物干 し場が あって冬にはマ ンシ ョンの

日陰で使い物にな らな くて も、考慮 の対象にはな らな い。法律や規制を ク リア して

いれば、行政 としては建 築申請 されれ ば許 可を出 さざるを得ない。要す るに 「日照

権」な どは ないの であ る。

建設計画 を見返 してみれ ば、建 ペイ率、容積率 、 日陰規制、高 さ規制 な どあ らゆ

る規制 を ク リア し、かつ 入居者 の 日照 が もっとも豊 富に得 られ る、マ ンシ ョン建設

企業がその ノ ウハ ウを駆使 した、 じつ に優れ た プ ラ ンな の であ った。 しか しこの

「優れた プラン」 は敷地 の西 側に位置 す る住民 に とっては 「最悪 の プラン」 であ る。

商品価 値の高 いマ ンシ ョン建設 と言 う企業 の利益 は、住 民の 日照 阻害 とい う犠牲 の

上に成 り立つ もので あった。 しか しこの計画 は合法 的であ り、た とえ裁 判を起 こし
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て も勝 見込 みはない とい う。 確かに、土地の所有者がそ の上 に建物 を建て る権利は

あるのだか ら、それ を否定す ることはで きな い。

,新 聞な どに報道 され る 日照 権紛争は住民側 に同情的であ る。 しか し現実はそ うは

行かない。企業 は資本 、経験 を持つ人材、専 門知識、 ノウハ ウ、時間 と豊富 な資源

を もって進めて くる。対す る住民側は全 くの無手勝流であ る。 法的知識 、建築物や

建設工事に対する知識 がないのは もちろん、交渉の仕方 さえわか らない 、 さらには

日常生活の傍 らで行動 せ ざるを得な いので、時間的な余裕 もない。看板 を建 て、街

頭デ モや署名運動 を行 い、座 り込みをすれ ぽ建設は阻止で きるか も しれ ない。 しか

し、 この よ うな行動は一方 で 自分達の 日常生活 をも破壊 して しま う。 これ が 自分の

生存の否定につなが るので あれ ば、 なりふ りかまわぬ行動をせ ざるを得 ない。 しか

し生活 しに くくな る程 度で あれ ば どこまで 日常生活を越 えた行動 が出来 るのであろ

うか。企業は プロと して迫 って くる し、行政 はそ の程度我慢 した らとい う。 まさに

個人(住 民)が 「組織」 と直接対決 を強 い られ る。 この よ うな 「事件」 が突如 とし

て住民を襲 って くる。 これが現代 の都市 であ る。

4.サ ラ リー マンの変質

ソフ ト化経済セ ンターの専務理事 の 日下 公人は 「僕は忠誠心 が一番高 く売れた時

代の サラ リーマン」とい う。「男だ って操 を売 るのか、ず いぶ ん高 く売れ るんだな と

おもった よ。丸 ノ内、大手町 は男の吉原 じゃないか。操 を売 った奴が 自慢た らた ら、

逆 に操 を売 り渋 ると迫害 され る」と も。 しか し、「丸ノ内/大 手町型、霞 ケ関型 の終

身雇用制は、高度成 長ゆえの異常現象」'であ り、「夢の35年 間が終 わ り、・新時代 の幕

が今上 がる」。 「会社は仕事 を教 えて もらう学校 だ。入線、地縁 を身に付け る場」な

のだ と結論付け る。(週 刊東洋経済1990.2.3)

名前 を付 け るのに困 るほど景気 拡大 が続いてい る日本経済 のなかで、 サラ リーマ

ンがふ と見渡せば、・繁栄 してい るのは会社ばか りであ り、 自分個 人の生活 とは どう

も一致 しな いこどに気づ くことにな る6'勤 務先の ビルは立 派だが、'自宅 の狭 きは ど

うだ ろ う。 なぜ こんなに遠 くか ら通 勤しな くではな らないのか、 い くら貯金 を して

も本 当に欲 しい住宅 はは るかかなたへ遠退 くばか りであ り、手近 な製 品(ど こかの

企業 が作 った)の 購入 とい う消費行動 で慰め るほかはない。 さらに、 この貯 金 も金
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融機関か ら投資 され、 不動産 を ます ます手 の届かない ところに追いや ってい るよう

だ。

会社 主義か ら目覚 めたのは団塊 の世代か らとい う。社 会主義が企 業に忠誠 を尽 く

し、 「会社大事」 「一生懸命」 でや って きて、その 目標 が役員 とすれ ば、その実体が

わかれ ば評価が変わ ってい く。現人類であ る団塊 の世代 は 「働 き蜂」 の旧人類/役

員 を見 てそ のつ らさと不仕合わせ さを認識 したのである。 さらには、その役員/管

理職 ポス ト会社の減量経営に よって人 口に比べれ ば十分 とはいえない ことが 明らか

となって きた。 旧人類 の一部 はす でに数10年 尽 くしてきた会社か らはな され、なに

や ら寂 しそ うに/表 面元気そ うに、今 まで と全 く違 った仕事に従事 している。

会社 とは 自分に とって何な のだ ろ うか。会社には人、物、金、 システムが豊富に

あ り、それはサ ラ リーマ ンに とって魅力 である。サ ラ リーマンにな ることに よって、

これ らのイ ンフ ラが 自由に使 えるこ とにな るのだか ら。 しか し、必ず しも絶対 的な

ものではない ようだ。 た とえ脱サ ラを して も、家族が世間か ら白い 目で見 られ る よ

うな ことはない。物 は リースで借 りれば よい し、秘 書や様 々な機能 も金で解決 でき

る。会社 で出世 して も収入 の格差 はそれほ どで もない し、 ましてや 、住宅の値段 は

この格差 をは るかに越 えた ところにあ る。それ な ら、会社 との付 き合い方 も、全身

全霊 を打 ち込むのでは な く、 自分 に とって幸福 な範 囲でなか よ くや った らよい。で

も、 いままでは会社が 目標 を決 めて くれ たけ ど、 これか らは 自分 で 「志」 を決めて

いかな くては。

5個 人が組織に対抗す る方策

今 まで個 人が組織 と対抗す る場面 は限定 され ていた。 自意識 に 目覚 めてか ら最初

に対抗す る組織 、つ ま り社会 は学校 であ った。そ して企業 に就職 し、住民 にとって

行政 と付 き合い、海 外に出て 日本 とい う国家 を意識す る。 この関係 の中 で、組織 は

組織 と対応す る部 分 と、個 人 と対応す る部分が 明確に分 け られ てい た。つ ま りや く

ざ(組 織)は 素人(個 人)に は手 を出 さなか った し、そ の逆 も行なわれなか ったの

であ る。

企業 のなか では、雇 用者 と非雇 用者、 ち ょっと古いが労働者 と資本家 とい う厳然

たる階層関係 があった。 サ ラ リーマンが幸せを求め るのは企業の示 した枠 の中のみ
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であった。従 って、その枠を越 えた世界 は、企業 と企業、又は組 織 と組織 の関係 に

.のみ あ り、 サ ラ リーマ ンとい う個人 と企業 とい う組織 の間にはあ りえなか った。 し

か し、企業 の幸せ の間にギ ャ ップが出て きて、個人 は企業 とい う組織 と直接対応 し

な くてはな らな くな って きた。

・マンシ ョン建設 につ いて も、住宅に関 し大 企業 が地 域 住民 と交 渉 とい うことは

か ってなか った こ とである。大企業が この分野につ いて事業を行 うときは、周辺 に

影響がない よ うに隔離す るか又 は全 く無視を した。 しか し開発規模 が小 さ くな って

きて、周辺住民 と交渉が必要 となると、今 まで他 の企業を相手に培 って きた企業 の

組織 力の全 てを もつて、個人 に対噂 して くる。 まさに素人がや くざに取 り囲まれた

趣であ る。

行政 も同様であ る。自分の幸福を考え ると、「日本」とい う国家 に属す事 が よいの

だろ うか、 と考え る人は少 ないか も しれない。 しか し、東欧では国家 に属す る多 く

の人が、国家を否 定 し、新た な体制を選んだ ので ある。

以上の よ うに個 人 と組織 の関係は緊張を強 め てい る。組 織 はそ の組 織力 に よ り

様 々な力を持ち、 これを 日々強 めてい る。個人た る我 々は何をなすべ きなのだろ う

か。 その対 策は情 報収集力 を身 に付け ることである。現代では情報 のほ とん どは公

開 されてお り、その収集力に おいては組 織 と個人 との差 は絶 対的ではないか らであ

る。 また、従 来は知識は凝縮 され、その精緻 さと複雑 さに よ り専 門家 の手 にその活

用を委 ねざ るを得 なか ったが、情報化の進んだ現代においては様 々な 「事実」 が情

報 として流通 され 、混乱を伴いなが らも素人に取 り扱いやす くな って きてい る。

東欧 の革命 の原 動力の一つは テ レビだ と言われてい る。 国家が情報統制 して も、

隣の西 ヨー ロ ッパ の国 々か ら テ レ ビ電 波 は 入 って くる。 時 た ま垣間 見 る雑 誌や

ニュースの豊 かな生活は、映画 と同様 な夢物 語 と諦め られ て も、毎 日送 られ て くる

テ レビを見せ付け られれば、 これは真実 と しか判 断せざるを得 ない。そ の真実 とは、

国家 の言 うことが 間違 ってお り、幸せは地続 きの向 こ う側 にはあるのに 、 ここには

ない し、 これか ら も余 り希望が もてない とい うことだ った。

情報統制 は共産 圏だけにあ るあけではない。我が国においても、 マス コ ミの報道

が他 の国 々のそれ と乖離 す ることがあ るのは事実 である。衛星放送 の海外 ニ ュース

番組が評価を受け ているの も、内外の報道 ギ ャ ップを埋 め ようとす る現れ であろ う。
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イン ドネシアジ ャカル タの住宅地 では屋根の上に数 メー ターは あるか と見 られ る大

きなパ ラボ ラア ンテナが水平方 向をにらんでいる。赤道 直下 に あるわけだか ら、 自

国の衛星放送 であれ ば真上 をに らむはずであ る。 したが って アメ リカの衛星放送 を

受け ているのでは ないか と考 えられ る。.

情報の特質は、その情報 が事実の全てを物語 っているのではない ことである。事

実の ある一 面を現 して いるに過 ぎない。個人が組織に属 してお り、その組織 と一致

した行動を取 るときは、組 織 が収集 し選択 した情報のみを受け取 っていることが、

組織 と個人 の双方 に有利で あ った。 しか し、個人が情 報で武装 しようとした とき、

単一 に情報源 に頼 ることは非常 に危険で ある。情報 の判 断は困難な場合が多いが、

その対策は異 なる情報 を収 集 し、つ ま り異な る側面 の情報 か ら真実を推測す るほか

ないか らであ る。衛星放送 はその有効な手段 と言 え よう。個人 が組 織 と対 抗 しうる

力を付けてい くには、情報 の収集力 とそのマル チ化を進め てい く必 要がある。

2.2企 業 ・組 織 の 変 容

ここでは、 前節 の個人 と組織 の緊張 を受け個人 と組織 の力関係の変化に着 目して、

今後、近 い将来 において企 業 ・組織が個人 とどの よ うな関係に あることが望 まれ る

かにつ いて、それ らの背景 とな ってい る社会情勢 お よび今後 のあ るべ き対応 につ い

て述べ てい る。

ここで注意を促 したい ことは、"企 業 ・組織"と"個 人"に 関す る言葉 の定義 で

ある。"企 業 ・組 織"と は 、単に企業 の経営者や経営幹部 を示す もめではない。企

業経 営者 といえ ども、企業全体 を 自由に コン トロールす る ことが難 しい とい うのが

現実である と思われ る。組織 が大 きけれ ば大 きいほ ど、 さまざまな制約条件 の中 で

企業経営者 は、経 営の舵取 りを任 され ているので あ り、先任 の経営者 のこれ までの

実績や業績 を低下 させ ることな くよ り伸ばすために真剣に会社に忠誠を尽 くしてい

ると考 えるこ とがで きる。従 って、 ここで取 り扱 う"企 業 ・組 織"と は、個 人の力

の及ば ない企業そ の ものの存在を意味 してい るのであ る。 そ して、"個 人"と は、

経営者を含 めた企業 内で働 き企業に忠誠を誓 う人び と、 さらに企 業 ・組 織が提供 す

る製品やサ ー ビスを受け入れ る消費者を総称 してあらわ す表 現なのであ る。
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1正 念場 を向かえ る企業 ・組織

(1)企 業 ・組織 内部 の話題 を中心 と して

従来、 日本 の企 業は、終身雇用制度、年功序列制度 お よび社 内教育制度の強化

に よって欧米企業 に優 る国際的企業競争力を維持 して きた。終身雇用制度は、企

業に とっては企業 で働 く個人 の会社 に対す る忠誠心 を維持 してい く上 で不可欠 な

要素 であ った し、企業 に従事す る個 人に とって は生活 の糧 を安 定 的に 長期 に わ

たって保証 され る手段 であ った。年 功序 列制度 は、企 業 で 働 く人 び とに段 階 を

お って昇進の機会 が与 え られ、個人に とっては仕事 に対す る達成 感や満足感を得

る最 良の機会 と して機能 して きた。昇進は、社 会的に も自己 の存在を アピールす

るものであった し、会社 の名前や会社での地位が則そ の個人 の価値 をあたか も代

弁 す るか の ように考 えられ てきた。そ して、社 内教育制度 においては、終身雇用

制度の下 で、企 業で働 く人 び とを企業 内の実務 を通 じ教育 させ、企業 に とっては

効率的に 自社 の業務 が遂行 で きる人間を育成す る点 で もっとも効=果的な手段 とし

て機能 していた。 これ らの企業 ・組織 と企業 に従事す る個 人の関係は、両輪の よ

うに相互に効果的 に機能 していた。 もち ろん、こ の企 業 ・組織 と個人 の関係は、

現在 で も強力 に相互 して機 能 して いることは否めない。

しか しなが ら、近 年の さまざまな社会環境の変化に よって、 この企業 ・組織 と

個人の関係 は徐 々にでは あるが、変化 してきて いるといえ る。 それ は、従来 の よ

うな企業に対 す る個人 の強 い忠誠 心が、徐々に薄 らいで きてい ることに象徴 され

るとい えるで あろ う。 これ までの よ うに、企業 に強 くコ ミッ トメン トす る個 人の

存在に大 きな変化 が見え始 めてい るのであ る。 なぜ な らば、企業で働 く人び とに

とって、終身雇用 の最高の成果は、安定的な生活の糧 を得 る手段 である と同時 に

確実 にマイホー ムを持つ ことがで きるとい う保 証が大 き く効 いていた。 しか しな

が ら、都心部 では土地の値 上が りに よって、 もはや一個人 が企業に終 生忠誠 をを

つ くして も手 にいれ ることのできない状態 にな っている。 また、年功 序列制 度に

おいては、役職 に就 いて も部下 を持つ ことが許 されず 、単な る肩 書 きだけの昇進

に終わ る機会 が増加 している。 この よ うな状況 は、企業 ・組織 と個人 の関係 を従

来 の ような強固 な ものか ら弱い ものへ と移行 させ る効力を持つか らで ある。 さら

に、従来国際的 に 日本企業 の競争力を強化 させて きた大 きな要 因で もある企業 内
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教育では、昨 今の よ うな社会環境 の急速 な変化 に対応 し得 る人材 を育成す る こと

が困難にな ってお り、即 効性や専 門性 が要 求 され る業務では外部 か ら人材 を採用

しなけれ ばならない場合が多 くみ られ るようにな った。む しろ、企業 内で従来型

の教 育を受け 、従来 型の仕 事 のや り方 に馴れ ている人び とが問題 視 され る機会が

多 くなっている といえ る。 これ な どは、企業 の中でも従来の し くみでは支障 をき

たす場面 が生 じてい ることを示 してお り、従来 の企業 内の しくみが企業側 の論理

か らも非合理的 にな ってい る ことを露呈 している。

これ まで企業 ・組織 の内部に おいて、企業 ・組織 と企業 で働 く個 人の存在には 、

主従 の関係が存在iしていた といえる。多 くの場合、会社が個人 の社会的地位 を保

証 し、個人は一 日の大半 を公私にわた って会社に関係す ることで過 ごす とい うこ

とが一般的で あった。

しか しなが ら、 以上 の よ うに今後、企業 ・組織 と個 人の関係 は、従来の よ うに

相互の メ リ・ッ トを享受 で きる状態で あることが難 しくな っている。近い将来にお

いて、新たな る企業 ・組織 と個 人の関係が形成 されてゆ くことにな るであ ろ う。

(2)企 業 ・組織 外部の話題 を中心 と して

企業 ・組織 は、本来、事業活動 を行 うことに よって収益を上げ ることが第一 の

目的ではな く、その収益を用 いて社 会的な貢献 をな し遂げ ることが重要な使命で
ノ

あ るはず であ る。そ うい った意 味では、企業 ・組織 は今、大 きな転換期に さしか

か ってい るといえ る。

まず第一 に、 もの を作れ ば売 れた時代が既に終焉 を迎 え、現在の よ うに、個人

の価値観 が多様 化 ・個性化 してい る社 会環境の中では、企業の対応姿勢 もマスを

対象 として構 築 された体制 か ら個 人の欲 求や ニーズに対応で きるよ うな細 かな体

制作 りが求 め られ るよ うに な ってい る。 ユ ーザ ーに対 する企画提案型の企業 姿勢

が求 め られ てい るので ある。企業 ・組織 が提供 す る製 品やサ ービスを受け るユ ー

ザ ーの二二ズを的確 に捉え る企業 姿勢が今後 ます ます重要にな ってい くであろ う。

次 に、企業 の社会 的責任 が大 きくクローズア ップされてい くことが予想 され る。

戦後 の高度経済成長 時代に おいては、個 人の立 場である一般大衆は、企業 ・組織

が宣伝す る広告や企 業 ・組 織 が作 り出 した流行 に敏感 に反応 し、猛烈な購 買意欲

をか きた てた。 「中流意識 」 とい う言葉 が盛 んに 日本 の社会の 中で は用 い られ て
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きた が、それ も他 人に遅れ まいとす る人び との心 を うま く利用す るために生 まれ

た言葉で ある と考 えられ る。 ものに対す る執着 が強 い時代 では、一般の人び とに

とって良 い企業 ・組織 とは,少 しで も安 く、安定 した品質 を供給す る企業 ・組織

であったが、現在 の ように もの に対す る執着 が薄れ 、個人 の欲求 が多様化す る時

代に おいて は、一 般の人び との企業 ・組織に対す る評価 の尺度 が従来 とは異な っ

・てい くこ とが予想 され る。企業 の社会的な貢献 、例 えば文 化活動や地域活動への

参加 な ど企業 ・組 織の 日常的な社会活動 の継続 がそ の例 として挙 げ られ るが、そ

の他企業経営者個 人の キ ャラクターや企業 イメ ージとい った感 覚的なイメージが

人び とに好感 を もた らせ る こともあ り得 るであろ う。 ここで指摘 したいこ とは、

企業 ・組織 に対 す る一般 の人 び との評価尺度が"も の"を 中心 とした尺度か ら、

"企 業 ・組織 と社 会 の接点"に 向け られ始 めてい るとい うことであ る。

以上の ように、.企業 ・組織 と個人 の関係 は今後急速 に変 化 してい くことが指摘

でき る。従来 の よ うな"企 業 ・組織"偏 重 の時代がま さに終焉を迎え ようとして

いる。企業 ・組織 と個人 の関係 が、主従 の関係であ ることを可能に していた社会

環境 に大 きく変 化が見 え始 めて きたか らである。それは、企業 ・組織 が起 こした

変化 ではな く、従 来弱者 であ った"個 人"が 、その変化の主役にな ってい るので

ある。

2.生 活者 の時 代

(1)生 活者 の立場 とは

ここでは、"生 活者 の立 場"の 視点か ら企業 ・組織 と個人 の関係 を考察 してい

きたい。

戦 後の経 済成 長時代 の間は、企業で働 く人 々は企業戦士 として企業 に二 日の大

半を費や し、私生活 において さえ もゴ ル フな どの余暇時 間では会社 の同僚 との付

き合いが顔 を効か せていた。「働 くことはいい ことだ。働 けば働 くほ ど、豊か な暮

ら しが掴め るか ら」 とい う青い鳥症候群 にか きたて られた。 しか しなが ら、現実

には いっこ うに生 活の中にゆ と りは生 まれず、家族間 の コ ミュニテ ィが希 薄化す

るばか りか、子供 の教育 問題や主婦の社会参加 の増加 によ って、「家族 とは」とい

・う極 めて根本的 な問題に直面す る ことにな って きてい る。 企業戦士 と して働 く人
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にとっては、 もはや地域社 会 との関係は皆無 に等 し く、会社を除いては 自分 の存

在価値が見 出せ ない ような状態にな ってい る人 が多 い と思われ る。会社 で働 く人

びとに とって、大半 は男性 であ るが、家族や地域社会 との接点が希 薄化 している

ことに対す る疑問や 問い掛 けが、今後 おおいに社会的 に問題 視 され る可能性が高

いよ うに思われ る。

企 業の中において も、最近 では、従来 の ような企業戦 士 よ うは、む しろ生活感

覚型 の企業 人を求め る傾 向が 目立 ってい ること も注 目に値す る。生活感覚が豊か

な ことに よって、消費者の感覚に立 って新 しい製品や サー ビス を企画提案で きる

よ うな人 間が求め られ るよ うに なって きて いる、 これ な どは、従来の よ うに企業

・組織 の制度 が、働 く個 人 を強烈に先導 して きた しくみ と大 き く異な って きてい

るこ との現れ であ る。昨今、企業 ・組 織内の業績評価に おいて も、他の人に出来

ない資質 を有す るとか、個 人のネ ッ トワークを活用で きることが高い評価 を受 け

るよ うにな って きた ことも、そのひ とつの例 であろ う。

企業 ・組 織 で働 く企業戦 士 とて、同時 に消費 者であ り、父であ り、地域社会 の

一員で もあ る
。従来 、企業 ・組織 に従事 してい る個 人 と消費者や家庭人 とは、 同

じ個 人であ りなが ら、立場 が変 わるだけ であたか も別 の存 在の ように考 えられや

すか ったが、今後は、多分 同一視 され る傾 向が生 まれ て くるもの と思われ る。前

述 の ように、企 業 ・組織優先 の時代の矛盾に、今 ま さに反 省の兆 しが見 え始めた

のである。 そ して、それは社会全体にお い て も、企 業 ・組 織 の中 で も、"生 活

着"が 主役 にな らなければな らない時代の到来 を感 じさせ るので ある。

② 問われ る集 団 と個 人の関係

ここで述べ る"集 団"と は、企業 ・組織 や国家 といった一個人の意思 では もは

や対応で きない多数 の利害 関係を有す る団体 を 意味 し、 また一 方 で"集 団"と

は,先 に述べた"生 活者"を 意 味 している。

本来、集団 とは 、根本的 な ところで、社会 コス トを低減す るための手段 として

社会 的に意義を もつ ものである。 い うなれ ば、生活 に必要なあ らゆる生活活動 を

もっ とも効率的に行 うこ とに集 団の意義が存在 す る。 そ して、集 団の行為 は、多

数 の賛 同に よって遂行 され るべ きもので ある。"集 団"と は、個 々人の生活 を最

大限 に向上 させ るための存在 なのである。 しか しなが ら、現実的 には"集 団"と
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"個 人"の 関係は
、 以上 の よ うな関係ではあ り得 ない。 また、価値観 の多様化が

進行 している現在 においては、生活者の要求や願望 を一様 に収束 させ ることは事

実上 困難で あ り、故 に生活者 の声が"集 団"に 対 して効果 を発揮 しきれていない

ことは否 めない。 これ は、本 来の"集 団"と"個 人"の 在 るべ き関係を弱体化 さ

せ る作用 を もた らせてい る。

"集 団"と"個 人"の 関係が
、無関係の状態に あることは回避 されなければな

らない。具体 的な例に よって しめせ ば、近年 の国政選挙の投票率 の低 さに見出す

ことがで きる。選 挙は、国民が唯一 国政 に参加 できる手段 であるが、誰 に投票 し

て も期待す るよ うな社会が実現す ることは望 めない、 とい う一種 の しらけか ら投

票 を拒否す る人は多 いはず である。 これは、本来 国民 の生活 の向上 を 目指すべ き

国政 に対 して国民が 自らの意見や審判 を下 さない とい う最悪 の例 えであるが、 こ

の場合政治に問題 があるとい う見方 も決 して間違 いではない ように思われる。企

業 ・組織や国家が 、特定 の個人 の思惑に よって利用 される ことにな っては、 もは

や"集 団"と い う存在 が、百害 あ って一利 な しの状態にな って しま うか らである。

いや それ ぼか りか 、生活者 の視 点か ら企業 ・組 織を コン トロールで きない状態 で

あれ ば、企業 ・組織 の存在 す る理 由は もはやない ものに等 しい。企業 ・組織が、

業績 の好調 な時 に、稼得 した資金 を企業 の中長期的な経営資源 と して内部保留 し

続 け るのであれ ば、企業 ばか りが豊かにな り生活者に生活の 向上は期待で きない。

企業 が、生活者 としての個 人の生活 の向上に貢献す ることが今ほ ど問われてい る

時期はない ように思われ る。

それでは、生活 者の立場 か ら集団 を コン トロールす るためには、 どうした らよ

いのであろ うか。何 が必要 なの だ ろ うか。そ もそ も"生 活者 の立場"と い う価値

基準が、90年 代 の 日本の社 会の あ らゆ る分野で基本的 な概念にな る とお もわれ る

背景には、前節 で報告 してい る よう'に、個人が入手で ぎる情報 の量 が近年急速に

増加 している ことが指摘 で きる。 それ に よって 、あらゆ る分野 において個 人 レベ

ルで対応 で きる選 択肢が豊富に な って きた ことが大 き く貢献 してい る。ただ し、

"生 活者の立場'1で 個人が入手 で きる情報 が豊富 にな
って も、生活 者の意見や要

望を くみあげ る しくみづ くりが脆 弱であ るこ とは、か え って大 きな不満を蓄積 さ

せ る結果を招 きやす いことが大 きな課題で あ る。 今後 は、企 業 ・組 織 や 国家 と
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い った"集 団"が 個人 の情報 をす いあげ る しくみづ く りへの努力を図 り、生活者

との新 たな相 互 メ リッ トを享受で きる体制へ と移行 してゆ く対応 が ますます重要

にな って くる。生活者 の要求や声 をす いあげ る しくみ は、単に情報 イ ンフ ラを整

備す ることでな く、生活者 の立場で ものを考え、個人や地域の世 界に根 をはる姿

勢 が重要 であ る。

3ゆ るや かな存 在 と しての企業 ・組織

最近 、著 しく業 績を向上 させてい る企業 の中に、生活者の利 便性 に着 目した シス

テムの構築 に よって成 功 して いるものがあ る。宅 配便やPOSシ ステ ムが、その代

表事例 と して挙げ ることがで きる。 これ らの シス テムの導入にあた っては、既存の

業務の しくみ を大 き く変更す ることが不可避 であ ったが、生活者 のニーズを最大限

にす いあげ るた めには らわれ る努力 は評価す るに値 する。 これ らの例にみ られ る共

通す る要素 と しては、事業 の しくみ の中に地域 との接点 を多 く有す る部分があ るこ

とであ る。宅配便 では、地域 の地元商店 とのネ ッ トワー ク構築がキー ・サ クセス ・

ファクターにな ってい る。 これ らの企業は、生活者 のニーズに着 目'し企業 の業績 を

向上 させてい るとい う点で、新たな る"生 活者"と"企 業 ・組織"の 関係 を成立 さ

せた例 としてあげ るこ とがで きよ う。

新たな る"生 活者"と"企 業 ・組織"の 関係を成立 させ る方策 としては、個人 の

イ ンフ ォーマルなネ ッ トワークが指摘で きる。 生活提 案型の新 しい企画や提案が、

従来の企業 ・組織 の中で行 われ ることは現状難 しい。 なぜならば、生活提 案型の新

,しい企画や提案 が生 まれ る背景には、生活者 の立場 にた った自由で オープンな情報

が不可避で あ り,、働 く人の本音 の部分 が必要 にな るか らである。 また、従来企業 ・

組織 の中では、生活提 案型 の企画 が必要 であるこ とが頭 では理解 されていて も、実

行が伴 わない ことが多 いか らである。 さらに、 この種 の企画には、多方面 の人の意

見や考 えを網羅 す るこ とが重要で あ り、そ うい った意味ではフ レキ シブル な情報 入

手 の体制 が必須 で、 ネ ッ トワークに参加す る他の人のネ ッ トワークをす みやか に活

用で きるイ ンフ ォーマルネ ッ トワークは即効性 が大 きい'といえ る。♪恐 ら ぐ、 イン

フ ォーマル ネ ッ トワークは、従来 の企業 ・組織 で カバ ー しぎれ ない分野 の機能を果

たす ものと今後 も注 目され てい くど思おれ るが、あ くまで も過渡期 の対象療法 と し
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て存在す ることが健全であ る といえるであろ う。

欧米 の企業では、地域社会 との共存 を重視す る傾 向が 日本 よ り強 い といわれ る。

企業の利益を、割合 こそ微 々た る ものであ って も、地域 の人 び とに還元す る姿勢 が

み られ る。地域社会での地域参加 に対す る姿勢 は 、 日本 の企 業 も見 習 うべ き点 が

多々あ るように思われ る。 日本 において も、今後"企 業 ・組織"が 地域社 会や生活

者の質 的向上 に対 して直接的貢献 す ることを強い られ る場面 が多 くな ることと予想

され る。

"企 業 ・組織"と"生 活者"の 歩み寄 りは、"企 業 ・組織"だ けの問題ではない。

従来の よ うに企業依存型 の企 業戦士の あ り方につ いての歯止めは、"生 活者"と し

ての個 人の問題で もあ る。企 業依存型の人 間の多 いことは、逆に"生 活者"と して

の立場を軽視す る傾 向が個 人に あった こ とに も起 因 してい る。"生 活者"自 身 が、

自らの家庭や 自分の人生に対 して希望や主張 を持つ努力が ます ます重要 にな って く

るであろ う。"生 活老"と しての要望や考 えを"企 業 ・組織"に 投げ掛 け ることか

ら"企 業 ・組織"と"生 活 者"と の歩み寄 りが、 は じめて始 まる とい って も過言 で

はないで あろ う。

これ までに述べた ことは、"企 業 ・組織"が 今後、企業で働 く人 び と、そ して一

般の消費者を含めた"生 活 者"と の新た な共存 の しくみづ く りに対応す ることの必

要性を提案 してい る。90年 代におい ては、"生 活者"と しての価値 ・判 断が、あ ら

ゆ る分野において基本的であ り、かつ重要性 が もっとも高い キー ・ワー ドにな る可

能性の強い ことを念頭に置 くことが求 め られ てい るので ある。

"企 業 ・組織"に は、"生 活者"の 立場 を勘案 したさまざまな施策 が求め られて

いる。そ して、"生 活者"に おいては、 自分 自身 の人生 ・生活設計 に対す る考 え方

を再度認識 し"生 活者"と して の 自覚 を深 めなければな らない時期 に来てい る。

"企 業 ・組織"と"生 活着"の 歩 み寄 りこそ、われわれ一人 ひ と りに とって急が

なければ な らない課題なので ある。

2.3「 失 楽 園 」 時 代 の 到 来

1.プ ロジ ェク トの本質

このプ ロジ ェク トの タイ トル であ る 「脱国際社会におけ るパ ー ソナル リンケージ
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構築のあ り方 と今後 の展望 に関す る研 究」 は、その意義や意味 につ いて、専 門委員

の間で繰返 し議論が行われ て きた。 その都度 、結論 に収束せず に必ず議論 が発 散 し

て、2年 目の今年 も結論 は出せないままに終 わろ うとして い る。 とはいえ、各 専門

委員 の思考 の方法はそ のおか げで、収束 は果 たせ ないまでも、議論 の材料 と方 向は

相当の程度 まで出 し尽 くされ て きた。

議論 が収束 しない理 由と しては、われわれ市民水準の 日本人 に とっては、国際社

会 その ものが依然 と して遠 い存在 である ことが上げ られ る。 国際化 とい う言葉 は 日

本人 のみが使 う言葉で、た とえばinternationalizationと い った英語 はそれ ほ ど使わ

れて いない し、おそ ら く外国人 との会話 にこの言葉を使 って も、理解 され ないであ

ろ うとい うことは よ く聞か され ることである。た しかに、 ここ数年で、東京に居住

す る外国人 の数 は数倍 にな って いる。 しか も従来外国人 といえば、直ちに欧米 の白

人を想起す るほ ど外 国人イ コール 白人で あったが、 ここ数年 急増 してい るのは、 ア

ジア系の外 国人 である。 したが って、従来 と現在 とでは同 じ国際化 と称 して も、質

的な変 化 も遂げ ている ことにな る。

質的な変化 と言 ってみ て も、依然 として従 来の 『国際化』 とい う範囲を脱 しては

いない。す なわ ち、 ようや く近 隣に言葉や習慣 の異 なる外 国人が居 住 しは じめ、従

来 とは異な る コ ミュニテ ィが形成 され 始めている ことに気付 いてい る程 度であ る。

あ るいは、単に職業で外国 に赴 く人達 に限定 されず、国民 のほぼあ らゆ る レベルで

海外旅 行にでかけて、それ ぞれ の国の観光地 を訪れ る程 度 である。 この程 度は本来

国際化 とよぶに も値 しな い、 それ 以前 の水 準であると言 って も言 い過 ぎではないで

あろ う。

本 プ ロジ ェク トは本 質的に国際化 され た社会を想定 し、それを超越す る水準 の個

人相互 の交流 の術 を模 索 して いこ うとす る ものであ る。 したが って、専 門委員全体

をみ る と、 その国際化 に関す る実体験 にはかな りのば らつ きが あ り、 また意識、認

識にお いて も差異 がある ことは、やむ を得な いであろ う。 それぞれが属す る企業や

団体に関 しては経済活動 に ともな う国際化は、すでに実 施 されてお り、 国際化 とい

う言葉す らい ささかoutofdateで あろ う。ただ し、個 人の生活に おいては、た とえ

東京圏に居住 していて も、外 国人 との交流は とくに望 まなけれぽ、依然 として回避

可能なので ある。
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2.日 本人の 国際化(ツ ァー型 国際化)

われわれ 日本人 の国際 化は、 ど うみて もそ の程度が平均的 な姿 であろ う。個 人の

所属す る組 織が海外 に工場 にをつ くり、そ こで商品を生産 していて も、組織 に属 す

る個人は依然 と して昔 のままの生活を営んでお り、精神的構造は何等 の変 化 もない。

個人がた とえ現地 の工場 に派遣 され て、そ こで勤務す る場合 であって も同 じことで

ある。一定の期間 の勤務 の後 に帰 国す ることが前提 とな って いるの で、 それを以て

自分の生活 を根本 か ら変革 しようとは しない し、 ましてや外国人、異質 な人 々との

関係を精神 的な観 点で考 え ようとは しない。

先般の総 選挙 で も与党 の候補者 が、 さかんに 日本の豊か さを作 りあげ た実績 を強

調 していたbこ の豊か さは物質的 な豊 か さで、 この点においては、海外生活経験者

は もとよ り短期 の海外旅行者 でも実感 してい るところで あろ う。 しか し内外 の物価

格差 が米国 との構 造協議 でも問題 に されてい るよ うに、物 質面にお いて も消費者 の

立場 か らは、必ず しも不満がな いわけ で もない し、豊 か さを実感 で きな い とす る人

が多 いであろ う。 日本の物質的 な豊か さが広 く知 られ るよ うにな り、そ の豊か さに

浸 っている 日本人 は、企業の経済活動 で も開発途上 国への赴 任を喜ばな くなる。 と

はいえ、企業 の方 は成 長第一、 シ ェア第一主 義が 目標 なので、市 場を選択 している

余裕 はない し、先進 国では競争 も激 しく、近年通商摩擦 も大 きな問題にな って きて

いるので、 開発途上 国に商品を売込む努力 をや め るわ けにはいかないので ある。す

ると、 開発途上国 を ターゲ ッ トに して いる企業へ の入社希 望者が きわめて少な くな

るとい う現象が生 じる。 この現象は も う10年 も前か ら表面化 してい る。

すなわち、 どう して も国際化 が形式 的な国際化 とな り、単なる好 奇心 を満足 させ

るツ7ー 型の国際化 に媛 小化 されて実 現 され ているわけ であ る。 この ツアー型、享

楽型の国際化は近年一層 拍車がかか り、大学卒業前 の学生 に よる海外旅 行は一種 の

ブームの様相を呈 してい る。数年 前までの国際化はそれ で もさした る齪 鱈は生 じな

か ったが、現在で はそ うはいかな くな つた。'もう10年 前か らイ ン ドシナ半島か ら難

民が漂着 し、 日本に定住 す るよ うにな ったか らで ある。,それ 以降難 民は続 々とr豊

'かな』 日本を 目指 して海 を渡
って くる。 この難民に対す る扱 いは、金 を出す とい う

行為に よって受入れ を拒 む 日本社 会が、欧米先進国か らの悪評 をみれ ばわか るよ う
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に、 ツアー型の国際化 では きわめて不十分であることがは っき りしてい る。

外国人が 日本に定住す る とい う、開び ゃ く以来経験 のない事態 に よって、 日本人

はその次の水準の国際化 を迫 られ てい るわけである。イ ン ドシナ半 島か らの難民の

定住のみな らず、昨年来社会 問題化 し始めている外国人労働者 の不法就 労な ど、明

らかに従来 とは異質の国際化 を迫 られ ている ことは国民 の誰 もが認識 す ることがで

きる。昨年の本 プ ロジ ェク トの報告書 で も述べてい る通 り、 ヒ ト、 モ ノ、 カネあ る

いは情報 とい う、われわれ の生活 、あ るいは企業活動において欠 くことので きない

要素の うち、モ ノ、 カネ、情報 の流通 はす でに地球規模 で国際化 を果 た してい る。

われわれ の 日本人社会はそ の恩恵 を最 も享受 してい る国民であ るといえ よう。 しか

しなが ら、 ヒ トの国際化に限 っては以前 として従来 とほ とん ど変化 がな く、 これ こ

そ最 も代償を支払わなければ な らない試練 なので ある。 パー ソナル リンケージのプ

ロジ ェク トは ここに焦点を あてて、議論す る 目的で発足 した ものであ ると昨年 の報

告書では述べてい る。

3日 本人の特殊性

日米構造協議 では、それ までの通商摩擦か ら引続 いて 日本市場 の閉鎖 性が、単に

経済面に限定 されず 、 あらゆ る分野 に及 んで指摘 され改善 を求 め られ てい る。大規

模小売店舗開設 に関す る法令や空港 の問題 な どは、その一例で ある。 われわれは、

それぞれ従来の習慣や歴 史的 な背景 を背負 って生活 を営 んでお り、そ の よ うな もの

に対 しては 日本 の独 自性 を主張す る。一方、企業 の経済活動は中小企業 を含 めて、

相当広い層 にわ た って海外へ の進 出を果た してお り、経済的な進 出では当該 国の独

自性を超 克 してい る。 ヒ ト、 モノ、'カネ、情報の うち、 モノ とヵネの二 面のみが突

出 して海外へ進 出 してい るの である。

思想家の藤 田省三氏 は、 この月本人 の精神に関 して、 日本人 の 自己批判能 力の欠

如を問題に している(1)。 日本人の集 団主義は、社会を愛す るとい う種類 の手段主義

ではな く、 自分 の所属 してい る集団 を極度に愛 し、それ に よって 自己愛 を満足 させ

てお り、 自分 は 自己犠牲 を払 い、献身的 であると思 い込 んで いるが、.実は企業主義

に陥 ってい ると指摘 してい る。 この企業主義が膨張主義 とな り、他 を犠牲 に しても

シェアの拡大 にのみ狂奔す るとい う、'経済の姿を借 りた 「領地の膨張主 義」 になっ
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てい ると批判 して いる。 た しか に、この膨張主義 の行 く先 は、不快 の源泉 とな る競

争企業を一掃 しよ うとす る全体主義的 な思想 である とい う藤 田氏 の指摘 は当た って

いよ う。

この企業 シ ェアの拡大 の過程 では、反社会的 な行為 が企業 内ではまか りとお るこ

とも、 日本企業に属す る企業戦士 に とっても思 当た る ところであろ う。 日本企業の

シェア争奪戦は、ル ールがな く、競争相手 が倒れ るまで続 く。高度成長期 の 日本企

業の海外進 出は、『エ コノ ミック ・アニマル』と陰 口を叩かれたが、藤 田氏は、動物

は して はな らない ことがすでに遺伝子 として組込 まれ てい るので、その行動に は一

定 の枠 がは められ てい るが、人間に はそれ がないので、『倫理』が必要 にな っている

ので、 エ コノ ミック ・アニマル とい うよび方 は、動物 に対 して申 し訳 ない とさえ述

べている。

従来 ツアー型 の国際化のみの経験 しか持 たない 日本人に、その点を理 解で きるか

どうか は きわ めて難 しい。 また、情報 に よる国際化のみの経験ではやは り難 しい。

米国か ら競争 がフ ェアな状態で行われ ていない といわれて も、容易に理解で きない

のであ る。 コメは 日本人の主食で あるか ら自由化で きない し、食糧安全保障が ある

か ら食糧 の 自給率 を高めなければな らない とい う議論が、海外では閉鎖的な 日本を

自己弁護 している と しか見 られず、受 入れ られない ことも理解で きない。 日本の特

殊性 を主張 してい るに過 ぎな いことに気がつかない ので ある。

4失 楽 園

日本 が世 界に類 を見 ない空前 の経済成長を遂げ、経済大 国 とい う形容詞 が付 いて

くると、世 界の注 目を浴 びないわけにはいか な くなった。 日本人 自身 も 自分が どの

ような評価 を受けて いるのか を気 に し出 した のである。経 済大国 とい う名 の通 り、

普遍的な商品を世界市場 に送 り出 し、'地球的 な規模 で市場情 報を収集 し、怒濤 の よ

うに商品を繰 出 して市場 を席巻 したに もかかわ らず 、 日本 人 自身や文化 に関 しては

独 自性を主張 して きた。 その 日本人が;習 得す るのが難 しい とばか り考 えていた 日

本語を、流暢に操 る外 国人が増 えてきたのに驚か されたのは、 も う10年 以上 も前で

はなか ったか。

それ 以来、 日本人 は もはや国際化 し、 日本文化 、 日本語です ら特殊 な存在ではな
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くな った とい う認識を持ち始めた。和食や 日本の伝統芸術 が海外 で もてはや され る

と、その認 識は一層 深 く浸透 して いった。 ところが、 日本人の持つ排他性 だけが取

り残 されて、国際化す る機会 に恵 まれなか った。 この島国には実 に長 い間、 日本人

とい う単一 民族 しかいなか ったのであ る。 もちろん、60万 人に ものぼる在 日韓 国朝

鮮人や北海道 のアイ ヌ民族 は、マイ ノ リティと して無視 され、封 じ込め られ て きた

ので ある。封 じ込め る と日本人 に同化 せざ るをえないか ら、マジ ョ リテ ィの 日本人

に とっては、彼等に対 して何等 の歩 み寄 りもないので摩擦 も苦痛 も感 じないのであ

る。

すなわち、 これ まで 日本人の市民水準 で、異文化 の接触は精 々ツアー型の接触程

度 で済 まされてお り、 日々の生活にお いて ヒ トを介 して接触する ことはない し、接

触 を望 む場 合にのみつ まみ食 いの よ うに して、国際化を果た していたに過 ぎなか っ

た のである。作家 の池澤夏樹 氏は、現在の置かれ た 立場 を評 してr1990年 の 失楽

園』(2)の 中で、 「日本は幸運 な国で、 これ まで単一 民族 の恩恵を び と り享受 して き

た。た とえば、通訳な しの コ ミュニケー ション、合意形成 の容易性、教育の効率性

な ど、一 々上げれば き りがな いほ どである。 これ は全て単一民族 とい う点に 由来 し

てい る。外国を見 るとその点 で如何 に苦労 してい るかが理解で きる。 民族、宗教 の

対立 がない ことがいかに効率 が良 いか が分 る」 と評 して いる。 日本 が単一民族 の効

率性 を生か して経済大 国を築 いてい る間、諸外国はその複雑民族 であ るがゆえの問

題 で大層 な苦労 を積み重ね て きた。池澤氏は、その苦労 は 「違 う考 えや違 う肌 の色

や別 の宗教 を持つ人同士が隣 りあ って住みなが ら、そ こか ら排除や弾圧一方的 な収

奪 では な く、相互理解に基づ く良い方 の成果 を得 るための ノウハ ウは少 しずつ蓄積

され、普通 の人 々が文化の多様性 とい う事実 を理解す る ように もな って きている」

と評価 してい る。

本論 で も述 べて きた よ うに、 日本 の これ までの国際化は きわめて限定 された範囲

にのみ行われて きた と捉 えて も差支 えがなか ろ う。すなわち、 日本 人 とい うヒ トの

国際化 ではな く、た とえば、商品、和食な ど移転が容易で流通可能 なモ ノの国際化

に限 られていたのである。 ヒ トの多様 性を考える ときに、まず最初 に突 き当た る問

題は言語 とい うコ ミュニケー シ ョンの手段 である。 日本語 も国際化 の洗 礼を受け な

か った ものの一つで ある。単一民族 であれば 、共通 の知識、常識、 習慣 を基礎にす
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ることがで き、論 理的な説明を逐一行 う必要はな い。背景説 明を行 う手 間が省け る

ので ある。 日本語が非論理的 な言語 である といわれ る所 以である。

そ うい う意味で 、池澤氏 のい う 『失楽 園』 は、 これ までの 日本が希 にみ る楽園で

は あったが、今後 の 日本 が ヒ トの国際化 、すなわ ち異 民族を隣人 とす る時代に入る

ことを回避 で きず 、彼等 の信 じる宗教 、言語、習慣 と うま く折 り合いをつけなが ら、

日々の生活 を営 む ことで従 来の楽 園が消失の運命に あるこ とを指摘 して いるのであ

る。それを、池澤 氏は、 「国際化 とは、違 う種類の人間 同士 がいか に意 思 を疎通 さ

せ、いかに相手の気持ちを尊重 した上で 自分 の気持 ちを伝 え、無視すべ きことは無

視 して妥協点を見 出 し、 同 じ土地で軒を接 して生 き.てゆ くか、それ を個 人個 人の レ

ベルで考えた上で その統合 としての政策 を作 ってゆ くか、そ うい うことだ。他者を

他者 と認めた上で付 き合 う術だ。 そ らはたぶ ん想像 を絶 す るほ ど困難な ことだ と思

う。われわれ はこれ か らの数十年 で膨 大な量 の不快感 を味わい、 口論や流血を身に

引 き受けな くてはな らないだろ う」 と表現 してい る。

5パ ー ソナル リンケー ジとネ ッ トワー ク

話をパー ソナル リンケージに戻す と、 これ はそ もそ も個人同士 の付合 いの広 が り

を求め るもので、異質 の人 々の意見を取 り入れ て、視野 を広 げ、 自らを錬磨す るこ

とを 目的 と してい る。 これ は個 々の結 び付 きに着 目して、近年ネ ッ トワークとい う

言葉で よく表現 されている ようである。 それ ぞれ の強み、弱みを認識 して相互に補

完 した り、他者 との違 いを認識 す ることが1そ の スター トにな る。

ところが 、単 に付 き合いの広 が りのみを追 及す るため のネ ッ トワークに な りが ち

である。 この点 で、一橋 大学 の金 子郁 容教授 は、 ネ ヅ トワ'一クとい う新 しい組織形

態では、対等 な関係、横並びの関係が強調 されて いるが、そ れは誤 りで勉強会 、異

業種交 流会 な どは、実は単な る情報の交換に終始 してお り、新 しい関係を生み出 し

てはいない と指摘 す る。関係 の中 で自分 を変 え よ うとす る意思のない人 々の集 ま り

は、外か ら見 ると面 白い情報 、ダイナ ミックな情 報の流れを見 出せない、 と して い

る。

金子教授 は国際化 について も、層日本 は外国 との交流は非常 に盛ん に行 ってお り、

いわゆ る鎖 国を してい るわけではないが、交流 の方法 が問題 である と述べ てい る。
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すなわち、 日本人 は 日本 と外 国 とを別 けて考 え、 日本は特別 であ り、経済や貿易を

形式 的に行 ってお り、 自分が交流に よって変わ るこ とに耐 えられ ない、 と指摘す る。

これ につ いて、た とえば、農産物 の中で、 日本人が主食 としている米や長い歴史

の中で作 られ てきた 日本的な商習慣 な どを自由化 した り、改めた りす ることは不可

能 な ことであ り、 日本 人のアイデ ンテ ィテ ィを損 な うもの と決めつけて、守 るべ き

もの として最初か ら除外す る とい う考 え方 は、 まさに、 日本は変わ らない とい う前

提 で交流 しようと している ことになる。 この ような交流 の仕方は国際的には閉鎖的

な交流 の仕方にな り、通商摩擦 における交渉な どで も形式的に格好を付け ようと努

力す る ことにな る。 これ では、 日本 の国際化 も進 まず、形式を守 るだけに終わ って

しま うであろ うし、諸外 国か ら閉鎖性 を指摘 され るの も当然で あろ う。 日本 が変わ

らず に国際化が進展す る ことは有 り得ず、池澤氏が指摘 す る 日本語 まで も変 える と

い う痛み を、今後 の 日本は経験せ ざるを得な くな る道理 で ある。

われわれ 日本人 自身 が市民 レベルで国際化 し、パ ーソナル リンケージの促進 を望

む ならば、国際化に よって 自分 自身 を変え る覚悟 と努力 が必要 とな る。思想、生活

習慣、宗教、教育、文化 の異 なる外 国人 とわれわ れ 自身 の異な るところを認識 し、

相互 に受容 し合わなければな らない。国際化 と同時に情 報化の進 展 も著 しく、その

恩恵を享受 してい るわれわれ は、情報 と しての外 国人 との違 いについては、 これを

知見す ることがで きる。 しか しなが ら、 目や耳か ら得 る ことがで きる情報以外に、

経験 しなければ理解で きない違 いの方がは るかに多 いであろ う。 それは予め準備を

す ることが困難 な試練 であ り、それを克服 しなけれ ば形式 で終 わ らない真のパ ーソ

ナル リンケー ジの実現は難 しい。

おそ らく、 この 日本 の国土 で異な った宗教 、異 なった言語 、異 な った生活習慣を

持つ人 々が今後 日本 人 と して生活 してい くことに なるで あろ う。今 まで 日本語 とい

う単一 言語 のみ意思疎 通が可能であ り、それ がために きわ めて効率的 であった合意

の形式 に、年単位 の時 間を要 す ることになる場面に も遭遇 しよう。 これ らはわれわ

れ現代 の 日本人 のほ とん どに とって未経験 の事態で ある。脱 国際化社会 のパ ーソナ

ル リンケージを構築す るためには、長 い年月 をかけて順応 してい く以外に道はない。
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第3章 パ ー ソナ ル リンケー ジの概 念

1.日 本 の 国 際 化 と 地 球 化

(1)国 際 イヒとinternationalization、globalization

私 た ち が よ く使 う 「国 際 化 」 とは独 自の意 味 を持 つ 言 葉 で あ る。 例 え ば 、 この国

際 化 とい う言 葉 を辞 書 で 引 い て み る と次 の よ うに あ る。

「国際 的 な もの に な る こ と。世 界 に通 用 す る よ うに な る こ と」(小 学 館 「国 語 大 辞

典」1981年)

日本 語 で は 、 世 界 に通 用 しな い制 度 、 仕組 み 、 もろ もろ の 事物 を 世 界 に 通用 す る

よ うに す る、 とい うニ ュア ン スで あ る。 この意 味 か ら、 国際 化 は い ろい ろ な もの 、

どち らか とい えば 遅 れ て い る もの を世 界 に通 用 させ る、 世 界 の ル ー ル に あ わせ る こ

とに 力 点 が お か れ る。 例 え ば 、企 業 の 国際 化 、 教 育 の 国 際 化 、 地 域 の 国際 化 、 人 材

の国 際化 、 規 格 の 国 際 化 、 手 続 きの 国際 化 、 … … 。

で は 、国 際 化 に相 当 す る英 語 とな る と、 これ が 難 しい。 まず 、internationalizatio-

nは 、 意 味 が次 の よ うに な る。

「国 際 監 視 下 に お く(bringunderinternationalcontroD」 .(小 学 館 ラ ン ダ ムハ ウス英

和 大 辞 典1976年)

例 え ば 、 第 二 次 世 界 大 戦 後 、 ベ ル リンが戦 勝4カ 国 の コ ン トロー ル の も とに おか

れ た り、 日本 が戦 後 連 合 国 の 占 領 下 に置 か れ 主 権 を 制 限 され た りな どで あ る。 あ る

説 に よれ ば 、英 語 のinternationalizationの 古 い用 例 は、 ス エ ズ運 河 に 関 して 、The

SuezCanalmustbeinternatbnalized乏 い う美 章 が1885年 に み られ るど い う
。 スエ

ズ運 河 を 列 強 の国 々 の共 同 の 監 視 下 に 置 こ うとい うこ とで あ る
。(ス エズ 運 河 は186

9年 開 通)

も し国 際 化 をinternationalizationの 意 味 に 解 す る な らば 日本 は1945年 か らの 戦 後

は ま さ し く国際 化 して い た こ とに な る。 そ うな る と今 私 た ち が使 って い る国際 化 と

い う言 葉 とは 、 随 分 イ メ ー ジ が違 うこ とに な る
。

では 、globalizationは ど うか。globalと は

「全 世 界 の 、 地 球 上 の、 世 界 的 の 」(小 学 館 ラ ンダ ム ハ ウス 英 和 大 辞 典1976年)

と い う意 味 で あ り、 同 意 語 にuniversal、world-wideが あ る。 た だ し、 ラ ンダ ム八
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ウスには、globalizationは な く、globalの み取 り上げ られてい る。

以上 のよ うに国際化 とい う言葉 を取 り上げ てみる と、 日本語 の国際化は どちか と

いえば 日本語独特 の もので、英 語には同 じ意味の言葉 が見つが らない ものいえ る。

強いて捜せ ば、globalに 近 い、とで もいえ る。つ ま り、今私た ちが使 う国際化 とい う

言葉 は英語か ら考 え ると、「地 球 レベルに」とで も言 う程度の言葉なの である。しか

し、 日本語 の国際 化はそれだけで はない意味を多 く含んで いる。つ ま り、globalよ

りは、 もっと能動 的に 自らを世界 に通用 させ ようとい うニ ュア ンスが 日本語 の国 際

化には感 じられ るので ある。

(2)日 本の鎖国思想 と開国思想

これ までは、国際化 とい う言葉 を取 り上げその意味 を探 ることで、 日本の国際化

の特徴 を把握 して きた。

この節では、 日本 の歴史を概観す ることで、 日本の国際化 の特徴 を探 ってみた い。

そ こでM・Bジ ャンセンの 「日本 一200年 の変貌」(加 藤幹雄訳 岩波1982年)に

準拠 しで、幕 末か ら戦後 までの歴 史を概観 してみ よう。

まず 、「1770年代 儒教世界へ の挑 戦」で、ジャンセ ンは、1600年 まで きわめて戦 闘

的であった武士階級 が責任 あ る文 民的官僚に仕立 て られてい くために、幕府は儒教

に よっていろい ろな制 度をつ くって いった、 と指摘 してい る、儒学 はこ幕府公認 の

学問で、多 くの思想 家を生み 出 した。儒学は中国伝来の学問 で、江戸 時代 には もっ

ぱ ら朱 子学 がそ の中心で あった。 当時 の鎖国時代に あって も、学 問は中国か らの輸

入であ り、ほ とん どの文化が 中国文化 の圧倒的優位 のも とにあ った。強い中国崇拝

と卑下 した態度 は、 この徳川時代 を特徴づけた。 しか も、鎖国時代だけに、中国に

渡航 した人は少な くも っぱ ら書物 か らの知識吸収 であ った。

そ うした圧倒 的中国文化優位 の もとで、 日本主 義を肯 定す る国学(本 居宣長)が

撞顕 した。宣長は、 まず 自国を知 ることが第一 であ り、その後漢籍 を読むべ きであ

ると主張 した。宣長 は、儒教 思想を前提 として もの ごとを考 える ことを排 し、言 え

の神や人 の 「あ りさま心ばえ」を読 み、人の世の事の趣 きを深 く感ず る 「物 のあは

れを知 る心」へ導 くことを理想 とした。 この宣長 の思想 がのちの、神 道学、偏狭 な

ナシ ョナ リズムを形成 して い くよ うになった。

儒学に対す る国学 の撞頭 とい う構 図は;日 本 の思想 をみ るとひ とつの典型を見出せ
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る。 つ ま り日本では、外来思 想の流入があ ると、 自我 の覚醒 を促す思想が必ず現れ

るのであ る。

幕末 か ら明治維新 にかけ て 日本 は 「知識 を世界 に求 めて」、啓 蒙 主義 に よる開国

が進 め られ た。尊 王撰夷はや がて、到幕運動 にな り最後 は5カ 条 の御誓文にみ られ

る ように、 開国に よって 「皇期 を振起す」 ることが国の方針 となったのである。海

外か らの人 々を夷 て きと呼び 、徹 底 した海外 排 斥 を行 った 後 で の180度 の転換 で

あった。

帝国憲法が発布 され 明治 国家の基礎が形成 された頃、今度 もまた外来思想の流入

に よ り自我が覚醒す るのであ る。久米邦武 らの世代は西欧の影響が洪水の よ うに流

入す るのを体験 して危機感 を抱いた。そ こで、儒教伝統 と 日本古来の価値 観を合体

させて 日本 の正統 思想 と して教育勅語を完成 させたのであ る。教育 勅語 は、ただ ち

に保守 的感情 を呼び起 こ し、 ナ シ ョナ リズ ム的心情 を勇気づ けた。 日本 の正統思想

が西欧 の物質 主義、個 人主義 の破壊 的側面 か ら日本文 明を防御す る ものであると考

えられ たのである。教 育勅 語 は、 国民 を国家主義へ と方 向づけ、学校教育 を通 じて

民心を国家主義伝統へ と内面化 した。

日清戦争に おけ る勝利 は、江戸時代以来の中国崇拝 と近 親感か ら、中国蔑視へ と

転換せ しめた。そ して、ひ いては アジアの盟主に至 る自負心を生み 出 した。それ ま

で、ア ジアの小国 と して 自認 していた 日本 が アジアを脱 し(脱 亜)、 世界の大国へ と

ふみだ してい く大国主義を生 み出 した。

この偏狭 な ナシ ョナ リズ ムが、20世 紀 に入 り深刻な矛盾 をひ きお こし、ついには

帝 国主 義で帝国主義を打破 しよ うと試 み るよ うにな る。

以上 、駆 け足 で 日本の歴史 を幕府 か ら追 いかけたが、先 に述べ た外来思想 の流入

と自我 の覚醒 とい う構 図は今 なお繰 り返 してい るようだ。分裂症的 な精神構造 のな

かで、 日本 はある ときは海外 との協調 を唱えて 「開国」 し世界へ と扉 を開 いた。大

正デ モクラシーの時代 は、世界的 な平和 のた めに国際協調論が唱 え られた。新渡戸

稲造は、国際連盟や ユネス コとい った国際舞 台で活躍 した。彼は、太平洋の架け橋

にな りたい と考 えた コスモポ リタ ンであ った。

しか し、 こ うした 「開 国」 論 も覚醒 した 自我が また押 しつぶ して しま うのであ る。

偏狭 なナシ ョナ リズムの 「鎖 国」 論であ る。 現在の外国人労働者 に関す る論議 をみ
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ていて も、 この鎖 国論 がか な りの力を持 ってい る。開国か鎖 国か。 この議論 自体 が、

日本が この200年 以上繰 り返 して きた もの と言え る。

以上指摘 した点は 、加藤周一 も述 べてい る。 つ ま り、 日本 は,外 部か ら受入れ よ

うと して国が開かれ た時期 と、外 部に対 して 自己を主 張 しよ うとして国が排他的で

あ った時期 が、交 替 して現れ る、 とい うことであ る。

日本の歴 史のなか で交替的 に現れ る2つ の思想 は、つ きつ める と日本 の 自我 を ど

こまで推iし進 めるかに なろ う。つ ま り日本 のアイデ ンテ ィテ ィであ る。 開国す るこ

とで 日本 のアイデ ンテ ィテ ィが どれだけ そ こなわれ るか とい うことであ る。 日本 は

外来 思想が入 ると、そ のたびに アイデ ンテ ィテ ィを再確認す るため にナ シ ョナ リズ

ムを生み出 して きた。それが国学 であ り、教育勅語 であ った。 また 、大東 亜共栄 圏

もそのひ とつ であ った。再確認す る ことで、 日本古来 の思想や文化 が守 られ、 日本

は 日本国 として存 続す ると考 えられ た。 はた して こうした 自国中心 の思想が どこま

で許 されるのか。1990年 代の世界 は勝手 なナシ ョナ リズ ムを許す状況 にはない。 開

国の際 には必ず現 れ る根強い鎖国思想 は 日本 の国際化 を考 え る上 で特徴 とな ってい

る。 とい うこ とは 、 日本が今後はた して ど うナ シ ョナ リズム との緊張 のなかで開国

を推 し進 める ことがで きるのか。そ のためには、人々がそ こな うと予 想す るアイデ

ンテ ィテ ィを どう保 つのか、そ もそ もそ う考 える こと自体被害妄想 なのか。国民の

コンセ ンサスが得 られ る国際化の議論 が と りわけ必要 な段階 に至 った とい える。

(3)地 球村民 と して生 きる思想 とは 一人 と人 との草 の根 レベル でのつ なが り

日本語 の国際化 には世界に通用 しようとい う主体的 な意味 が含 まれ 、そ して これ

まで の 日本 の歴史 のなかでみ ると国際化 はナシ ョナ リズ ムとの緊張 のなかで ときに

は窒息 させ られて きた、 といえ る。 日本文化 のアイデ ンテ ィテ ィをそ こな うとい う

ことで国際化 の動 きが危険視 されて きたのである。

さて、そ こで私 たちは、 まず 自国中心 のナシ ョナ リズ ムが許 さぬ 状況 に至 った こ

とを まず確認 して お こ う。 日本のめ ざま しい経済成長 はその経済力 だけで世界のな

か で影響力 を有す る国 とな った。世界経済 を支 える大 国 として 日本 は責任 ある政策

を講 じる ようにな った。政治にお いて も、世界平和 のために貢献す べ き責任を負 う

ている。世界 の政治 ・経 済が同時化 し、 日本 は一 国だけ で は生 きて いけ ぬ よ うに

なった。他 の国 と共 生 してい くことが求 め られ ている。応分 の分担 を担 ってい るの
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である。 またあらてめ てい うまで もな く、食糧、エネル ギーを海外 に依 存 し、ほ と

ん ど自給で きない 日本に とっては、国の存続のためには、 国際協調 は不 可欠であ る。

国の生存に とって も世界の なかの 日本 、つ ま り地 球の一 員 としての 日本 といえ る。

そ うした意味で今後 日本を考 え る場合 、主体 的な 「国際化」が強 く求め られ ている

のであ る。 日本語 としての国際化 であ る。

しか しそのためには、偏狭 な ナシ ョナ リズ ムの克服 が必 要であ ることは先に見た

とお りであ る。偏狭 なナ シ ョナ リズムを克服す るためには、国 レベルだけ でな く企

業 、市民 レベルでの国際化 の思想が必要 である。特に、市民 レベル、草 の根 レベル

での思想 が必要 であろ う。

まず必要 なのは、地球村民 とい う考えであ る。 日本で生 きることは地球 の一 員 と

して生 きることで もあ る。地球 の問題 は 自分の問題で もあ る。 地球上 の問題 、例 え

ば アフ リカの野生象の保存 は 自分 の使 っている象牙のはん こが 日本 で需要 が多 いた

めの措 置である、熱帯 雨林 の保存のため再生紙を利用す る …… 。 い くらで もある。

私 たちは、 これ まで他 の国で起 きて いることに余 りにも無関心 であった し、無関心

でいられた。 ここで重要 な ことは、国際化が 自国の文化 の喪失につな が るとい うこ

とでは な く、 自国の文化や生活 を もっと豊 かにす るとい うことで ある。 日本は海外

か ら文化を輸入す ることで豊 かな文化 を造 り出す ことが可能にな る。 また、 もっと

快適な環境や生活を送 ろ うとす るた めには、 もっと世界 と連係す ることで可能 にな

る。

グローバル ・エ コノ ミー とよばれ る時代 は苦痛の時代 で もある。 とい うの は、 自

国の生存 がます ます他 国に依存 し、 しか も他国の生存が こちらに依存 す る(相 互依

存)か らである。国境 なき時代 は、他国の痛みが 自国 の痛み とな る。 しか も、宗教、

民族、言言吾が違 うのが当た り前 なのが世 界であ るにもかかわ らず、 同質 の文化を存

続 させ、異質な もの と共存 した経験 がない 日本 人にとっては、 まった く未 知の こと

である。 したが って、国際 化が苦渋 に満 ちた ものにな ることは容 易に察せ られ る。

まだ 日本人 に根強 い、 日本 人 と外 人 との区別 の強調、 日本民族 中心 主義 な どを どの

ように克服 してい くのか。 しか し、 もはや引 き返せぬ国際化 の途上 にあ る 日本 は、

今後 と も苦 しくとも地球 の一 員 として生 きて いかなければな らぬの であ る。そ して

一人一人が地球 とい う村民 として
、いろい ろな国の人 と付 き合 って いか ねばな らぬ
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ので ある。 これ までは、輸 入品な どのモ ノだけで付 き合 っていたが、今後 は生身 の

ヒ トが身近に住み 、彼 らと付 き合 うことにな る。 ときには、辛抱で きぬ こともあ る、

また彼 らの独善的 な行 動に腹 を立 てる こともあろ う。で も、それで もなん とか一緒

に生 きて い く道 を探 ることが必要 なのであ る。外 人 との区別に神経 を とが らせて声

高 に違 いを叫ぶだ けではなん らの解 決に もな らない。気楽に、 もっとか まえず、他

の国の人 と付 き合 うことが、市民 レベルでの国際化の一歩で あろ う。それが私たち

の考 えるパー ソナル ・リンケージであ る。

2.今 必 要 な 地 球 化 と は 何 か

(1)市 民 レベルでの普段 着の付 き合い

こ こで地球村民 と して生 きねばな らぬ 日本人の国際化につ いて簡単に触れてお こ

う。 まず 日本人 が国際化す る上で障害 とな ってい ることを指摘 してお こ う。それは、

日本社会 が持 ってい る根本的な 「異邦人を好 まない社会」 とい う特質で ある。未だ

に嬢夷 の思想が生 き残 ってい るとい って も過言ではない。異質な ものを排除す る体

質 は、異邦 人だけでな く日本人で あって も表れ る。そ こで、 日本人 のもつ異質排除

につ いて以下 の2つ のル ポを通 じて検討 してみた い。

② 宮智宗七 著 「帰国子女」(中 公新書)

今や 、海 外で過 ごす多 くの 日本人のなかには大人だけ でな く子供たち も多 く含 ま

れ ている。 それ につれて、いわゆ る帰国子女 の数 も増 えて きている。帰国子女 の数

は、1976年 度 の5000人 か ら、1986年 度 には1万 人を越 えてい るとい う(総 務庁)。 著

者 もロン ドンとニ ュー ヨークの赴任を経 験 し、家族 も一緒 に海外 で生活 した。二人

の子供 もいわゆる現地の学校 と 日本の学校を経験す るこ とになる。帰国子女 の問題

で今盛 んに言われ てい ることは、帰国子女に対す るい じめ の問題 である。英語 が教

師 よ りうま くしゃべれ るので、教師か ら無視 された り、 また子供た ちか らも外 国人

として扱われ た り、その事例を上げ るにはい とまがない くらいで ある。 こうした帰

国子女 の 「逆 カルチ ャーシ ョック」について、著者は次 の ように言 う。

「要す るに、帰国子女 とその家族が体験す る 『逆 カル チ ャーシ ョック』 の多 くは、

明らか に、 日本社 会の同質性 、そ こか ら生 まれやす い排他性や閉鎖性 の所産 であ る

としか表現 の しよ うがない」

一38一



「現在 の 『教育の あ り方』 を一部 とす る ところの 日本社会の異質 な ものへの非寛

容性 がその基本 的骨格を な している、 と思 っている」

子供 たちは、異 文化を経験 しそれを身につけて帰国 したため、教室か らは異邦人

として排斥 され 、隠れ キ リシタンの ようにす ご してい るとい う。彼 らの もつ類 い希

な国際体験 をいかす教育は行われ ていない ようだ。

筆者 は言 う。

「日本経済 の 『国際化』 と逆相関の関係にたちなが ら、社会 の 『非国際性』=同

質性 を維持 したい とい うr異 物排除』やr保 守化』 の志 向が強 ま ってい る とい うこ

とである」

ここに私 たちは、 日本 が昔か ら持 っていた、国際化 が起 こるにつれ必ず生 じた偏

狭 なナシ ョナ リズ ムの ことを想起す ることがで きる。近年 の急速 な国際化 は、他方

では、「国際化」 はほ どほ どに とい う情緒 的排外主i義を生 み出 しつつ あ るのか も し

れ ない。 日米構造協議 にみ られ る どち らか といえば情緒的論議、 また外国人労働者

に対す る鎖国論な ど、あ る種 の覚醒 した 自我 を生 み出 した ようで ある。帰国子女に

おいても異質な ものを嫌 う体質を ど う克服す るか が課題 といえる。

(3)「 在 日外国人」(晶 文社)

これは、 日本に滞在す る100人 以上 の外 国人のインタ ビュー集 で あ る。 彼 らは誰

ともな く 「私は外人 とい うおばけではない」 とい う。 しか し日本人は、い まだに異

邦人であ る外国人 との付 き合いになれ ていない。 ところが、事態は先に進 み、血縁

関係 まで進 んだ例 も多いわけ であ る。 いや お うな しに 日本人は、一 人一 人の感情や

感性 まで含んだ交流にな りつつ ある。 当然そ こには、 コ ミュケー シ ョンギ ャ ップや

パ ーセプ シ ョンギ ャップもある。人対人 の交流のなかで、いや お うな しに外 国人 と

付 き合わざ るをえない状況に な りつつ ある。で も 日本人 はいまだに うま くなれない。

ある外 国人 は 日本 人の偏狭 さを こう述べてい る。

「日本 はや っぱ り変 わ って いな いな って。 日本の中に は悪 い ものはない、悪い も

のは外か ら来 るって考 えて 。 …… 中略 …… 日本 にはなんか特別 、ナシ ョナ

ル ・アイデ ンテ ィテ ィがあ ります。…… 日本 とい う国は特別 なんだ と。 それ はね、

私達 には理解 しに くいんです よ。」

これは、 エイズ騒動 があ ったあ と、外国人が レス トランや電車 のなか で妙 な 目で
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み られ た りした こ とを受 けて述 べた ものであ る。 「特別 だ」 とい う思 い込 み こそ 問

題 の よ うである。一種 のナル シズ ムともい うべ きこの症 状が また国際化を阻害 して

いる要 因の ようで ある。

(4)外 国人は おばけ ではない

帰 国子女、在 日外国人 いずれ も 日本に居住 しなが ら異邦 人 と して扱われている。

彼 らは、私たち 「在 日日本人」に こ う言 っているのであ る。「私たちはおぼけではな

く人 間です、 日本に住む人 間です」 と。彼 らの メ ッセー ジを読み とる必要があるの

ではなか ろ うか。

3.パ ー ソ ナ ル リン ケ ー ジ の 定 義

(1)パ ー ソナル リンケージ とは

21世 紀に 向か う私 たちは、一 人一 人が国境 の壁 を越 えてネ ッ トワークを取 り結 ぶ

時代 をむか えてい る。本報告書 第2部 「事例編」 でみた よ うに、組織か ら個人 への

ネ ッ トワークへ と中心 が移 り、 しか も同 じ問題意識 、同 じ目的を持 った人 々が共 に

国境 を越えて コミュニケー トしていた。例 えば、「ハ ンガープ ロジ ェク ト」は世 界か

ら飢餓をな くす運 動を世界23カ 国の市 民が 自主的 に行 っていた。 日本で も1986年 か

ら積極的な活動 がみ られ る ようにな った。また、「フ ォス ター ピア レソ ト」制度 も世

界中の人 々が参加 して いる。 いずれ も草 の根 レベル での動 きであ る。

ここで、私たちの考 えるパ ー ソナル ・リンケージは こ うした人 々の動 きを背景 に

して、生まれて きた もの である。 ここでパ ー ソナル ・リンケ ージは、次の ように定

義で きよ う。

「草 の根 レベル での市民生活 の情報活動に おいて、市民 が、世 界の人 々と自由に

自分の アイデアを検証 し、仲間を集め、信頼で きる情報 を入手 で きるネ ッ トワー ク

の ことを、パ ー ソナル ・リンケージと呼ぶ」

今後 の社会 にお いて、市民生活を取 り巻 く環 境は複雑多岐 にわ た る。例 えば、家

庭 の問題を考 える と、家庭 の きずな、教育、余暇 のつか いか たな どである。 これ ら

の問題 の解決には 同 じ悩 みを もつあ るいは経験 を持つ人 との コ ミュケー トがもっ と

も効果的で ある。 同 じ問題意識 、同 じ目的を持 った市民が共 に行動 を起 こせば達成

できることは無尽蔵 であ る。世 界の人 とも連 帯 して行動で きれば 、一国 の企業、政
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府のみな らず多 くの国の企業、政府を も草の根 レベルか ら動か しうる。 これ らの行

動を しかけ るネ ッ トワークがパ ー ソナル ・リンケージで ある。 ここで私た ちが考 え

るパー ソナル ・リンケー ジの特 徴をあげ ると次の よ うにな る。

・問題解 決志 向のた めの コ ミュニケー シ ョン ・ネ'ッ トワークで あること

・コス トミニマ ムで あ り
、行政 の コス トは ほ とん どかか らないこと

・組 織 ではな く
、個 人が主体 であること

・情 報通信 ネ
ットワークが利用可能であ ること

世界 の人 と、 問題意 識を共 有 し、 目的をわかちあ い、行動を共にす るため には、

おそ ら く参 加す る人 々は世界 的な普遍 的な価値 を追求す るため行動す る ようになる

ことが予想 され る。 こ うした一連 の行動 をさ さえ るものは、人間の博 愛、人道、連

帯、 自発性 であろ う。

パ ー ソナル ・リンケ ージが普及 してい くこ とに よ
って 、市民の欲求 が さま ざまに

展開 され、一方 で新 たな社会 規範 のル ールが形成 され、世界 レベル での市民社会 が

到来す るもの と思われ る。 国際的な問題 の解 決に寄与 し うるパーソナル ・リンケー

ジは、 も うひ とつの国際連合 に もな りうる もの と期待 で きるのである。

(2)パ ー ソナル ・リンケージ構築 を阻害 して いる もの

しか しなが ら、パー ソナル ・リンケージの構築 を阻害 しているもの も多い。試み

にあげ てみ ると次の よ うにな る。

・法 的な壁 …… 通 関、パス ポー トな ど

・政治 的な壁 …… 国境、 政治 体制 な ど

・経済 的な壁 …… 所得格差 、発展途上 国 と先進 国間の利 害の対立な ど

・文化的 な壁 …… 言語、宗教 な ど

、 これだけで はない。 と りわけ重要なのは、人 々の意識 の壁 であろ う。 ぬ ぐいがた

い人種 偏見や民族的 ナル シズ ムな ど。 また、小 さ くな る地球 と人の意識 とのズ レも

ある。 た しかに これ らの ことを考 え ると、人 々の意識 面か ら考えて もパ ー ソナル ・

リンケー ジの構 築がむずか しい ことが予想 され る。 しか し、私たちはだか らこそ次

のことを提案 したいのであ る。つ ま り、 パー ソナル ・リンケ ージとは、人 と人 との

普段 着の付 き合 いがまず 最初で あ り、気楽に海外 の人 と付 き合 うことであ る、 と。

外国人は、 ガイジ ンとい うおばけで も、悪人で もなんで もな い。私たち と同 じ人で

一41一



あ り、喜怒哀楽を持 った人 であ る。だか ら、 ことさら構 えた り、肩 に力を入れて交

流 しような どと考 えず に、気楽に付 き合 うことが必要 なのであ る。 自然体の コ ミュ

ニ ケー シ ョンとで もいえ る。そ うした例 を、第2部 事例 編の秋 田県雄和町の米国大

学進 出の際にみ ることがで きた。

地球村民 として生 きてい くた めに、 こころをオ ープンにす るこ とか ら始めて、付

き合 ってい く。私たちは、 自分 でで きる身近 な国 際 化 をそ うや って行 な う時代 に

至 った といえよ う。

〈参考文献〉

・澤 田昭夫 ・門脇厚 司編 「日本人 の国際化」(日 本経 済新 聞1990年)

・M・B・ ジャンセ ン 加藤幹雄訳 「日本 一二百年 の変 貌」(岩 波1982年)

・古 田光 ・子安宣 邦編 「日本思想史読 本」(東 洋経 済1979年)

・宮智宗七 「帰国子女」(中 公新書1990年)

・江崎泰子 ・森 口秀志編 「在 日外 国人」(晶 文社1988年)

一42一



補章 パー ソナル リンケージを支える技術の発展予測

パー ソナル リンケージを近未来におけ る理想的な コ ミュニケーシ ョンの手法 と仮定

す るならば、 そ こにいた るまでには、現在におけ る電子 メデ ィアテ クノロジーの現状

と、そ の発展形態 を予測 してお くことが ともか く重要で あろ う。

以下 はCOARAで の電子会議 「未来のネ ッ トワーク」 における論議を核に して、

パ ー ソナル リンケー ジの構 築にいた る過程 を府鰍 しよ うと した ものである。

(#1)

未来のパーソナルリンケージ社会

(#7)

十社会的 インフラと しての認識

+世 界的 な共通性、互換性

+運 営主体

+著 作権問題

=法 律 ・制度 的諸問題の解決

ネ ッ トワ ーク利 用 の

ハ イ パ ーテ キ ス ト技 術

(グ ル ープ ウ ェア)

メデ ィアサ ー ビス の融 合

(メ デ ィア フ ュー ジ ョン)

+放 送

+郵 便

マ ルチ メデ ィア通 信

マルチ メデ ィアネ ッ トワーク
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●第一段階 今 ま・でのシーケ ンシャル(直 線的情報形態)な 情 報(#9)

電 子掲示板な ど、時系列に情報 がな らび、順 に閲

覧 して行 くシーケンシャルな メデ ィア形態。テ レ

ビや ビデオ、 オーデ ィオ カセ ッ トな ど。

●第二段 階のAス テー ジ ハイパ ーテキス トの情報(#7)

TEXT

TEXT

TEXT

左 図の よ うに一つのTEXT(情

報)か ら他のTEXTに 多重に枝わ

かれ(リ ンク)し ていて、非線

形な構造を もつ もの。

メ リッ トは、見 る方が 自由に

見たい情 報を押 し広げ ていけ る

とい うことであ る。

例えば、『馬』 とい う単語が

出た時点で、そ のこ とを よ り知

りたければ、馬に関す る情報 を

参照す るす ることが できる とい

った もの。

パ ソ コ ンで利 用 で きる ハ イ パ ー テ キス トツ ール の代 表 と して ア ップル 社 の マ ッキ ン

トッシ ュに標 準 で ハ ン ドル され て い るハ イ パ ー カ ー ドが あ る 。 これ は1987年 の 夏 に

「情 報 を組 織 化 す るた め の ツ ール(informationorganizer)」 と 銘 打 っ て登 場 した も の

で あ る。

ハ イパ ー カ ー ドは ハ イパ ー テ キ ス トの ノ ー ドの 概 念 を 、 画面 上 に1枚 だ け 表 示 で き

る カー ドに、 リ ンク の概 念 を カ ー ドに取 り付 け る ボ タ ンに と、 そ れ ぞ れ うま く割 り振

り、非 常 に扱 い や す い シ ス テ ム に な って い る。 ハ イ パ ー カ ー ドの ドキ ュメ ン トは カ ー
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ドが集 ま った もので、 スタ ックあ るいはス タ ックウェア とよばれ ていて、 これは情報

を保持す る単 な るデータフ ァイルではな く、一種 のアプ リケー シ ョンとして動作す る。

カー ドに は、 テキス トとグラフ ィ ック、お よびボ タンを表示す る ことがで きる。

テキス トを表示 ・編集す るための領域 は フィール ドとい い、 ボ タンとともに カー ド

に取 り付け る部 品と して取.り扱われ る。 グラフィックは他の グ ラフ ィックツールで作

成 したデ ータを取 り込む こと もで きる し、 ペイ ン ト ・ツール と よばれ るグ ラフィック

編集機 能を利 用す ることで、 カー ドに直接描 くこ ともで き る。 また 、後 述 す るハ イ

パ ー トー クの コマン ドを使 って音楽 を演奏 した り、別のハ ざ ドと ソフ トを利用 してサ

ンプ リングした音を、'スタ ックに取 り組ん でなちす ことも可能で、一部 マル チメデ ィ

ア制御 の要素 まで も含んだ ものであ る。

個 々の カー ドを リンクに よって関連付け るオーサ リングの作業 は、・カー ド上に表示

された テキス トや グラフ ィックの一部にボ タンを取 り付け 、そのボ タンの リンク先の

カー ドや別の ス タックを指定す ることで行 う、その ように して作成 したス タ ックのヴ

ラ ウジングは カー ドを任意 にマ ウスで ク リックして行 う。

ハイパ ーカー ドは独 自のハイパー トー クとい うオブジ ェク ト指 向の フ.Pグ ラ ミング

言語(ス ク リプ ト言語)を 搭載 し、アプ リケーシ ョンソフ ト(ス タックウェア)を 開

発 ・実 行す るソフ トウエ ア ・プ ラッ トフ ォー ムと して柔 軟 に活 用 で きる。 ハ イパ ー

トークは、英 語の術 文に近 い形 で記述で きるので、 これ まで初心者 向け とされ ていた

BASICな どのプ ログラ ミング言語 と比べ ても、 より親 しみやす くなっている。

ハイパ ー トーク の ス ク リプ トは ボ タ ンや カ ー ドテ キス トの表示 ・編 集 のた めの

フ・一ル ドな ど・齢 のガ ジ ・川r収 肪 てい る・ この ことで・利賭 は女含めか

ら 自分 で プPグ ラム を組 ま な くて も、 す で に あ るス タ ック ウ ェ アか ら 目的 に か な うオ

ブ ジ ェク ドを 取 り・だ して、 自分 の ス タ ック ウ ェアに利 用 す る こ とが 可 能 に な って い る。

ハイ パ ー カ ー ドで は ス タ ッ ク ウ ェ アの 動作 は 全 て
、 ハ イ パ ー トー クの ス ク リプ トで

表現 され る。、た とえば、ボ タ ンた よる リンクは1ス ク リプ トを記述 す ることな く簡単

に指定す るζとがで きる。 しか し、実際 には リンク先 のカー ドや他 のス タ ックウェア

に移動す るためのス ク リプ トが、 自動的 にボタ ンに収め られ るのであ る。

ハイパー トークに用意 されて いない機能 を実行す る場合や、複雑 な処理 を行 う場合

には、外部 コマ ン ド(XCMD)や 外部関数(XFCN)を 利用 で きる。
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XCMD/XFCNは 、CやPascalな どの プ ログラ ミング言語で作成 され たフ.ログ

ラムモジ ュールで、 ハイパ ーカー ド本体や個 々のス タ ック ウェアに組み込 むこ とで、

ハイパー トー クの コマ ン ドや関数 と して実行 できる もので ある。CD-ROMや ビデ

オデ ィス クを制御す るためのXCMD/XFCNも 用意 され ている。

●錆土段 階のBス テ ージ マル チメデ ィア機器(#8)

最近注 目され るマル チメデ ィアの世CDビ デオ

界で ある。

文字、音声、動画等 が結 び付 いた も パソコンの

ような複合 オーディオので
、CDや 、 ビデオ、オーデ ィオ、 情報処理機

マイ ク、写真等 が合体 された もの
マイク

(便宜上 、 この段階 では、通 信 メデ ィ 写真
絵

アは合体 され てない状 態)

●第三段階 ハイパ ーメデ ィアの世界(#4)

《ハ イ パ ーテ キ ス ト》 と 《マル チ メ デ ィア》 が 合 体 。

ハ イパ ー

メデ ィア 機 器

Hyper

Info.

Hyper

Info.

Hyper

Info.

昨年 の報 告書において もハイパ ーメデ ィアにつ いては簡 単に触れてい るが、 この1

年の間に具体的な成 果 と「して、 さまざまな ものが開発 され てい る。た とえば、ア ップ
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ル コンピュー タとル ーカス ・フ ィル ム、ス ミソニア ン博物 館 な どが 共 同 で製 作 した

「ライ フス トー リー」 とい う作 品は、ハイパー メデ ィアが教育 の分野 で どの ような役

にたつかを証 明するために作 られた もので ある。 その製作 にあたっての考 え方 は、 い

ろいろな種類 の情報 をそれぞ れの最 高の もので提供す ることである。 人間 は ドラマに

興奮す る、だか ら、映 画や テ レビや 演劇を見 るし、さらに、そ こで も文章、 画像や 図

表 に よる情報を必要 としてい るので ある。

「ライ フス トー リー」 の原 型にな る ドラマはBBC放 送 で提供 して いる もので、D

ANの 発見に まつわ る話 であ る。BBCは その発見が非常に ドラマチ ックの ものであ

ることか らこの ドラマを作 ったが、 この ス トリーそ の もの がDNAの 分 子構 造 を な

ぞ ってい るとい う非常 に こった構成 にな った もので、2つ のか らみ あ った 流れ で 、

ジ ェームズ ・ワ トソンとフランシス ・ク リックの2人 の ス トー リーが語 られ てい る。

これは教科書を読 む よ り、ず っと面 白 く、普通 の映 画 よ りず っ と科 学 的 な もの で

あって、1つ の シーンに対 しいろい ろな次元 の情報が入れ られ てい る。画面 には文章

に よるサ マ リーがついていて、 この サマ リーの文章は出演者 自身が書 いた ものであ る。

望 めばハ イパ ーカー ドを使 って二人 の伝記 を読む こともで きる し、 あ らか じめ抽出 さ

れ た質問 の リス トや、それに対 して の答 えも準備 され て い る、 またそ れ ぞ れ違 った

シー ンが どの よ うに関連付け られて いるか も見 ることがで きる。

メインメニ ューでは、専門家た ちに対す るインタビュー、関係 した情報 、詳細 な情

報 に対 してアクセスで きるし、 ビジ ュアル なインデ ックスもつ いてい て選 べ るよ うに

な って いる、 コンピューターグラフ ィックスを見 ることもできて、DNAの 構造が示

され る し、あるいは電 子顕微鏡に おけ るDNAな ども見 る ことがで きる。 この よ うに

ドラマか ら歴史、歴 史か ら映像 と生徒た ちが非常に楽 しく学習 できる よ うな仕組 みを

つ く りあげてい る。

●第四段階のAス テ ージ …… … ハ イパ ーテキス ト・ネ ッ トワーク(#5)

ハイパ ーテキス トのネ ッ トワークはまだ未知 の分野 で あ る とい え よ う。 た とえば

テ ッ ド ・ネル ソンの提 唱 してい る地球規模 のオンライ ン図書館構想、 プ ロジェク トX

ANADUは 全世界 のあ りとあらゆ る著作物をオ ンライン ・ネ ッ トワー ク化 し、何百

人 もの人 々が参 加す る未来のパ ブ リッシング環境を 目指す とい う、 きわ めて壮大な計

画で ある。 この フ。ロジェク トは、1960年 代に テ ッ ド・ネル ソンに よって始 め られ、現
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在 も米国AUTODESK社 の支援 を受け て研究が続け られて いるもの、最 も長期の プ ロ

ジェク トである。

フ。ロジ ェク トXANADUで は、書籍や雑誌、 レコー ドな どのいわ ゆる出版物か ら、

最近のパ ソコン通信 ネ ッ トで交 わ され てい る個人 的な意見やPDSな どのプ ログラ ム

まで、著作物全体 をハイパ ーテキス トで管理 、運用 する広 域ネ ッ トワー ク ・システ ム

を想定 してい る。

XANADUの ネ ッ トワーク上で管理 され る著作物 は、すべての引用 関係が リンクと

して記録 され、オ リジナルの情報を即時 に取 り出す ことがで き、ユーザー ドキ ュメン

ト中の引用部分は コピーではな く、オ リジナルの ものが リンクに よって参 照 されてい

る状態で収め られ る。 このことを プ ロジェク トXANADUで は、デ ータの共有性 と呼

び、中心的な機 能の一つ に上げてい る。

またその リンクは、 システムが 自動的に管理す るので、著作権 も自動的に保護 され

る。著作 物の一部を引用 した こ との現著作物に対す る見返 り・(著作権料等)も 、 シス

テムに よって保証 され る。 この ことで、利用者は著作権 問題 を気 にす るこ とな く、既

存 の出版物を一部引用 して使用す るこ とが できる ようにな るとい う。

フ.ロジ ェク トXANADUは 、その社会的、文化的、規模 の大 きさか ら、ハイパーテ

キス トシステムの一つ の究極 の姿を指 向 している といえ よ う。 現在 では、XANADU

のプ ロ トタイプがUNIXシ ステ ム上で稼働 してお り、近 い うちにXANADUの コン

セ プ トに基づ いた製 品が、出荷 され るとい う情報 もあ る。

こ うい った壮 大な プ ロジ ェク トを一方 の極 とし、デ ータベ ースにおけ る自然言語 処

理な どの高機能 ん ど検 索技術、電子 会議 な どのいわゆ るグル ープウエ アテクノPジ ー

の技術開発がいます すめ られてい る分野であ りおおいに注 目すべ き分野で ある。

●第四段 階のBス テ ージ …… … マルチ メデ ィア ・ネ ッ トワー ク(#6)

動画 も文字 も音声 が通信で送 ることがで きるとい う、 これか ら普及す るISDNの

分野であ る。 この部分は、 いま行われてい るテ レビ電話 テ レビ会議 システム等 の延長

線か らの アブ.ローチ もある し、CATV等 の回線利用 も考 え られ る。 ただ し圧縮技術

が相 当に進 まない と、現在 の第1世 代ISDNで は カラー動 画に よる通信 は困難 であ

り、 これか ら世界標準 が決定 され るB-ISDN(広 帯域ISDN)を 待 たなけれ ば

な らない とい う予想 もあ る。
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●第五段階 のAス テージへ

前 段 階(第 四段 階 のBス テ ー ジ)の マ ル チ メ デ ィ ア ・ネ ッ トワ ー ク は 、

フ ュー ジ ョン と して 示 され る も の で あ る。MITメ デ ィア ラボ のネ グPポ ンチ所 長 の

「お しゃぶ り」 と して よ く示 され る トレー ドマ ー クは下 図 の三 つ の 分 野 が 融 合 す る と

い う,ことを 示 して い る。

メ デ ィ ア フ ュ ー ジ ョ ン ・ネ ッ ト ワ ー ク(#3)

メ ア ィ ア

1978年

放送

映画産業

映画

印刷

出版産業===〉

2000年

送

画

メ デ ィ ア

フ ュ ー ジ ョ ン

刷

版

印

出

コ ン ピ ュ ー タ
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【デ ィアフユージ ョンに関す る報告書】 よ り

・産業分野か らみた メデ ィアの融合

闇
闇

臼

回

国-一 一〉

囲

(メ デ ィアサ ー ビス の 融合 化)

版出

画映送放

信髄電

綱
一

便郵

つ ま り、単な るメデ ィアだけ(音 、動 画、文字等)の 合体 ・融合か ら、サー ビス事

業体 その もの(パ ソコン通信、CATV、 放送 、郵便事業、、、等)が 合体 ・融 合を引

き起 こす レベルであ り、 ここでは社会的な変革が とて も大 き く起 こらざるを得ない と

思われ る。

西独、 フランスな どでは、一般家庭に 同軸 ケーブルあるいは光ケーブル を引 き込 ん

で通常の通信の他にCATVの ように ビデオ映像 も配給 で きる広帯域ISDNを 全 国

に普及 させ る計画を持 っている。 これ が実現す ると、通信 と放送サ ービスの統 合化が

進む もの と考 えられ る。将来計 画では、国内の事実上すべて の家庭に ケー ブル又は、

光 ケーブルを配線 し、国内のす べての放送波 、CATV番 組 を供給す るもの とな って

い る。そ の結果、一 部の地方 で しか受信 で きなか った地方 テ レビ局 の番組 も全国で見

ることができる ようにな り、その同 じケーブル の一部 を使 って電話か ら電算機相互間

のデー タ通信 に至 る まで、 あらゆ る種類のデ ジタル通信 も可能 となる。 これ は事実上

国全体 が一つ のCATV網 で結ばれ ることにな り、同時に コン ピュー タとの連携 に よ

り視聴率が瞬 時に出た り、映画や スポーツイベ ン トを有 料 配信 して課金 す るペ イ ・

パ ー ビュー方 式が可能 となる。

この ように、広帯域ISDNが 実現す る と 「放送」 と 「通信」 の境界はほ とん ど消
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滅 して しま うのではな いか と思 われ る。

【デ ィアフユー ジ ョンに関す る調査 報告書】 よ り

・家庭 か らみた メデ ィアの融合

<現 在 の家庭>

B「oadcast]=;ニ

ォ

Network-E竃

.

㌻ 緊二

<未 来 の家 庭>

Broadcast

－.,,一>-1,t。 。rk

当→CD-ROM化

→CATV等 へ

一 －s)DBサ ー ビ ス へ

ロー呂

さらに、 この メデ ィア機器 を使 うときのイ メージとして、人 間 と情報 の接点、人間

が情報を得 よ うとす る ときの動機 と して以下の三つに単純化 して整理 され る。

一 汁 驚{欝1る:li㌫

●第五段階のB、Cス テ ージは、 ……… ハイパーネ ッ トワークの実現

ハイパ ーテキス トネ ッ トワークにマル チメデ ィア機能 を 付加 した り、 ハイパ ー メ

デ ィアそ のものをネ ッ トワーク対応 させ る とい った方法に よ り、個 人 レベルにおいて

情報創造が メデ ィアに関わ らず 自由自在に行え る ような機器 が出現す る。

この段 階においては一部 の人 間だけがパ ーソナル リンケー ジの レベルにあ る。

現在におけ るハイパ ーメデ ィアの原型 が示 してい るよ うに最 初はプ レゼ ンテーシ ョ

ンや教育 、出版 な どの分野にパ ー ソナル リンケ ージの手法が利用 され る。 カ ラー動画

に よるハイパ ー電子 メール等 も出て くる。
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●第六段 階 ……… パ ー ソナル リンケー ジの普 及 したネ ッ トワー ク社 会(#1)

パー ソナル リンケ ージが普及 し、人 間同士 が コ ミュニケー シ ョンす るさいには、時

間や 空間を超越 して、画像や イメージ、音声 な ども一緒 にや りと りす るよ うにな る。

現在 の 「電話」 の よ うに人 々の必需 品にな った段階 であ る。

[参 考 資 料]

・ア ラ ン ・ケイ の 幕 張 に おけ る講 演 「視 点 はIQ80に 相 当 す る」1989年12月

・ハ ワー ド ・ライ ン ゴール ドの 日出 に お け る講 演

「次 世 代 ネ ッ トワー ク とバ ー チ ャル リア リテ ィ」1990年3月

・デ ィア フ ユ ー ジ ョ ンに 関す る調 査 報 告 書1989年3月

・デaア フ ユー ジ ョンに 関す る調 査 報 告 書219902月

日本 シス テ ム開 発 研 究 所

・ハ イパ ー&サ イ バ ー メデ ィ ア報 告 書1989年6月 ニ ュー メデ ィア開 発 協 会

・ 「月 刊ASCII」1989年10月 号(ハ イ パ ーテ キ ス ト特 集)

・日本 電 信 電 話 ㈱ 「21世 紀 の サ ー ビス ビ ジ ョン」1990年3月

・ハ イ パ ーネ ッ トワー ク 日出 会 議 配 布 資 料1990年3月
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ハ ンガー ・プ ロジ ェク トによる

世界 か ら飢餓 をな くす運動

1世 界 の 飢 餓 の 現 状

私 たちは、「飢餓」とい う言葉を聞いて どの様 なイ メーを描 くであろ うか。おそ ら

く大 多数 の人 たちは、 「飢饅」 の ことを思い描 くであろ う。飢謹 とは、卓越、洪水 、

戦争 に よって社 会的に食糧 の入手が きわめて困難 な状 況 とな り、そ こに住 む人 々

が慢性的栄養不 良状態にな るとい うことであ る。 これは、飢餓 の中で最 も私 たちの

目につ きやす い状態であ り、マ スコ ミ等 も極立 って取 り上げ る。

しか しなが ら、飢餓 に関連 した死亡の内で飢饅 をその原因 とす る ものは、 ご く一

部に しかす ぎないのである。

飢餓は、慢性的 で執拗 で 「普通 の状態」 と人 々に思われて いるこ とをい うので あ

る。飢餓 の一年 間の死亡者数 は、飢饅に よる20年 間の死亡者 数を上回 ってい る。慢

性的飢餓 状態に ある とい うことは、長期間 にわた って必 要量 を 下 回 る カ ロ リー と

蛋 白質 しか摂取 できな いとい うことである。そ して、最後 には、様 々な病 気への抵

抗がな くな り、 また、仕事へ の気力 もな くな り、明瞭 な思考等が で きな くなる。 し

か しなが ら、これ らの状態は慢性的 に常 に この状態にあ るために人 々か らは、関心

が向けられ る ことが極めて少な い。

飢謹 は、突然 の 自然災害や 政変 に よって起 きるのでそ の食糧危機 は大 ニ ュース と

なって世界中 をかけめ ぐる。その対策は、各 国の緊密な協力に よって行われ る。 し

か し、慢性 的飢餓は、ニ ュースに もなるこ とも少 な く、その状態は決 して地球上か

らな くす ことので きない ものである と人々は考 えている様であ る。

現在、世 界中 で約10億 人 以上 の人 々が慢性的飢餓の状態にあ る。毎年、飢餓 と餓

死に よ り1,300万 か ら1,800万 人 の貴 い人命 が うばわれ てい る。 飢 餓 と餓死 に よ っ

て1日 約3万5,000人 の人 々が死 んでゆ くのである。これは、毎分24人 死亡 して い る

ことにな る。そ の うち約18人 は5歳 以下 の子供 たちである。1988年 当時の記録に よ

る と、過去3年 間の死亡者数 は、第一 次、第二次世界大戦 の戦死者 数の合計数 を上

回っている。 さらに、飢餓 と餓死の犠 牲者の3.5日 ごとの数は、広 島に投 下 され た

原爆に よ り瞬時 に して失わ れた人命の数 と同 じだ とい うことで ある。
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世界中の飢餓の状態にあ る人 々の諸国 は、下記 に見 る様に開発途上国に偏在 して

い る。

・イン ド亜大陸

世界中の飢餓人 口の50%

・アフ リカ

世界中の飢餓人 口の25%(深 刻 さは最大)

・中近東、東南 アジア、オ セアニア

世界 中の飢餓人 口の10%

・南米

世界 中の飢餓人 口の10%

飢 えている人 々の約40%は 、子供 たちであ り、残 りの大部 分は女性 で ある。飢 え

てい る人 々の大部分 は農村地 帯で生活を し、その地で働 いてい る。そ して、そ の多

くは、土地 を持たない人夫や小作人 である とい う。た とえ土地を所 有 して いた とし

て も、ほんのわずかで あ り、その土地の生産性 を上げ るために必要 な融資や技術 指

導等 も受 け られ ないのであ る。 また、無秩序 に拡大す る都市の ス ラム、ゲ ッ トー、

貧民街等 に も多数 の飢えた人 々が生活 して いる。

飢えた人 々は、風 俗、文 化の違 いに よって住む環境は多種 多様 で あるが、それ ら

の人 々には、共通点 がある。それ は、「貧 しい」とい うことであ る。飢 えた人 々の多

くは、読 み書 きがで きず、健康 をそ こなわれてい る。また、政治的力 も持 っていな

い。豊かな国 々に住む私た ち よ りも出産 率が高 く、そ して子供 の死亡率 もは るかに

高い もの とな ってい る。つ ま り、先進 国 と比較 しか な り短い平均寿命 しかない とい

うことで ある。

しか しなが ら、 この様な最悪な環境 に もかかわ らず、飢 えた人 々は、 自立心が あ

り生産的で生 きるため の力を持 った人 々であ る。

2ハ ン ガ ー ・プ ロ ジ ェ ク トの 設 立

ハ ンガー ・プ ロジ ェク トは、世 界23ヶ 国で活動 してい る非 営利 の慈善団体 である。

飢餓 をな くすた めに活動 してい る他の団体や人 々を認 めな が ら、地 球 上 か ら完 全

に飢餓 をな くす ために活動 してい る団体で ある。
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ハンガー ・プロジェク トの 目的 は、1987年 の同プ ロジ ェク トの アニ ュアル リポー

トに よれば次の通 りである。

・執拗な飢餓 と餓 死を終 わ らせ るこ とを、好 ま しく気高い 目標 か ら時 まさに至 った

考えへ と転換 します。

・全世界に飢餓 の終わ りに対 す る譲 るこ とのな い草 の根 の コ ミッ トを 生 み 出 し、

我 々の地 球の執拗 な飢餓 と餓死を終 わ らせ るためにな され なければな らな い仕事

がな され る様 に します。

・飢餓 の終 わ りを世界的 なプ ロジ ェク トへ と転換す る地球規模 の思潮を創 り出 しま

す。 そのプPジ ェク トは、 飢餓の終 わ りを政治経 済問題 の優先事項 にす る ような

国の政策 の決定、国際的な コ ミッ トを呼び起 こしていきます。

ハ ンガー ・プ ロジ ェク トの 目的は上 記の通 りで あ るが、 さらに 同 ア ニ ュアル リ

ポー トに よれば、「コ ミュニ ケーシ ョン、教 育、そ して地についた プ ロジ ェク トの中

での コ ミッ トした活動を含 む プPジ ェク トを通 し、 さらに戦略的イ ニシ アチ ブを通

しハ ンガー ・プ ロジェク トは新 しい精神 、新 しい思潮や環境への道を切 り拓 いてい

ます。それ は全ての国で、そ して社会 の全 て の分野 で、物 事 を起 こす 立 場 に い る

人 々を奮い立たせ、力づけ る行動へ の呼びかけです。」 とい うこ とを究 極 の 目的 と

して いる。

ハ ンガー ・フ。ロジェク トは、国際 ボ ランテ ィア活動 アメ リカ委 員会(イ ンターア

クシ ョン)、 オ ース トラ リア海外援助委員会 、及び ケベ ックNGO連 合等 に 加盟 して

いる。 また、ハ ンガー ・フ.ロジ ェク トは、国連社会経済理事会(ECOSOC)に ロス

ター登録 されてい る。

3.日 本 に 於 け る ハ ン ガ ー ・プ ロ ジ ェ ク ト

日本 の ハ ンガ ー ・プ ロジ ェ ク トは 、 ア メ リカ人 の ス テ ィー ブ ・ア ール 氏 が中 心 と

な って1985年 に 活 動 が 開始 され た 。 そ れ か ら2年 間 は、 現 在 の基 礎 固 め の時 期 で あ

り、地 道 な活 動 を続 け て いた 。 そ の 足 跡 を ハ ンガ ー ・プ ロジ ェク ト ・コ ミュニ ケ ー

シ ョン誌1989年9月 創 刊 号 か ら見 て み よ う。

・1986年

7月 ・初 め て ス タ ッフが で き、 ニ ュ ース レタLの 発 行 等 を 行 った 。
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・1987年

9月 ・ニ ュ ー ヨ ー クの ア フ リカ賞 授 賞 式 に44名 が 参 加 。

・ 「飢 餓 の 終 え ん」 を翻 訳 発 行
。

11月 ・ロ ー ン チ ン グ ・イ ベ ン ト。 日本 で の 参 加 者1541名 。

・ 「ア ・シ フ ト ・イ ン ・ザ ・ウ ィ ン ド」23号 を 翻 訳 発 行 。

12月 ・1年 間 の寄 付 者 の合 計 は488人

・1988年

3月 ・オ フ ィス を 現 ・文 京 区後 楽 に移 転 。

・月 刊rグ ローバ ル ・ニ ュース レター」 の 翻訳 発 行 を 開始 。

5月 ・初 め メ ン ジ ャー ドー ナ ー ・イ ベ ン ト。

7月 ・世 界 同 時 衛 星 中継 に よる 「ア フ リカ賞 」 受 賞 者 発 表 会 。 日本 で の 参 加 老

120名 。

・ 「世 界 の 飢 餓 の現 状 」 発 行 。

9月 ・ニ ュー ヨ ー クの ア フ リカ賞 受 賞 式 に38名 が 参 加 。

10.月 ・FFキ ャ ンペ ー ン開始 。

12月 ・日本 で の エ ンP－ ル数257,162人 達 成 。

・フ ァイ ナ ソ シ ャル ・フ ァ ミ リー が506人 。

・1年 間 の 寄 付 者 数1719人 。

・1989年

4月 ・東 京 に て 、 第3会 タ ン コ記念 講 演 、 ハ ンガ ー ・プ ロジ ェ ク ト世 界 理 事 会 開

催。 この世界理事会で野村信吾

・プ ロジ ェ ク ト代 表
、植 草 三 樹 男

の3氏 が 就 任 。

8月 ・ア フ リカ賞 受 賞 者 発表 会 。

・エ ン ロー ル418
,025人 。

12月 ・エ ン ロー ル505,783人 。

世界 理事 、大内博 一 一 日本 ハ ンガー

日本 ハ ンガ ー ・プ ロ ジ ョク ト理 事長

日本 の ハ ン ガ ー ・プ ロジ ェ ク トは 、 上 記 に 見 て きた 通 りの 足跡 を た ど って 今 日に

到 って い るが 。1989年 の 活 動 に つ いて 詳 し く見 て み よ う。

1989年4月 、 世 界 の ハ ンガ ー ・プ ロジ ェク トの リー ダ ー達 が 、 「タ ン コ記 念 講 演
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と世界理事会 のため に東京に集 ま った。 その模様 を前述 のハ ンガー ・プロジェク ト

・コミュニケーシ ョン誌か ら拾 ってみ よう。

1989年4月6日 タンコ記念講演

タン コ記念講演は、 フ ィリピンの農業大 臣で もあ りハ ンガー ・プ ロジェク ト

世界理 事で もあった、故 アル テ ユロ ・タ ンコ氏 を記念 して設立 され た ものであ

る。今回の講演で、3回 目を数 える こととなった。

今回の講演には、 日本の政財界の代表、 開発問題のスペシ ャ リス ト、大使 館

関係者 、 マス コ ミ関係者、世界各国 のハ ンガー ・フ.ロジェク トの賛 同者等 、約

500名 が参加 した。

まず 、講演に先立 って、福 田魁 夫元首相か らの飢餓の終わ りを熱望 し、 ハ ン

ガー ・プ ロジェク トを支援す る祝辞が述べ られた。

講演 は、「たゆみ ない開発を通 して飢餓の終 わ りを」と題 して、モー リス ・ス

トロング氏が行 った。 ス トロング氏は、環境 ・開発 ・飢餓 の問題を一体 のもの

とした新 しい コンセプ トを提言 した。さらに、日本が最大のODA援 助国 となっ

た現在 、 日本 がその援助 の質を高め ることの責務を担 ってい ると述 べた。

1989年4月7日 世界理事会

ハ ンガ ー ・プ ロジ ェク ト世 界理 事会の公開年 次総会 が世界各 国か ら約400名

の参加老 を もって開催 され た。

世界理事長 ジ ヨーン ・ホー ムズは、1988年 の報告 を した。 ビデオを通 じて飢

餓 と慢性 的飢餓 の区別 を明確 に社 会に定 着 させるた めの世界的キ ャンペ ーンの

拡大が強調 され た。 さ らに、飢えてい る人 々が 自ら飢 えに終 止符を打つ機 会が

提供 され る世界的環境 を創 る ことを よ り深 くコ ミッ トした。

次に 同年8月4日 に開催 され た、アフ リカ賞発表 及び8月24・25日 の両 日開催 さ

れた佐野元春氏 コンサー トにつ いて述 べ ることに しよう。

アフ リカ賞受賞者発表会

1988年 で第3回 にな る賞 であるが、「リーダーシ ップ」 に対す るアフ リカ賞

飢 餓を永遠に終わ らせ るために一 」の受賞者発表会が ジェームズ ・エ ミ

サ駐 日ガーナ大使のホ ス トに よって8月4日 東京新宿の京王 プ ラザ ホテルで開

催 された。
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この発表会 には、 アフ リカをは じめ とす る世界各国の駐 日大使 及び、大使館

関係者の他 、 日本で活躍 中の アフ リカの方 々、民間 ボ ランテ ィア団体の代表、

報道関係者、ハ ンガー ・プロジ ェク トの支援者等、合計250名 が参集 した。

この発表 の席上、セネガルの ダカール とニ ュー ヨー クの国連本部を結んだ衛

星中継に よる受賞者発表 会を伝 え る ヒデオが放映 され た。

アフ リカ賞は、1987年 にハ ンガ リー ・プ ロジ ェク トに よ り創設 され、飢餓の

終 わ りへの アフ リカの リーダー達 の達成 を広 く世界 に知 らしめ、そ の名誉 を賛

え今後の活動を力づけ ることを 目的 としている。

今回 の受賞は卓越 フ.ログラムに よ り餓死 を防 ぐことに成功 した ボ ツ'ワナの ク

ウェッ ト ・マ シ レイ大統領、農民 の 自立 のための草 の根運動 の創始者 、ブルキ

ナフ ァソのバ ーナー ド ・ワー ドレイ ゴー博 士の2名 であ った。受賞式 は、同年

9月14日 、 ニ ュー ヨークで開催 され、 日本か らは40数 名参加 した。

佐野元春氏 の コンサー ト

ミュージシ ャン佐野元春氏 は、 ハ ンガ ー ・フル ロジェク トの趣 旨に賛同 し、

1989年8月24・25日 の両 日横浜 ス タ ジア ムで 開催 され た、 「横浜 ス タ ジア ム

`89夏 」 の中 で飢餓 の終わ りへ の協力を聴衆に訴 えた
。

参加者 は、会 場入 口でハ ンガー ・プ ロジ ェク トを支援 しエ ン ロールを呼びか

け る佐 野氏 自身が制作 したパ ンフ レッ トとエ ンロール メン トカー ドを受け取 っ

た。会場 内には、6ヶ 所 にエ ンロール受付 コーナーがも うけ られ、 ハ ンガー ・

プロジェク トの資料が配布 された。 また、6台 のモニターで飢餓 と慢性的飢餓

の区別 の ビデオが何回 とな く くり返 し流 され た 。 コンサ ー トの両 日だけ で、

3,046名 が カー ドにサイ ンを し、そ の後 もカー トがハ ンガー ・プ ロジ ェ ク ト事

務局に送 られて きてい る。 さらに、 ワー クシ ロ ッフ.参加希望や フ ァイナ ソシャ

ル ・ファ ミリーの申 し込 み等 も続 々 と来 てい る。

彼の フ ァンは、10代 、20代の若者達 とい うことであ るが、そ の若 者 達 が参 加

しは じめた ことは、 日本の ハ ンガー ・プ ロジェク トに とっても極 めて意義深い

もので あろ う。 さらに佐野氏は、 当 日販 売 された写真集の収益 金500万 円 を飢

餓 の終わ りに寄付 した。
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4ハ ン ガ ー ・プ ロ ジ ェ ク トと 情 報 メ デ ィ ア

ハ ンガー ・プ ロジ ェク トが活発 な世界的運動 に な って い る のば、様 々な情 報 メ

デ ィア等 の発達 を無 視 で きな いだ ろ う。 次に そ の代表 的 事例 をハ ンガー ・プ ロ

ジェク トの1987年 アニ ュアル リポー トか ら1987年11月14日 に 開催 され た世 界衛 星

会議 を見てみ よ う。

1987年11月14日 、ハ ンガー ・プロジ ェク トの世界衛星会議が開催 された。一つの

テーマのために開催 された衛 星会議 と しては、歴 史上最大規模の もので あった。

「飢 餓の終 わ り:機 会の時代 行動への開 きと力づけ の時」 と題 された このすば

らしいイベ ン トに執 拗 で慢性 的な飢餓 を終 わ らせ るた め に どの様 な方 法 が今必 要

なのか を見い出すために41,000人 が集 まった。

この衛星会 議には、 ニ ュー ヨー ク、東京、ルサ カ、ス トックホル ム、 ボンベイ、

ジ ュネー ブ、 ロン ドン、北京 、 メキ シコシテ ィ、ナイ ロ ビ、 ミュンヘ ン、 トロン

ト、ヘル シンキ、シ ドニーその他 世界中の主要都市の人 々がそれぞれの都市に集ま

り、昼 夜を通 じて飢餓 の終 わ りの新 しい時代への旅立をす る ことを分か ちあった。

い くつか の都市 の様 子を見 てみ よ う。

ニ ュー ヨー ク …… 正午か らマ ジソンス クエ ア ・ガーデ ンに3 ,500人 が参集

イ ン ド… …… ボンベ イ ・ク リケ ヅ ト・クラブに3,000人 が参集

東 京 ………1,500人 が徹夜 で参 加

イギ リス350人 が土曜 の夜 の ロン ドン大学 での衛星会議に参加

この様 に、様 々な人 々が至 る所 に、それぞれの時間に参集 し、飢餓の終 わ りを可

能性か ら現実 に変 え るため の対話 を した。

この衛星会議 には、世界各 国の政府 関係者、国際開発機関関係者、 マス コミ関係

者等か らの多数の支 援が寄せ られ た。

会議 では、次の人 々が世界 に向けて話 しを した。

・デ クエヤル国連事務 総長

・元ナ イジ ェ リア国家 元首 オルセ グン ・オバサ ンジ ョ将軍

・アフ リカ統一機構 事務局長 ウマ ロ ・ユス フー大使

・エンマ ・ボ二一 ノ欧州議 会議員

・ジ ェームズ ・グ ラン ト ユニセフ理事
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これ らの世界の リー ダーた ちは、声 を揃 えて、衛星会議 の参加者に対 して、機会

の新 しい時代 一 飢 えた人 々が飢餓を終わ らせ るのに必要 な経 済 力を つ け る こ と

がで きる時代 一 を生み出すために コ ミッ トす る よう呼びか けた。

この事例 に見 る様 に、情報 メデ ィアの発達 は、飢餓 とい う問題 の解決 のために 日

頃各地域 で活動 してい る人 々に対 して、それが地 球的問題であ り、同志 は世 界各国

に多数 お り、世界 の リーダーたち とともに行動 している とい うことを再認識 させた。

5ま と め

飢餓 とい う日常 先進 国 の人 々が考 え ることの少ない問題で あるが地 球的に重要な

問題 の解決 に向か って のハ ンガー ・プ ロジ ェク トの活動を見て きて考え させ られ る

ことが多 々あ った。

一 人一 人の力は、 ささや かな もので あろ うが、その力を多数合わせ る と偉大 なパ

ワーとな ってい くこ とが実感 と して理解で きた。

飢餓の解決は、草 の根 レベルか ら起 こって きた もので あるが、様 々な情報 メデ ィ

ア、交通機関等の発達 に よ り一地域か ら全 国へそ して世界各 国へ と拡大 してい った。

そ して さらには、各 国の政府や国際機関 まで も動かす こととなった。

この様 に、個人個 人が前 向きに行動 して行 くことに よってパー ソナル リンケージ

が構築 され、問題 が解 決 して よりよい市 民社 会を築 くことがで きる。
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小 さな町の国際化への大きな挑戦

米大開校前夜の地域の人々

秋 田市か ら南東へ約15㎞ ほ ど行 った ところに雄和町 とい う町がある。 人 口9千 人の

小 さな過疎の町だ。 この町では 、地域 の活性化 のために米国大学 の誘致 を考 えた。そ

して、 いま ミネ ソタ州立大学機構秋 田校 が開校 しようとしてい る。 以下 、大学の開校

直前 の地域の人 々の動 きを追 ってい くことに したい。

1.雄 和 町 の 概 況

(1)過 疎 の状況

雄和 町の人 口は、昭和60年 国勢調査 時で8,718人 、世 帯数1,965戸 で 、 人 口の約

15%が 老齢人 口。 この老齢人 口が増加傾 向を とるのに対 し、14才 まで の年少人 口は、

かな り急 ピヅチで減少傾 向を示 してい る。同年 の調査で も小学校 児 童数 は、664人

とな っている。平成元年 の新 入学 児童は126人 で、町 内4つ の各小 学 校 あ た りの入

学生 は、50人 に満た ない状況 にあ る。

この ように55年 あた りを境 に出生率が低下 し始め、人1の 高齢 化に よる死亡者数

の減少 とあいまって、 自然減 少の傾 向が続いてきた。平成 元年 にな ってや っと回復

の兆 しが見 えてきているものの、社 会減少(転 出)が 約3倍 の勢 いで進 んでお り、

人 口流 出の決定的 な歯止 めが求め られてい る。

就業構造 をみ ると、第一 次産 業従事者が、34.2%、 第二次従 事者が28.5%、 第三

次従 事者が36.7%と な ってい る。第三次産業の割合が第一次産 業のそれ を越 えた理

由としては、雄和町 が秋 田市 と隣接 して いるため、道路網が整備 され た ことな ども

あ って秋 田市 の通勤圏域 とな った ことが あげ られ る。 またその現象 は、 農業の機械

化に よる兼業農家 の増加 とな って も現れ てい る。60年 の 統計 で は 、二 種 兼業 農家

(農業 収入 が農業外収 入 よ りも多い農家)が 一種兼業農家2割 の4倍 近 くに もなっ

てい る。

平成 元年度 の町 の財政 を見 ると、町税 を中心 とした 自主財源は約35%、 残 りが地

方交 付税や補助金 に頼 ってい る。以上 の ように、雄和町は典型的な過疎 地域の様相

を呈 してい る。
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(2)秋 田空港の誘致

そ もそ もこの町は 、鉄道 は もとよ り、 国道 も通 らない町であ る。 それで はなにゆ

えに、その よ うな町 に空港 がで きたのか。雄和町 、 とい うよ りは、工藤町長 の新空

港誘致のい きさつにつ いては、一 つの見方 として、鷹尾 三郎著r戦 後秋 田を興 した

25人 』(秋 田文化 出版社 、'89)に 詳 しく述べ られ てい る。以下は同書を参考 に以上

の点を探 ってみた い。

まず 、新空港建設 の必要性 の客 観的な背景 として次の よ うな ことがあげ られ る と

い う。 旧秋 田空港 が新屋割LL|の海 辺にあ って、海風 が機 体を転覆 させかね ない よう

な危険 を伴 って きた こと。 ジ ェッ ト機時 代で、旧空港 が手狭 にな っていた こと等 で

ある。 そのた め内陸 の、 しか も秋 田市 に近 い ところに新設 しなければな らない こと

は、明 らか であった。

しか し、成 田空港 問題、 またその他 の新 空港 の騒音公害等 の問題をめ ぐる国民世

論の向かい風 がひ ときは激 し く吹 き荒れ ていた時代で あった。鷹尾氏の言葉を借 り

れば、 「当時 、空港誘 致な どは、鬼門中の大鬼門で、町村長の一人で も賛成すれば、

それ は即町村長 を辞 任 しなければな らないほ どの時代で もあった」。 そ うい った時

代に もかかわ らず 、空港誘 地 を推進 したのは、雄和町の過疎 の状況 がそれほ ど逼迫

していた と見て取 ることがで きよ う。

ところで、話 しは変わ る ようだが、過 去に この町で、 いや雄和町 の前身た る旧四

村の一 つ大 正寺村 に も、国鉄駅を設けて奥羽本線 を誘引 しようとした ことがあった。

しか しその計 画 も、 「鉄道を 引けば 田畑がつぶ され る」 とい う村 民 の反 対 で反故 に

な ったい きさつがあ る。

当時 、大正村の助役 を してた雄和町の工藤町長 は、 当時 の秋 田県知事小畑勇二 郎

氏か ら新秋 田空港 建設 の可能性 の打診を受けた と き、彼 の頭 に最初 に浮 かんだ のは、

過去のそ うい った苦 い経験 であった。「飛行場に反対 して 、将来 、絶 対に後悔 しない

と誰がいえ ますか」、そ う考 えた町長は、そ の過去 のてつ を踏 まないために も、戦略

的に もの事を進めて い った。彼 が最初に行 った ことは、役場 内の意 見の調 整を行い、

意志の統一で あった。 「町長 と助役 の話 し合 い、助役 と各課長 との話 し合 い を あわ

てず じっ くりと行 った」 といわれ る。そ してその上 で、一般 町民の理解を求めなが

ら、説 得に あた った。土地 買収にあた って、秋 田県が好 条件を示 して きた ことも、
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追 い風にな ったのか知れ ない。 いずれ に して も、昭和49年10月 、新空港建設 は、 よ

うや く着工の緒につ いた。工藤 町長 は2貫 目もや せた といわれ る。

工藤町長 は、 「町民か ら ピケを張 られ た ことが何 回 もあ りま した。 しか し新 空港

を もって くることに よって町 の発展 は何倍 にな るか もわ からない、 と少 しずつ 自信

めいた ものが出て きてい ま した」 と、当時 を述懐 している。

(3)新 しい秋 田空港 の開港

①新秋 田空港 は、昭和56年6月26日 、開港 した。設置者は国(運 輸大臣)、 管理者

は秋 田県 となる第2種B級 空 港 である。現在 、東京、大阪、名古屋 、札幌、函館へ

の5路 線が就航 してお り、利 用客 も63年7月 には、500万 人を突 破 してい る。

秋 田空港 の特徴 は、滑走路 の長 さが2,500mと 東北最大であ り、 計器 着 陸装 置 な

どの航空機 の安全 を高 める最新 鋭の危機が設置 されてい ることであ る。 また、飛行

場面積は、約160ha、 さらに周 辺600haの 用地 を航空騒音 の緩衝緑地帯 として確保 し、

自然の立地条を生か した 「県立 中央公園」 を築 くな ど、都市公園型空港 として、訪

れ る人 々にやす らぎと憩 いの場 を提供 してい る。

②県立中央公園

雄和 町には、ス ポーツ施設 が充実 してお り、 と りわけ県立中央公 園の陸上競技場 、

テニス コー ト、サ ッカー ・ラグ ビー場 、野球場 、 トレーニ ングセ ンター等 では、 イ

ンター杯等 のスポ ーツ大会が盛 んに開催 され ている。 また、昭和63年 より建設 が進

め られ ていた ドー ム型 屋根 付 きグ ラウン ドが、平成2年1月 に完成 した。 この グラ

ウン ドの完成 に よ り、冬期 間に も土 を踏 んで思 いつ き りスポーツをす る とい う積雪

地帯 に住 む人々の夢 が実現 し、 ま さに 「いつ でも、だれで もスポ ーツを楽 しめ る公

園」 となった。

2米 国 大 学 誘 致 に い た る ま で の 経 緯

ここでは、 ミネ ソタ州立大 学機 構 との正式調印にいた るまでの経過 について、雄

和町の資料か らた どってみ る ことに したい。

(1)町 長の米国大学の誘致表明

昭和63年3月4日 に開かれ た第1回 雄和 町町議 会の冒頭、工藤町長 は行政報告 の

なかで、「雄和 に米 国か ら大学 を もってこ ようと、現在、調査検討 を進 めてい る」 と
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述べ、正式に米国大学 の誘致 を表 明 した。

同3月24日 には 、町議 会全員協議会が開催 された。 こ こでは、大学誘致運動の仲

立 ちを してい る 日米貿易拡大促進委員会 の藤 田好一国際室課長 を招 き、米 国大学誘

致運動 の状況 につ いて説明を受けた。藤 田氏に よると、大学誘致 のために町 が果 た

す役割 は、①敷地 は公有地 を対象 として無償貸与 か少額譲 渡、②建物 は長期 リース

または長期 の低利 融資 を適用 、③ ホー ムステ イのための、 ホス トファ ミリーの設 定

お よび町民参 加の キ ャンパ ス内ホー ムステ イ方式 、④ 企業提供講座 と奨学金制 度の

設置な どで あるとい う。

以上 の ように、誘地 のための条 件が示 されたが、当時 は全 く夢 の ような構想の よ

うに受 け とられた。 しか し、 この時の町長の頭の なか には、空港 と、 その周辺 の県

立公園内の町 有地(約15ha)の 活用 があった。

この 日の説 明の最後 に、藤 田氏は、次 の ように話 しを結 んだ。「誘致運動 が成 功す

るか否 かは、地元の人 々の熱意 にかか っています 。雄和が秋 田の空の玄関 口と して、

21世 紀 にむけた国際色豊か な開かれ た町づ くりを 目指す なら、米国の大学関係者に

真の情熱を見せ る ことが大切 です」。

こ うして、米国大学 の誘致 運動は スター ト台に立 った。雄和 町がそ の第2次 振興

計画 で 目指 してい る21世 紀 に 向けた町づ くりのた めに、新 たな挑戦 が雄和町民 に求

め られ た。

(2)新 庁舎の完成 と工藤町長の 無競争9選

昭和32年 に建 設 され て以来 、老朽 化の激 しか った雄和町 の役場庁舎が、昭和63年

4月 約30年 ぶ りに新 しく生 まれかわ った。新庁舎は、町民体育館 の向か い側、農村

環境改善 センター と町 立図書館の横並びに建設 された。

この新庁舎 のあ る じた る工藤町長 も、 これか ら半年後 、住 民か ら9期 の信認 を受

け る ことになった。昭和63年10月 、任期満了 に伴 う雄和町 長選挙 が10月4日 告示 さ

れ、その結果 、工 藤清一郎氏の無競争9期 当選 が決 まった。

9選 され た工藤 町長は、「21世紀を展望 した町づ く りを進 めたい。具体的には、空

港 のあ る町 とい う条件を生か した臨空港型企業 の誘 致、観光資源 の開発、地場産業

の振興です。 また、米 国大学 の 日本校誘 致 も実現 した い」 と9期 目の抱負 を語 った。
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(3)米 国大学 との誘致 交渉の開始

ところで、 この時期にはす でに、 日本への分校設置 を希望す る6つ の米 国大学 が

反応を示 し、雄和町 に視察に訪れた。町当局 も、 この6校 のなかか ら3校 つ ま りメ

リーラン ド大学、 ミネ ソタ州立大学、 アイ ダホ大学に絞 り込み、渡米視察 を含 めた

誘致交渉を開始 した。 また、12月 の定例町議会では、米国大学 日本校誘致事業費 と

して、740万 円の予算案 が認 め られた。

定例 議会 とは別に 、町長 が主催 す る議 会全員 が12月12日 と19日 の2回 開かれ、11

月19日 に来 た米国大学訪 日調査 団か らの検討結=果な どについて話 し合 いが行われた。

ここでは、 メ リーラ ン ド州立大学 、 ミネ ソタ州立大学機構 、アイダホ州立大 学の

三校 は、州 内での検討委員会 で雄和町へ の 日本校設置案 が了承 された こと。本校 視

察を雄和町 に招請 して きた こ とな どの経過説 明が あった。

これに対 して、町議会 議員 か らは、「大学誘致の場所 は重要な問題、町の発展 とい

う観点か らも よく考 えて欲 しい」、 「米国への視察には議会 の代表 も入れ て欲 しい」、

「誘 致大学 が決 まった として、大学の運営には町 として も経営参加のか たちに なる

のか」 な どの質問 が出 された。 これに対 し、工藤 町長は、交渉開始の前 とい うこ と

もあ って、明確な返答 は避 けなが らも、可能 な限 り町民の意 向を取 り入れてい く方

針を明 らか に した。

翌年 の昭 和64年1月1日 には、雄和 町役場 内に米 国大学 日本分校誘致準備室が設

置 され た。 室長 には工藤正氏 が、参与 には、 日米貿 易拡 大促進委 員会の藤 田好一氏

が就任 した。 この よ うな動 きのなかで、米 国大学 との本格 的な交渉 が開始 された。

(4)渡 米視察 団の調 査報告

渡米視察 団の一 行は、平成元年1月21日 に秋 田を出発 、翌22日 に渡米 した。 先に

雄和町への 日本校 設置案が州 内委員会 で了承 され、雄和町 と日本校設置の交渉 を強

く希望す るメ リー ラン ド州立大学機構、 ミネ ソタ州立大学機構、 アイダホ州立大学

を順に視察 した。

各大学 とも、大学 関係者は もと よ り、州政府高官、地元財界等 の関係者が熱烈 な

歓迎 をみせ、雄和町へ の 日本校設置の意欲を うかがわせた とい う。現地視察団 が調
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査 して きた各大学 の概要 は表(70頁)の 通 りで ある。

町当局は、誘致準備 室を中心に、現地調査結果 をふまえ、町議会 や米国大学誘致

準備委 員会 な ど5回 の公開検討の機会 を設け、検討 を重 ねた。その結 果、同年2月

25日 に開催 した町議 会全員協議会 で、誘致大学 を ミネ ソタ州立大学 機構 にすること

を 内定 した。

(5)ミ ネ ソタ州立大 学機構 との覚書調 印

昭和63年3月 の定例町議 会 で米 大誘致 を表 明 してか らち ょうど1年 後の3月27日 、

雄和町は、 ミネ ソタ州立大学 との間で、 日本校 設置に関 しての基本合意が成立 し、

東京で覚書調 印式 が行われた。

覚書調印式 は都 内のホテル で行 われ、 日米貿易拡大促進委員会 の二階堂進名誉会

長、佐 々木秋 田県知 事、雄和町並 びに議会代表 者 も出席 し、 ミネ ソタ州立大学機構

のカ ローザ ース総 長 と、工藤雄和 町長 の間で調印 された。

この覚書調印に よって、 ミネ ソタ州立大学機構 の秋 田校が、平成2年5月 に開校

す ることとな り、そ の計画 の概要 が示 された。

ミネ ソタ州立大学機構秋 田校設 置計画の概要

1名 称:ミ ネ ソタ州立大学機構秋 田校

2開 校予定:1990年5月

3設 置場所:秋 田県河辺郡雄和 町椿川字奥椿 岱(町 営 サ イ ク リングタ ー ミナル周

辺)

4初 年度計画:日 本人学生250名 、米国本校学生60名

5.学 部:全 学部に共通す る一般教 養課程 の開設(米 国方式。 入学 時点 では専攻分野

を特定せず、一般教養課程在学 中に希望す る専攻 分野 を選択 で きるよ うに配慮 して

い る)

6カ リキ=ラ ム:1年 目一 集中英語課程2～3年 目一 一一般教養課程、(4年

目以降 につ いては 、米国 ミネ ソタ州 の7つ の州立 大学に編入 し、専門課程を履 習す

ることとなる)

7修 了資格:秋 田校 で3年 間 の講義 を履 習 し、所 定の単位を取得 した者につ いては、

人文 準学 士号 を得 ることがで きる。
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8そ の他:将 来的には 、地元 教育機 関や産業界 との人事交 流、共 同研究 な どの展開

も検討 されてい る。

9開 校 までのスケ ジュール(予 定):平 成 元年6月 一 ー キ ャンパス施設建設工事開

始、9月 一 学生i募集 開始 、12月 一一 願書受付開始、平 成2年1～3月 入学

選考、5月 開校。

10法 人認可:ミ ネ ソタ州立大 学機構秋 田校 は、秋 田県知 事が認可す る学校法人 とし

ての運 営が予定 されて い る。 つ ま り、文部 省の認定す る大学 とは違 う。 このため、

秋 田校 は 日本国 内で い う専修 学校 の扱い とな る。
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表:米 国3大 学の概要

大学名

項 目
メ リー ラ ン ド州立 大 学機構 ミネ ソタ州立大学機構 アイダホ州立大学

キ ャ ンパ ス数 』 11(大 都市型) 7(中 小都市型) 4(小 都市型)

学生数
()内 は大学院比率

128千人 うち海外28千 人
(16%)

60千 人
(10%)

9.5千 人

(30%)

教官数 8,200人 2,000人 700人

特色 巨大大 学 、=ン ご ニ一 夕ーサ
イエ ンス 、エ ンジニ ア リン グ

等 で全 米有 数.企 業 と深 いつ
なが り

学部主体で研究開発 より、 き
め細かな学生教育に重点

=ン パク トであるが、学生の

教育 と研究開発のバ ランスが
よい

外国人教育の経験 ・能力 海外の教育に40年 の経験 を持
つ

海外生徒28千 人

海外プコグラム実績あ り、セ
ントクラウド大学は秋大の姉

妹校

南米を中心に海外 プコグラム
を展開

年間授業料
()内 は州外学生

L360ド ル

(2,830ド ル)

L71]ド ル

(2,753ド ル)

1,048ド ル

(3,048ド ル)

年 間 寮費(
二 人部屋 、三 食、9ヶ 月)

3.230ド ル 2,000ド ノン 2.200ド ル

生活環境 ワシントンDCに 近接 し、大

都市の生活環境
中小都市の安全な生活 大自然の中の小都市にあり自

然を満喫

雄和校への入学選定基準 日本国内共通テス ト証明書
高校成績証明書
TOEFL450点 以上
高校の校長推薦状、作文

日本国内共通テス ト証明書
高校成績証明書
(上記で判断が難 しい場台に
はテス ト実施)

外国人学生入学選考基準で判
断
高校卒業証明書他

教養課程進学条件 TOEFL550点 以上

それ以下でも英語補習付進学認
める

TOEFL使 わず雄和校教官
が個 々に判断

TOEFL500点 以上

準学士等の授与 平均点C以 上に準学士授与、
それ以下にも修了証書授与

同左 同左

本校への進学条件 平均点C以 上 同左 同左

米国他大学進学の可能性 平均点C以 上であれば可能 同左 同左

本校での学術選択の幅 全科 目の選択可能
(理工系は単位補充必要)

同左 同左

卒業生の就職の有利性 立地の有利性 もあ り全米規模
の企業へのチャンス多い

全米規模の会社の本社44が 州
内にあ ウチャンス多い

ボ ーイ ング、 ヒ 二一 レ ッ トパ

ッカ ー ド、 ポイ ジ ー カスケ ー
ド社 へ の入社 が 自立 つ

4年制への移行の可能性 移行の用意あり
(事前にニーズ調査必要)

概念的には可能
(将来 考慮)

考慮する
(当面の実績をみて判断)

共同研究等の可能性 雄和に共同研究機関を建てる
ことも考えたい

協力したい 研究面での相互協力に関心あ
り(マ イクコエンク ト=ニ ク
ス、遺伝子工学、生物学で研

究盛ん)

地域への貢献 聴講生の受け入れ、地元企業
への講座の提供イベン ト実施

などで貢献したい

同左 同左

雄和町との責任分担 大学:開 校準備スタッフ派遣
教授 ・カウンセラー派
遣、プ=グ ラム実施、米国大学斡旋等

雄和:土 地、施設(図 書、機
材含む)の 提供

大学:同 左

雄和:同 左

大学:同 左

雄和:同 左

来年5月 開校への対応の可否 可能 可能 可能

雄和校の学生数
()は 外国人

1学年250人 1学 年360人

(60人)

1学 年250人(最 低)

(15～25人)

外国人学生募集の範囲 メ ジー ラ ン ド州 及び 米国 各州

日本 、 ア ジアの ア メ リカ ンス
クール卒 業生

ミネ ソタ州及び米国各州 アイダホ州及び米国各州

米本校での雄和校卒業生学費 州内学生並にすべ く検討中 州内学生並
(各大学の学生数3%ま で)

州内学生並
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(6)基 本契約の調印

ミネ ソタ州立大学機構秋 田校 の設立 に関す る基本契約 の調 印式が平成元年5月25

日、 ミネ ソタ州都 セ ン トポール市の州議事堂 で行わ れ 、 ミネ ソタ州立 大 の カ ロー

ザ ー総長 と工藤雄 和町長 との間で調印 された。

契約 は 日米両 国の関係法律 の違 いな どもあ り、内容 につ いては、双方 で充分な協

議を重ね なが ら国際弁 護士に依頼 し、 ま とめ あげ られ た もので、54項 目にも及ぶ莫

大な ものであ る。 主な 内容につ いては、3月27日 に調 印 した覚書 の内容 を踏襲 して

いるが、検討課題 とされて いた、責任範 囲や授業料の設定 、施設 の整備計画な どに

つ いて も明記 され てい る。(基 本契約の概要については表(72頁)を 参照)。
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表:基 本契約の内容

項 目 区 分 内 容

教育 ・文 化 ・経済 の国際化

設 置 目 的 理 念 ・目 的 日米両国の青少年交流、地域間の国際交流
国際社会に貢献する人材育成

契 約 当 事 者 ミネソタ州立大学機構(MSUS)

雄和町

責 任 範 囲 プログラムの提供 と運営
ミネ ソタ州立大学 教職員の派遣
機構(MSUS) 単位の認定、学士号の授与

7大学進級保証 と他大学進級希望者へのカウ
セ リングサ ービスの実施

経営主体たる学校法人の新設
雄 和 町 施設設備の整備

環境整備

事業経 営主体 雄 和 町 学校法人(新 設)
(財)日 米地域間交流推進協会の支援

日米貿易拡大促進委員会の支援
MSUS・ 雄 和町 日米連絡会議の設置

日本校 の運 営 開 校 時 期 1990年5月

名 称 ミネソタ州立大学機構秋田校

開校 プ ログ ラム 1年 目 集中英語課程(秋 田校)
2年 目 一般教養課程(〃)
3年 目 〃(〃)

4年 目 専門課程(米 国7大 学)
5年 目 〃(〃)
秋田校を4年 制の完結した教科履修課程を設
置することの実現可能性を将来検討する。

学 生 計 画 定員(1学 年)
日本人学生250人
米 国人学生1年 目60人 、2年 目90

人 、3年 以降120人

集中英語1:15
教 職 員 計 画 英作文1:20

一般教養1:30

カ リ キ ュ ラ ム 授業科 目と単位

学 生 募 集 募集活動(日 米共同)
資料制作(〃)

w セ ン トクラ ウ ド州立大学

幹事校 の設定 秋田校学生の登録、単位の認定、成績証明書
の発行にあたる

授 業料 の設 定 毎年度設定
1990年 度 は学生1人 当 り130万 円 とす る

毎年度の米国側経費(予 算)決 定は日本側と
協議する

プログラム実施料 支 払 い 米国側への支払い方法は原則 として ミネソ歩
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州立大学 システムの指示に よる

職 員設備計画 校舎 ・図書 館 ・講

堂 ・管理棟 ・学 生

寮他

1989年 語 学教室棟

学生寮、 レス トラン(民 間企業)
1990年 一 般教養棟、管理棟
1991年 図 書館

什 器 ・ 備 品 年次計画で整備

教 職 員 住 宅 要請により協議

創 業 経 費 創 業 経 費 創業経費の負担区分

契 約 契 約 更 新 25年更新(3年 ごと見直)

そ の 他 地 域 振 興 生涯教育プログラムの提供
共同研究プログラムの実施のための可能性調
査を行 う
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囲

米国大学 日本校誘致 に関す る研究協議会

日米 貿易拡大促進委員会(名 誉会長二階堂進)へ 誘致 の協力要請

3月24日 町議 会全員協議会

5月10日 第1回 米 国大学誘致 準備委 員会 開催

6/6第2回

8/8第3回

平成 元年2/23第4回

6月7日 町議 会 ・中条町(新 潟県)視 察研究

9月26日 アイ ダホ大学来 町

10月11日 メ リー ラン ド大学(IBMI)来 町

11月19・20日 米 国大学代表団来町

ミネ ソタ州立大学機構、 オ レゴン州立大学機構 、テネシー大学 チ

ャタヌーガ校 、アイダホ大学、 メ リーラ ン ド大学(IBMD

ミネ ソタ州立大学機構 か ら招待状

メ リー ラン ド大 学ユ ニバ ーシテ ィカ レッジか ら招待状

アイダホ大学 か ら招待状

米 国大学 日本分校誘致準備室設置

12月6日

12月13日

12月14日

1月1日

(平成元年)

1月22～2月1日 米国大学渡米調査

(メ リー ラン ド大学、ミネ ソタ州立大学機構 、アイダホ大学)

2月4日 渡米調査 団検討 会

(2/9、14、18、25、3/6、18)

2月14日 町 ・部落 会長会へ説 明

2月18日 各部 落会 ・各種団体へ説 明

2月25日 ミネ ソタ州立大学機構 として内定
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3月6日 町議会全員協議会

ミネ ソタ州立大学機構 を第一候補 として決定

3月20～26日 米国大学 日本校設置契約 にかか る協議

3月27日 覚書調印

4月4日 議会全員協議会(4月25日 、5月22日)

5月25日 差本契約正式調 印(ミ ネ ソタ州 セ ン トポール市にて)

町長 、議長、知事 、出席
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3進 出 米 国 大 学 側 の 動 き

(1)ミ ネソタ州立大学機構 の概 要

ミネ ソタ州立大学機構 は、州知 事に よって任命 された9人 の評議委員が構成 す る

委員会に よって運営指導 されてい る。 そ して機構 全体の運営 の最高責任者 として総

長が お り、機構に属す る各 大学 は学長 が責任 者 と してそれぞれ運営を行 ってい る。

そ の所在地の地名 を とって名が付け られ てる5つ の大学、すなわ ちベ ミジ州 立大

学、 モアヘ ヅ ド州立大学 、セ ン ト ・クラウ ド州立 大学、マ ンケイ ト州立 大学 、 ウイ

ノナ州立大学 と、 マーシ ャルにあ るサ ウス ウエス ト州立大学、お よび ミネ アポ リス

/セ ン ト ・ポール の双子都市 にあ るメ トロポ リタン州立大学 の7校 の大学に よって

構成 されて いる。 ミネ ソタ州の高等教 育機 関に在籍す る全学生 の約4分 の1に あた

る6万1千 人 あま りの学 生が、 この機構 に属 す る大学で学ん でお り、毎年 ミネ ソタ

州で授与 され る学位 の35%に あた る約8千 人が、 これ らの大学か ら卒業 してい る。

現在 、約20万5千 人の卒 業生が社会の各方面 で活躍 して お り、そ の うち12万4千 人

が州 内に居住 してい る。

公立 の教育機関 と して、学部 レベルの教育 を州 の住 民 に 提供 す ると い う使 命 を

持 った ミネ ソタ州立 大学 機構では90%の 学 生が学部に属 している。 その分野は幅広

い範 囲にわ た り、 会計学、哲学、芸術、社会福祉、財政学や 、 フランス語学 の よう

な分野 か ら始 ま り、航空工学や動物学、そ して一 般教 養 に 至 るまで の幅広 い カ リ

キ ュラムを持 ってい る。大学院の プ ログラムと しては、経営学 をは じめ、教育心理

学、 コンビュータ工学、そ して看護学な どがあ る。そ の他、 専門大学院へ進むた め

の進学課程 としては、農学、野生動植 物管理、法学、医学、建築学 な どが ある。

これ らの数 を合 計す ると、125の 分野にわた って、600に もな る学部 お よび大学院

の カ リキ ュラ ムがあ り、 また、35の プロフェ ッシ ョナル ス クール進学課程 プ ログ ラ

ムがある。

特 に学業 に優れ た学生達、身体障害のあ る学生、社会人 で再度 もしくは初め て大

学教 育を受 け ようとす る人 々、そ して外国人学生な どのために も特別 なプ ログ ラム

が用 意 され ている ことも特長であ る。なかで も大都市に ある メ トロポ リタ ン州立大

学では、既 に社会 で活躍 してい る人 々を対象に プ ログ ラムを組 んでお り、夜 の授業

や ミネアポ リス セ ン ト・ポールの地域の各所で講義 を開 くことに よ り、 これ らの
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人 々が高等教 育を受け られ る よう便宜 を図っている。 この ように ミネ ソタ州立 大学

機構 では学生達 の要望、社会か らの要求、地域 に もとつ いたプ ログラム、そ して教

授陣 のユニー クな専門等を考慮 したカ リキ ュラムを築 いている。

ミネ ソタ州立大学機構 では、特 に教員養成 のための教育 に力を注いでい る。 これ

は、1860年 に創設 され た、普通学校当時か らの伝統 に よるもので、各地 の教育委員

会 と密接なつ なが りを持 った教員養成教育が行われ、 ミネ ソタ州の教員 の半数 は、

本機構 の大学に よって教育 されてい る。本機 構の も う一つ の特長 は、で きるだ け多

くの人 々に教育の機会 を提供 す ることであ る。

州内の各 地に分散 したキ ャンパス、広範 囲にわた るカ リキュラム、そ して特殊 な

サー ビスを必要 とす る学生達 の ニーズにあ った教育な ど、州内外 のできるだけ多 く

の人 々に高 等教育 を提供 でき るよ う工 夫 され てい る。

最近 、特 に学生や教授陣、 そ して カ リキ ュラムの多質化 を図ってきた。国際化に

も努力 を注 いでい る。例 えば 、セ ン ト・クラウ ド州 立 大学 で は、 イギ リス 、 デ ン

マー ク、フ ランス、 スペ イ ン、西 ドイ ツ、 コス タ リカ、 日本、中国な どと交流又は

現地 でのキ ャンパ スの運営を行 ってい る。

機構 内の各 大学は地域社会 に根 をおろ した活動 を行 っている。中小企業の経営診

断をす る機 関や 農家の経営に指針 を与 えるテ クノロジー資源 センターな ど、各大学

ではそ の所属 す る地域社会の経済 と深 く結 び付 き、地域 の振興に大いに貢献 して い

る。勿論 このつ なが りは学問や経営 の問題に つ い てだ けで はな い。文 化 や レク リ

エーシ ョンの中心 と して も各大学 は地域社会 の リーダーであるス ポーツ、劇 や コン

サー ト、芸術展示 や各種の講義 な ど州 の住民 にとって欠かせない行事 もキ ャンパ ス

で行われ る。例 えば、ベ ミン州立大学 の合唱 団は全米 で も評判の合唱団であ り、 ア

メ リカ各地は もとよ り、世 界中で公演活動を して いる。

現在、約4千5百 人余 りの人 々が ミネ ソタ州立大学機構 で働いてい る。 その うち

約2千6百 人が教授陣 であ る。学問的に も専門分野におい ても最高水 準に達 した本

機構の教授陣は全米 の各機構 か らの奨学金をは じめ、各種の賞を受賞 している。

(2)日 本進出にい たる経緯

ここ2、3年 、地域 の活性 化や国際的な人材育成をね らいに、'アメ リカの大学 を
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誘致す る自治体、企業 が増 えてい る。 日本側 は、以上 の よ うな 目的で外国大学の誘

致 をはかっているのだが、 アメ リカ側 は一体、 どの よ うな 目的を もって 日本に進出

しているのだ ろ うか 。一般 的には 、ア メ リカな どにおいて大学就学 人 口が減少傾 向

にあ り、10年 後に は底をつ くとまで言わ れている。 そ うい う中で、大学 は生 き残 り

作戦 を展 開 し、学生 の確保 、留学生 の確保 をはか ってい る。積極的な意味 で言 えば 、

大学 の世界的 ネ ッ トワークの形成 であ る。 そのため、ア メ リカの大学 は、世界的な

ネ ッ トワー クづ く りに懸命 とな ってい る。 まず 、そ こら辺か ら諸星裕学長 にお話 を

うかが った。

① なぜ、 日本 に進 出 したか

一 言で言えば、 アメ リカの国 際化のためだ。国際化 の必要性に迫 られてい るの

は、 日本 よ り、む しろ米 国なのだ。 日本な ら言葉 も しゃべれ ないア メ リカ人が来

て も何 とかホテル生活で きる。 アメ リカではそ うはいかな い。

恥ずか しい話 だ、 ミネ ソタ州 立大学の学生に地理な どのテス トをや ると、エ ジ

プ トのカイ ロが アル ゼ ンチ ンにあ ってみた りで、その程度 の国際 的地理の理解 し

か もってない。世界情勢 に関 してはその程度の認識たか ら、貿 易摩 擦はその辺の

ところか らも起 こっているのではな いか と思 う。 これ までのす べての貿易の交渉

とい うものは、英語 を しゃべ る 日本人 ビジネ スマ ンと、 日本語 を しゃべれな いア

メ リカ人 との間で行われ て きた。 このこ とか ら して も、 日本 のほ うが有利 に決

まってい る。全米 で、 日本語 を使 える人が3万 人 いるか、いないかいわれて いる

アメ リカ人 と、 ニ ュー ヨー クだけで も、英語を使 える ビジネスマ ンが5万 人 とも

いわれて いる 日本 人 と比 べて、 どんなに アメ リカががんば って も、 日本に は勝て

ない。

そ うい うこ とで、 アメ リカ人が好む と好 まない とにかかわ らず、世界経済 の中

心 を しめる 日本 を理解 しなければ な らない。そ のため双方の学生 を交換 し、米国

の先 生 も日本 を体 験 しなければ な らない。我 々の大学 で も、 ここ15年 位 まえか ら、

世界 中にキ ャンパスをつ くって きたが、 日本へ の進 出につ いて もその機会 を捜 し

ていた。実 際問題 、 日本に留学生 、 もし くは先生を送 る となる と、かな り費用が

高 くつ く。 幸い、 ある緑で 、秋 田大学 との姉妹 関係を結 び、学生や 教授等の交換

を行 って きた。 しか し、規模 の大 きい大学になればな るほ ど、そんな ことをや っ
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ていて は、 とて も追 いつかない。 もっと効果的 に、学 生の交換 がで きないものと

か と模索 していた。

そ うした中 で、 日本の 自治体 に よる一連 の米 国大学 誘致 の動 きに、我 々の大学

も名乗 りでた とい うことなのである。

② なぜ、秋 田の雄和 町に決 定 したか

全国で約60も の 自治体 な どが誘致合戦 を くりひろげ ている中で、秋 田に決めた

理 由は何だ った のだ ろ うか。

それは、すでに秋 田 との教授、学生 との交流があ る とい うことが大 きな決 め手

であ った。 しか し、 このほかに もた くさん理由はあ る。雄和町には、空港 もあ り、

東京 か ら飛 行機 で一時で ア クセスで きる。それに、秋 田市か ら15分 で、 こんなに

自然 に恵 まれ た場 所が キ ャンパス として確保 で きる とい うこと。 当初か ら、都会

の雑踏 は望 んでいなか った し、スポ ーツゾー ンを始 め とした施設 のすば ら しさで

ある。
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参考資料

LOCATION

■ベミジ州立大学
含所在地/ベ ミジ●巡/1919年 ・学生

数/5.000名 ・教昌数/218名 ・専攻分

野10

施設に.中 ノ」・企業開発 センター をもつ

ている魔か、環境開発研究.工 業モデル

建設プログラムの開発 など専攻分野もユ
ニーク。そのほか当大学の合唱団は、世

界的に活躍 しており、ヨーロフパ各地の

イベントなどにアノ リカ蝦 として出場

しています。

■ モアヘッド州立大学
・所在市/モ アヘッ ド◆設立/18ffi名

・学生数/8 .〔mo名/・ 教員数/330名
・専攻分野/82

教員養成 プログラムの規模は、全米晦
1。 当大学 の教員の3分 の1が 文筆活動

を行 っています。 また、NorthDaketa

Uお よびConcordiaCoUegeに おいて相

互の特定分野の授業を受講することがで

ξるni-Collegeシ ステムがありま
す。

■ 州名 ミネソ タ州

■州 都 セン ト・ポール

■ 人口4.076.OOO人(1984年)

■面積218.000k6

■ サウスウエス ト州立大学
・所在市/マ ーンヤル ・設立/1963年 ・学

生 数4.0む0名 ・教員数/106名 ・専攻分野

/45

特色ある分野として、農業共同経営学、
ホテル ・レス トラン経営学ぴあ ります。施

設には、中小企葉 開発 センター、科学技術

リソースセ ンター、身体障害者のための学

習リソースセンター、ナウスウエス ト
ネソタ歴史センターがあ りますo

Bemidi

★

★M…h・ ・d

Sauthwest
(MarstalD

★

St.Cloud

★Ma・k㌫
。、★

■マイヶイ ト州立大学
・所在市/マ ソケイ ト・設立/1868年

・学生数/ユ6 .(mo名 ・教口数655名 ・専攻
分野127

フルブライトの学者、文筆活動 をしてい

る者、 また高水準の研究が認められて、他
の州 ・地域や連邦政府劃関か ら研究資金 を

授与されている研究者などが多 くい ます。
施設には、中小企業センター、演劇センタ

コソクリング美術展示会場な どがあり

ます。電気工学などが有名です。

■ セン ト・クラウ ド州立大学
・所在地/セ ソ トークラウ ド・設 .陥レ1`W
年 ・学生数/17.000名 ◆教員数/600W
・専攻分野 別

総合州立大学 として、伝統の大学 でw㌔
ヨーロッパ各地 をは じめ、 コスタリカ、Eil

本、中国に海外研修プログラム をもってい

ます。 また、三Eな施設には工学コンピュー

タ ・センターとナレヨナルホ ッケー ヒン
ーが あります。特色 ある分野と しては、ビ
ジネス ・ア ドミニス トv－ シyソ 、'、・fロ

ッ ト育成のための航空学、 コソビュータ工

学な どがあります。

当大学は、国立秋田大学と姉妹校で'㌔

■レ トロポリタ ン州 立大学
・所在市/ミ ネアポ リス/セ ン ト・ポニル

・設立/1971年 ・学生数/6 .000名 ・教li歓
/541名

社会人 を対象に した教員で有名。各地で夜

間、週末教室 を社会人のために開催 してい ま

す。教員には国家や州から奨学金 をうけてい
る優れた人材が多くい ます。 看護学、経営学

(修 士 課程)に 特色があり、 インター ン・/7、
個人研究制度などを設けてい ます。

■ウイノナ州立大学
・所在市/ク イノナ ・設 .立/ハ860年
・学生数8 、000名・教員数250名 ・専攻

分野/le5

多くの地域にクラスを派遣 しているほ
か、数目の中には国家的に認 められてい

る生態学、法学(節 煙 犯)の 専門家が在

籍 してい ます。 また、施設のウイノナ技

術研究所では、材料科学技術員のための
2年 制プログラムが提供 されており、企

業や政府横関へのナーピスを行 っていま

す。 看護学な どが有名です。

t肋 ・な自然と素ひな人情 を育むぴ 和の町.,
ここは、秋田空港 をもつ.緑 と水 の里'。

雄和町の名は、高尾の銭(高 雄山)と 秋川
県景品の雄物川 の流れにちなみ、15土 の融

(雄)白H本 を信条として、名づけられて
い ます。

この名の通 り、雄和町r.【豊かで美 しいn次さ
環境に志まnて いtす 。198|年rこ は、東北

最大規模の秋川空港が この町に開港され、

Ψ京、大阪、名古屋などの大都市圏からの
足の便 も」ド常rこ良くな りました。町内には、
スポーツ施llが 充実 しており、とりわけ県
」:元中央公園の随L競 技場、 アスコ ット、サ
ッカー、ラグビー場、拶f球場、 トレーニソ
fセ ン9一 などでは、インター杯等のスポ
ーツ大会がさかんに開 催されています。.そ
σ渦 か、 ナイクリングター ミナル、ふるさ

と温泉、飯塚の里 といった観光名所 もあ り、
町の人たちとの温かい情にふれることがで

きま↑。

青 森 県 十和m湖

秋 田 県

男鹿半島D石

● 田㈹ 手

雄和町 県

山 形県
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Matriculation

入 子

初年度b・らMSUSの 学生60人 が来
日し、秋田キャンパスで勉強します。

MSU-Aは 、1990年の開彪～年度からぺ
MSUSの 総合教養課程受講生が60
人も来 日します。そ して3学 年がそ
ろった時点では、最大120人 もの
MSUSの 学生と共に、秋田校のキ .
ヤソパスライフを送ることができま
す.

雑面入学制度の尋人を検討中です。

〔高校の成績証明書、エ フセイ、
接などで選考する予定です。

ESLProgram

集 中英語課程(1年 間)

1990年 度授業料/130万 円

(入 学金は、不要です。)

1年 目は、全寮制です。

GeneralEducation

総 合 教 養 課 程(2年 間)

(渡 米)

総合教養課程を受講する

ための英語力が充分 と認
め られる学生は、集中英

語課程を経 に入学でき
ます

MSU-Aは 、
フソ肋の大学認定協会の認定校です。

アノ リカの大学は、全米6大 地域の

認定協会によって管理されています。
認定協会は、教育内容、施設、教授
の陣容、図書館蔵書数など一定の細
かい基準を設け、各大学がその基準
に達 しているかを10年 毎に審査 し
て優良校のみを大学として認定 しま
す.`MSU-AはMSUS各 大学同
様に将来は認定協会(>1)rth(≧ntral
Ass。ciatiOn(rf(blleges&S(ho。rs)
の認めるMSUSの8番 目のキャン
パスとなります。 したがって、卒業

資格は公式のアメ リカ大学卒業 とな
ります。

アメリカへの理解を深めることから,

英語の上達は始 まります。

カリキュラムのレベルが高いからと
いって、決して詰め込み式の授業を

行うわけではありません。講師陣は、
学生ひとりひとりのレベルを確実に
把握 しながら授業を進めていぎます。
英語でのノー トのとり方やレポー ト
作成法 さらにアメリカの文化や物
の見方など、幅広い視野に立ってア
ノリカへの理解を深めることができ
ます.ク ラス編成が少人数制のため、
授業はお互いの人間性に触れながら
の充実 した時間 となります。

集中英語課程は、全寮制で、
あなたの語学力を磨きます.

入学後の1年 間は、集中英語課程。
興味のある学科を学ぶためにも、ま
ずはコミュニケーンヨン手段となる

英語をマスター しなければ、何も始
まりません.ア メリカの多くの大学
がそうであるように、MSU-Aの
1年 目は、全寮制(ア メ リカからの
学生たちも、寮でいっしょに生活 し
ます)。 朝 起きてから就寝 までの
終日、英語で過ごす環境の中で、あ
なたの語学力は鍛えられます。また
授業は50分 単位で、文法 ・LL・
会話 ・読解 ・作文の5教 科が週5日
間行われ ます.

Major

専 門 課 程 MSUS7大 学にて

勉強

Commencement

卒 業(学 士 号)B
achetorDeree

少人数制のきめ細かな授業を
エキスパートの講師陣があたります。

初年度の授業カリキュラムは、集中
英語課程ですが、講師陣はすべて、
外国人rc対す る英語教育(ESL) .
のエキスパー トです。1年 間でアノ
リカの大学の授業を受けるのに必要
な語学力が身につ くよう勉強 します。
2年 目からは総合教養課程に進み ま
すが、1年 間で鍛えられた英語力を
フルに使って、さまざまな分野のカ ・
リキュラムに取 り組むことができま
す.

2～3年 目tt
アノリカでの専門課程履修の
下地を養 う大切な期間です。

アノリカでは、日本の大学のように
入学時に専攻分野を選択するシステ
ムとは異なります.入 学時点では専

攻分野を特定せず、総合教養課程在
籍中に希望する専攻分野を選択でき
るように、全学部に共通性の高いカ
リキュラムを組んでいます。
しかも、学生のためのカウンセラー
が常駐。将来の進路指導にも万全の

体制が敷かれています。

修

総合教養課程カリキュラム(予 定)

■

★MSU-Aで 坂{0し た単位 は、大学認 1990年5月 開校

定協会に公認されたアノリカの大学で
受講した単位と認められます。

集中英語課程

春学期5月 ～7月
台MSU-Aの 学生は渡 米後、 ミネソタ州
内出身者 と同じ扱いとなります。

秋学期9月 ～11月

1学期授業料/約600ド ル 1991年 冬学期12月 ～2月

寮費、 食費 、 その他/9ケ 月分 と して
約2、300ド ノレ(1989年 現 在)

総合教養課程1

春学期4月 ～6月
食MSU-Aに おけるカリキュラム終了

後、全学生がMSUS7文 字に進級す
(夏 休み)

ることが原則ですが、事情により、渡 秋学期9月 ～11月
米で きない 学生 に対 しては、 審査 の上
AssociateofArtsDegree(準 学 士

1992年 冬学 期12月 ～2月

号)を 授与いた します。 総合教養課程r

舎学士号取得のための必要単位数は、192
春学期4月 ～6月

単位です(MSU-Aで96単 位、M (夏 休み)
SUSで96単 位)。
渡米後は標準である 1学 期 ●

秋学期9月 ～11月

16単 位を取得すれば, 6 1993年 冬学期12月 ～2月

学期で卒業することが可能です。すな
わち、夏学期を利用 したり、1学 期に 専門課程

単位をより多く取得することで、卒業 春学期3月 ～5月
の時期が早まるということです。

※アノ リカの大学には、最低在籍年数
(夏 学期6月 ～8月)

はあ り ませ ん。 ※オ プン ヨソ

★MSU-Aで は、4年 制大学への移行、

生涯学習の充実、産学官協同に よる研

-.

秋 学期9月 ～11月
.

1994年 冬学 期12月 ～2月

究体制の確立などを計画 しております。
春学期3月 ～5月

(夏 学期6月 ～8月)

※ オプ ンヨン

terDegree ＼
秋学期9月 ～11月

士 課 程 1995年 冬学期12月 中2月

＼ .

■

〔Yea・1]〔Yea,ロ 〕

・Engl込hCompOsition1英 作 文1・AmericanStudies

・SpeechCommunicatbnsス ピ ーチ コ ミ⇒ 」シ ョンズ ・EarthSciences

'Mathematics数 学 ・Psychology

・Recreation/PhysicaＬEdレ ク リエ ーシ ョン/体 同 ・TheaterandFil
m

'ComPUterScienceコ ソt1='一夕fイ エソ ス ・Englbh/America
nLit

σLib…y/[・f・m・ti。 ・M・di・ 図 書 艀/情Va/デ ィア ・Am・ ・i・an'Hi3t。,y

'Pdit詮alSCience政 治 科 学
・WeStermMus已

'Biology生 物 ≒芦 ・VisunlArtS

'Businessピ 珠 ス ・Eco。 。mics

・MassCnmmunicatbns

・UrbanStudies

アズリカン スタディーズ

地球科学
,LJ壁字

演劇 ・映画

英語/英 文学

アメリカ史

西洋古集
ビジュアル アート

経済学
コミュニケー「ンヨソズ

郡市学



秋田校キャンパス完成予想図
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〈主要施設年度別整備計画〉

事業種目
事業
主体 事業内容 事業年度

語 学 棟

学
校
法
人

鉄筋 コ ン ク
リー ト
3階 建
・普 通 教室

・教 職 員室

平成
元年度

一 般 教 養 棟

学
校
法
人

鉄 筋 コ ンク
リー ト
2階 建
・普通 教 室

・LL教 室

平成
2年 度

管 理 棟

学
校法

人

・教 授室

・管 理 室
・研 究 室
・会 議 室

・講 堂

平成
2年 度

学校 平成

図 書 館 法人 ・図書 室 3年 度

学 鉄筋コンク 平成
コ ン ピ ュ ー タ ー 校 リー ト 元年度

法 平屋建 3年 度

ラ ボ 人 ・コ ン ピ ュ

一 夕一室

育 平成
英 元年度

教 職 員 住 宅 会 2年 度
3年 度

育 鉄筋コンク
学 生 寮 英 リー ト 平成

会 4階 建

320人 収 容

平年度

一82一



4.雄 和 町 の 人 々 の 反 応

町 の点在す る集落で、大学誘致 の動 きについての印象 を うかがお うと して も、町民

に はマス コ ミ情報や行政情報 だけで、 まだそ の実態 が見えない。や っ と県立 ス ポーツ

公 園近 くの町有地に、校 舎、宿 舎が建設 されつつ あるとは言 え、町民 にはまだ遠 い存

在だ。そ うい った中で、まず 、若者たち と比較的接触の多い、町の体育協会役 員Hさ

んに ミネ ソタ大誘致 の動 きにつ いて御意見 を うか がった。

(1)体 育協会役員の話

これ まで、ず っと若者 の流 出が激 しく、若者がいな くな ってい ることは、寂 しい

ことだ。今 回の大学設立 を通 して、全 国ばか りで な く、 アメ リカか ら も若 者 が集

まって くる。 そ うす ることで、町 が活性 化 して くれれば よい と思 ってい る。 スポー

ツ施設 も充実 しているので、 もっ と盛 んに利 用 され るだろ う。 また、雄和に集 ま っ

てきた学生 に とっては、第二 のふ る さとづ くりになれぽ、 よい と期待 して いる。

聞 くところに よれば、役 場では来年度か ら、 ミネ ソタ大 の 日本人学生 とアメ リカ

人学生 とが一組のペ アにな って、町民 の家 でホームステ イさせ る ことな ど計画 して

いるとい う。良い ことだ と思 う。外国人一人 が家庭に滞在す るのでは、 言葉 な どの

問題 が あるけれ ども1日 本人学 生の通訳を介 してな らうま く交流 を図れ るか も しれ
ノ

ない。その時には、家庭人 を交 えたス ポーツ大会な どを企画 した らお も しろい と思

う。

(2)あ る婦人 の話

雄和町で 、婦人 団体活動 を している年配 の女性 か らもお話を うかが った。

米 国大学 の誘致 の話 しを聞 いた とき、す ご くいい ことだな と思 った。 しか し、最

近 にな って 、中条町 の話を ニ ュース等 で聞 くにつれ 、本当に応募の学生が集 ま るの

かな とい う不安 も持 ちは じめ ている。 自分は も うすでに還暦 を迎えた60才 で、英語

もローマ字 も習わ なか ったが、外 国人 との交 流において、言葉がサ ンキ ュー くらい

できれば、 あ とは心のか よい合 いの問題 であ ると思 ってい る。

秋 田県に は、国際交流を進め る婦人 の会 とい うのがあ る。実 は、 自分はそ この会

員で ある。会その ものは、一つには、海外視察、研修経験者等 のつ どいの場。 もう

一83一



一つの側面は
、そ の会 を母体に して、県内に留学 していた り、研修生 として存在 し

ていた りす る人 々を招いた り、ホー ムステ イさせ た り、支援 した りす る親睦団体で

あ る。 自分には海 外視察の経験 もなけれ ば、ホー ムステ イさせた経験 もな い。友人

に誘わ れて参 加 したのが きっかけ である。 しか し、 自分 の国 の親御 さんか ら遠 くは

なれ ている留学生 をみ ると、寂 しいだ ろ うなとか、何か不 自由 してい ることはない

か な と、つ い思 って しまう。た また ま雄和町の施設が会場 とな って マ レーシア人の

秋 田大留学生 を招 いた ときな ども、率先 して出かけて いった。

その婦人 の会で、 ミネ ソタ大秋 出校の諸星学長にお会い した ことがあつた。 ただ

その時は、全員の前 で、 自己紹介を しただけで、話を したわけではなか った。 その

時はただそれだけ の ことで あった。 ところが、去年の年末に、私 の住 んでい る部落

で、諸星学長夫妻 と語 る会婦人の会があ って、少 し遅れて会場 に入 った ら、皆 の前

で話 を してい る学 長 さんが、会場 に入 って くる私を見つけて、「あ っKさ んが きて
r

くれ た」 とい きな り叫んだそ うだ。「その時は少 々恥ず か しか った。で も内心 は うれ

しか った。 私の名前を よ く覚えていて くれ た とい う意味 でね。名前 が珍 しい ことも

あるで しょ。で も、そ うい う時 って、 うれ しいんです よね。」その学長夫妻 と語 る会

の中 で、諸 星学長 は、 「学 生 と交流す る機会 を積極的 につ くって くだ さい。 大学 側

も、可能 な限 り、 支援 します」 とい うこ とを約束 して くれた。そ の時以来、私 は、

ミネ ソタ大 に親近感 をおぼえる よう'になった。今は何か積極的に協力 してや ろ うと

思 って いる。

(3)青 年 会のあ るメンバーの話

ところで、先 日、雄和町各種婦人団体連絡協議会が開かれた。 これは、町の青年

会、若 妻会 、商工 会婦人部な どで組織 す る協議会で あるが、各種 団体の会員その も

のの減 少に悩んでい る。その典型的な現象が、青年 会に現れてい るのではないだろ

うか。 先月は、何年 かぶ りで、青年会 を開催 したそ うだ。年長者 は抜 けて行 く、若

年者 は入 って こない。 こ うい う状態 だか ら、現状維 持が精一杯 だ。Kさ ん と同様 に、

学長夫妻 と語 る会 に出席 した青年会 のある役 員の メンバーは、次 の よ うに語 ってい

る。

あま りに も行政主 導 とい う感 じが して、快 く思 っていなか った が、先 日、学長夫
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妻 と語 る会に 出席 して、少 しつつ考 えが変 わ りは じめ ている。その時は、参加者の

なかで、 自分が最年少者だ った。 もうす こし、若者 が参加 して欲 しか った。先生の

お話 には、かな り興味が持てた。 もっ と多 くの人 が、先生のお話 を積 極的に聞 くべ

きだ と思 う。た とえば、商店 の人は、英語 がカタ コ トで も知 らねば、外 国人に もの

を売 る ことはで きないのではないか と思 う。 また、地域の大学 とい うのは、大学の

もっている電子工学 な り、バイオ テクノ ロジーな りを地域 の産業 に応用,してい くよ

うな システムを もつ ているのでなければ、本来、地域の大学 とは言 えないのではな

いか と考 えている。

(4)あ る農業委員の話

ミネ ソタ大誘致 を きっかけに、積極 的に 自分 たちの生活に巻 きこんで いこ うとす

る農民 もい る。農業委員 を してい るとい うHさ んは、次の よ うに語 ってい る。

町長 は、過疎化 の打 開策 と して、 また他の地方 と差別 化する形 で、 ミネ ソタ大の

誘致 を考 えた もの と思 う。 これ も、住民の意見の及ばない ところでの決 定てあ った

ことは た しかだ。 当初 は唐突 だ とも思 った。 しか し、時がたつにつれ、考 えて行 く

うちに、そ んなに悪 いこ とではないのではな いか と思 うようにな った。 みんな と同

じことをや っては何で もだめだ とい うことだ。だか ら最初 にや った もの が勝 ちだか

らだ。農業 の経験か ら して も、 国の奨 励す ることをや ってはだめだ。それ と逆 の こ

とをす ると、成 功す ることが多 い ような気 がする。 国に反抗 しよ うとす るわけ では

ないが、大 きな流れの隙間をぬ う発想 が必要 だ と思 っている。

かつ ては ここも、陸 の孤 島 といわれ 、交通手段 といえば、雄物川 を船で行 きか っ

た時代 があ る。 そ こへ 空港 がで きて、 いろいろな意味で、 ここらあた り一帯がす っ

か り変わ った。全 国か らも人 が集 まる ように なった。そ うい う事を考 えれば、 ミネ

ソタ大誘致 も悪 くないな と思 う。 この町か らでてい く若 者がいるのな ら、入 って く

る若者を歓迎 し、大切 に して い きたい。ただ細かい問題 にはいって くる と、財政負

担の問題 とか、学生の募集の 問題 とか、不安がないわけ ではな い。

ところで、先 日あ る席で提案 した ことがあ る。 それは 、これか らい ろいろと民間

企業 が入 って くるが、地元の農家 な ども、大学建設 に関わ る事業に参加 できる可能

性につ いて検討 して欲 しい と。た とえば、 ミネ ソタ大の学生、ス タ ッフの宿舎、住
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宅のオーナー制度 の ような ものを作 った ら どうか。兼業農家 が大半なので、 この よ

うな事 業に参 加 して い きたい人は少な くな いのではないか。学校法人 と育英会 とに

別けて、大学 関連事業 を進め てい るわけだか ら、育英会 のほ うでもこの ような案を

検討 して欲 しい。

(5)あ る農協関係者 の話

去年 、町の国際交易交流視察 団の一行 としてア メ リカの ミネ ソタ州 を訪 問 して き

た とい う農協関係者 は次の ように語 ってい る。

ミネ ソタ大誘致 に関 していえば、 「期待 と不安二つ我に あ り」 とい った ところだ。

期待 とは、 おおげ さだが、産学協 同がで きた らな と思 っていることだ。 去年 、訪米

した お り、 ミネ ソタ大学機構 のあ る大学 では、た しか、林業だ った と思 うが、地域

産業 との連携、協 力が密接に行われていた。今回 の秋 田校 は、教養課程 が中心 とい

うことだ が、将来 的には、そ うい った意味で の地域 の大学 を 目指すべ きだ と思 う。

不安 とは、建物 の建 設の よ うに、その進捗状況 が、一 目でわか る ような物 は よい

が、学生 の応募状 況 とか、 これか らの資金計画 とか とい った 目に見 えな い ソフ ト的

な ものは、断片 的な情報 しか入 って こない ので、不安 に感 じている。ただ、町民 と

して言 うな らぽ、町の運命が掛か ってい るのだか ら、何 としても成功 させ て欲 しい

と思 ってい る。

⑥ 商工会 の動 き

誘致 を きっかけに どの ような町づ く りを してい くのか、あ るいは町 の経済 の活性

化 に どの よ うに結 びつけてい くのか、 とい う観点 か ら、動 きは じめてい る団体 もあ

る。

雄和 町の商工会 では、先に地方 自治体 として 日本で初 めて外国大学 の 日本分校 を

誘致 した、新 潟県中条町を視察研修 した。 その結 果を もとに、商工会 内に 「米国大

学開設 に伴 う商 工対策委員会」 を設け て、 ミネ ソタ州立 大学の誘致 を商工会活動に

結 びつけ よ うとしている。 この委員会 では幾度 か検討を重ねた結果 、キ ャンパ スの

付近 の町有地の一角 を借 りて、共 同店舗 を建 設す る方針が うち出 された。平成2年

1月31日 付けで、共 同店舗会社 雄和産 業株 式会社が設立 され た。 商 工 会員 約
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230名 のなかか ら、有志株 主49名 が出資 した もので ある。若者 向け の店づ くりを基

調 に、業種、業態 な どバ ランスを保 ちながら、 出店希望業者の計画、調整が行われ

ている。

県 の経営指導 セ ンターの方へ委託 した商業診断書 も近 くまとまる予定なので、そ

れ らを参考 に、商業振 興計画 をた てる方針 とい う。

他方 では、 スポー ツゾーンの入込客 の問題、町 内消費者 の秋 田市商圏への流 出、

圏内他町 との競合 、今後予想 され る参入外部資本 との調整問題、青年部、婦人部の

活性化 の問題 な ど残 された課題 も多 い。 これ らの問題 に どう取 り組み、 どう解決 し

てい くかで、町 の経 済に吸収で きる経済効果が決 まる ような感 じさえす る。

5.ま と め 雄 和 町 の ケ ー ス の 特 徴

以上、 ミネ ソタ大学秋 田校 の開校 直前の雄和町 の状況 について述べ てきた。現地 で

の ヒア リング調査は 、平成 元年 の10月 と、平成2年 の2月 の2回 に分けて行われた。

上述 した ように、米 国大学誘 致 の動 きにつ いて町民に意見 を うかがお うとしても、町

民 には マス コ ミや行政 か らの情報だけで、 まだその実態そ のものが見えない。校舎 と

か宿舎 の建物 が建設 され つつあ るとは言 え、町民には、 まだ遠い存 在である。町民に

と って身近な存在に な るのは、それ らの施設を使 う、外国人を含 む学生、先生が この

町 にきて、生活を しは じめてか らの ことになる のではな いだ ろ うか。

以下、雄和町での ヒア リング調査 な どか ら得 られた点について まとめてみた い。

(D進 出直前であ るこ と

進 出直前 であるがゆえに、期待 と不安が交錯 している状態であ る。 ここでい う期

待 とは、 自分た ちの地 域に国際的 な大学がで きる、そ こへ世界中の学生が集 まって

くる。そ してその若者 たちが この町に住み着 き、地域社会に溶け込み、活性化 させ、

また国際化 させて い く。地 域の大学は、地元の産業 と協力 ・連携 して、産業開発に

役立 ててい く、 とい った ことであ る。

不安 とは、外国 か らの学 生は ともか く、 日本全国か らの応募学 生が、見込み通 り

集 まるか とい うこ とである。 その学生の入学状況に よって、大学 の財政運営状況が

決 まる。定 員を割 る よ うな状況にな ると、財政が苦 しくなる。 もともと借金を して
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作 った大学 が、 さらに借金 を しなけれ ばな らな くなる。 その借金 を背負 うものは、

最終 的には、町民 ではないか、 とい った不安 であ る。

以上の期待 と不 安は、総論賛成 と各論反対 とい うような形 になってあらわれて く

る場合 もある。

② 行政主導型 であ る こと

前述 した ように 、雄和 町は典型的な過疎の町の様相を呈 してきた が、そ こに空港

ができて、様相は一変 した。 その空港を誘致 した のは、現在 の工藤町長で ある。当

時は、時代的状況 もあ って、住民か らの合意を十分に取 りつけない ままに、空港誘

致 を決定 した。彼 には、最 大公約数で政策を決定 しなければ ならな いときと、そ う

でな いときの政治哲学 があ る。空港誘致は、それな りに町に恩恵を もた ら した。そ

の時の経験 は、今 回の米 国大学 の誘致に も手法 と して反映 されてい る。そのや り方
r

が、町民側か ら ワンマ ン、強 引、行政主導 と して批判 されて いる。奇想天外な、い

ろい ろと新 しい ことを考 える町長に対す る評価は、総論では賛意、好意を示 してい

るよ うであ る。各論には いる と、解決 しなければな らない課題 も多い よ うに思え る。

しか し、それは同時に町民 について もいえ るのではなかろ うか。例えば、空港建

設が結 果的に住 民の合意 を得 たのは、その利 便性 と供に、雇用の場がで きたか らで

あろ う。現在 の状 況は、町民 がその空港 を使 うとい うよ りは、空港に使われてい る

とい う感 じがす るので ある。大学 が実際に動 き始め ると、雄和町に入 って くるのは

学生だけでな く、様 々な関係者 、関連業者 であ る。民間資本の流入は 自由主義経 済

一_の 中にあ っては当然なので あ って、それだか らこそ、町民が もっと主体性を持つべ

きなのではないか 。 ど うい う大学 町に してい きたいか、そのためには ど うすれぽ よ

いか、その ような ことを、町民 自身が考 えてい く必要がある。 これは、秋田市 圏域

の中での雄和町 を、そ して ミネ ソタ大学 の位置 づけを考 えた場合で も、同様 の こと

カミし・え よう。

(3)ミ ネ ソタ大学秋 田校 の 日本人学長 の存在

ミネ ソタ大学秋 田校 の学 長に は、 ミネ ソタ州立 セ ン ト ・クラウ ド大学 教授 の諸星

裕氏 が就任 した。彼 は 日本で生 まれ、育 ち、教育 を受け、ア メ リカに留学 したれ っ
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きと した 日本人で ある。 そ うい った学 者であ り、教育者 であ る彼 が、秋 田校 の試み

に果たす役 割は大 きい。つ ま り、その国の文化 の一つ象徴 と しての大学 が、他 の国

で根 づいてい くまでに は、様 々な試行錯誤 が予想 され るか らであ る。 そ うい う時に、

双方 の文化 、事情 に通 じてい る事は、重要 である。そ うい った意 味では、諸星氏は

まさに太平 洋のかけ橋 で はなかろ うか。

彼 は、地球 的に ものを考 え、地域的に行動す る実践派的学者 なのである。

(4)米 国人学生 に対 す る日本研究 コースの併設

前述 した ように 、進 出大学側 の話では、国際化を必要 と してい るのは アメ リカの

大学であ り、学生 であ る。 そのため、世界経 済の中心的 な役割を 占める 日本 を理解

しなければな らな い と考 えてい る。 そ ういった背景 のも とに、秋 田校 には、外 国人

のための 日本研究 コースが設 け られ る ことに なった。

当然 の ことだが、厳選 され 、派遣 されて くる留学生 も、 日本人学生 と寝食を供に

する ことにな る。そ うす る ことが、結果的には、互いの理解 を深 め、交流を促進す

ることにな る。 その際、言葉 は、英語であ って も 日本語で あ って も、重要であ る。

しか し、言葉 は必要条 件では あるが、それだけでは十分で ない。む しろ重要なのは、

互いの生活体験 を通 じて、生活、習慣な ど、違いを違 い と して受け止め る寛 容な こ

ころを、双方 の学生 が、養 って い くことではないだろ うか。 これ こそが、 まさに、

パー ソナル リンケー ジを強め る着実な方法 ではなかろ うか。

一89一



(補論)わ が家の草の根国際交流

私事 で恐縮だが、わ が家 では国際交流を始めてか らはや20余 年 たつ 。 そ うい うと

聞 こえはいいが、は じめか ら国際交 流 とい うものを意識 して行 ったわけではない。い

ま思えば、 これが庶民 間の国際交流だ ったのか と思 う。 今般、国際奉仕委員会への報

告を機 に、 これ まで のわが家での ささやかな国際交流の記録を綴 ってみ る ことに した

い。

私の長男が、高校一年 の時(昭 和41年)、 岡山県の 日本原で開かれた ボーイスカ ウ ト

のアジア ・ジャンボ リーに参加 した事 がある。その ときに知 りあ った、 当時、香港大

学 の学生で あった遠光 全、金栄新 の両君 が、 ジャンボ リーか らの帰途 、わが家 に4日

間ほ どホームステ イ して いった。翌年 には、遠若が セ ミナー参加 のために再 び来 日、

わが家 に立 ち寄 り、2日 間ほ どホー ムス テイしてい った。 これ らが、わが家でのホ ー

ムステ イ体験の始めで あ ったのであ る。

その後、長男 も大学へ進学 して家を離れた こともあ り、 国際交 流 もひ とまず小休止

していた。そ の頃、私は 、それ までの県職を定年退職 し、家業 の旅館業 を手伝 うよ う

にな っていた。暫 くした 昭和48年7月 、私はRC(ロ ー タ リークラブ)へ の入会を勧

め られ、入会 した。 いま思えば、家業 のせ いもあったのか も しれないが、RC会 員に

な ってみ ると、にわか に外国人 と接す る機会が多 くな った。

まず、昭和53年3月19日 には、 オース トラ リアか らの研 究 グル ープ(SGS)が

我 々のRCを 表敬訪 問 し、 うち の旅館 に一泊 した。 この ときは、一応、営業 として、

外国人を受け入れ たが、それ以来、 ホー ムステ イの ラ ッシ ュが始 まったのである。

昭和55年6月28日 か ら7月2日 にか けて、ア メ リカか らのRI夏 季交 換学 生デ ィー

プ ・ローン君(高 校 生)が わが家 の家庭体験 を して いった。 この年 は、かな りの長雨

が続いて、彼には、 日本が 「雨 の国」 と映 った らしい。

昭和57年6月26日 か ら30日 に かけ ては、夏季交換学生で ア メ リカ人のス コッ ト・エ

バ ソズ君(カ リフ ォルニ ア大)、 カナ ダ人の テフ ェリー ・パ ーマー君(高 校生)が 滞在

した。建築家志望のス コッ ト君 は とて も りりし く、パーマー君は とて も茶め っけのあ

る子 であ った。

昭和61年5月3日 には 、長 男がオ ース トラ リアのパースでお世話にな った、 ダ リル
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・ハイソ さん とキ ャロライ ン ・ハイ ソさんの両名が滞在 した。彼 らの友人 の結婚式 の

た めジ ャマイカに行 く途 中、立 ち寄 った との こと。

同年の7月3日 か ら8日 にかけては、 アメ リカか らの 夏季交 換学 生 ジ ェー ムズ ・

キ ャッスル(UCLA)、 マー ク ・ス ウォー ツ(ブ ラウン大)の 両君 が滞在 した。彼 ら

は子供 好 きで、孫た ち ともよく遊 んで くれた。

この間に、私はRC会 長、分 区代理 、そ して国際奉仕委員長な どを勤め させていた

だいた。 また61年 か ら63年 にか けては、韓 国か らRC米 山記念奨学 生にな った南相虎

君(筑 波 大学 大学 院)の カ ウンセラー も仰せつか った。

外 国での戦争体験 以外に外国(人)と は無縁な私だ ったが、ホームステ イへのお手

伝 いを始 め とす る様 々なRC活 動を通 じて、様 々な人 々との出会 い、交流 を体験 して

きた。 以上が これ までの私の、 ささやかでは あるが、精一杯 り国際奉仕 であ った よう

に思 う。
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フ ォス ター ペ ア レン ト制 度

「お子 さ んは 何 人 で す か?」

「え え、3人 い ます 。」

「あ あ、 そ うです か 。(結 構 、 多 い な)」

「それ と、 タ イに も う一 人 い る ん で す よ。」

「え っ?(ど う い う こ とだ ろ う?)」

「つ ま り、 フ ォス タ ー チ ャイ ル ドな ん で す 。」

「え っ?(何 の 事 だ)」

1.出 会い

タイのバ ンコクでの4年 間の勤務 を終 えて帰国 して1年 半に なる。

タイでの生 活につ いて語 るのは別 の機会 に譲 る として、帰国直後か ら考 えていたの

は、 タイで生 活 してい る間に得 た物 は多 く、何 とか してそ の一部 で も返 せないか、そ

して タイの友 人達か ら受けた親 切に何 とか報 いる事 は出来ない か とい うものだ った。

とは云 うものの、仕事上今 もタイ との繋が りは あるがそ う頻繁 に出張す る訳に もい

かずか とい ってボ ランテ ィア と して積極的 に活動す るには時間 が無 い とい う状態 の時

に 出会 ったのが フォス ターペ ア レン トだ った。

今か ら考え ると、 この フォス ターペア レン ト制 度 に つ いて は 、 タイ ペ行 く前 か ら

知 っていた よ うに思え る。 しか し当時 は全 く興味 を持 っていな か ったにす ぎない。

2.フ ォスタープ ラン

フ ォス ターペ ア レン ト制度、正確 にはフ ォスタープ ランであ るが、 これは国連経 済

社会理事会に よって公認 ・登録 され た特定 の国際援助機関 であ る。 日本では、1984年

に活動が開始 され、1986年4月 に外務省 の財 団法人 に認定 され てい る。

1937年 、スペイ ンの 内乱に よって 、親 も家 も失 った大勢 の戦 災孤児を救 うため、英

国 ジャーナ リス トの 」 ・L・ デ ィビス とE・ マ ッゲ リッジに よって活動が始 められ た。

この時か ら半世紀 にわた って、世 界の援助 の手 を待つ子供連 の為に、活動 が続け ら

れ て来て いる訳であ る。その役割 は時代 の流れ と共に、戦 災孤 児の救済か ら、現在 は
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開発途 上国の子供連 とその家族 、地域社会 の人 々に対す る援助へ と変わ って きてい る。

現在 、援助 してい るのは アメ リカ、カナダ、 オース トラ リア、オ ラ ンダ、 イギ リス、

ベルギー、西 ドイ ツ、そ して 日本の り8ヶ 国。それ ぞれの国に事務局が あ り、 その国

での活 動が委 任 されてい る。

援 助を受てい るのはイ ン ドネ シア、フ ィ リピンな ど25ヶ 国。やは り、それ ぞれ に現

地 事務所 が設 置 され、様 々な プ ロジ ェク トを、その地域に最 も適す る方法 で行 ってい

る ようで ある。更に、地域に密着 した きめの細か い活動を行 うため、細分化 された地

区 オフ ィスで、現地の スタ ッフが役割分担 を して活動 している。

3.フ ォスターペ ア レン ト

フ ォス ターペ ア レン トにな るには、 日本 フォス タープラン協会に 申 し込 むだけで簡

単になれ る。

申 し込みに於 いては、援助 を したい地域 や国を指定 出来、更にフ ォスターチ ャイル

ドの性 別(男 か女か)、 その人数、 そ して援助金 の支払方法を決め る。

フ ォス ターペ ア レン トとして の援助金 は、毎月5,000円 で、これを3ヶ 月単位 、ある

いは半年単位 、更には一年分一括 で払 うことになる。

我 々 日本人に とっては、 この5,000円 とい う額 は、多 くの人に と っては そ れ ほ ど大

きなお金 とは思 えないのではな いか と云 う気 がす る。 しか し、発展途上 国の人 々か ら

見 ると、現地通 貨ベ ースでの5,000円 はかな りの金額になる6例 えば、タイでの生活を

考 えると、 この5,000円 は 約800バ ーツ相 当のお金 とな り、貧 しい家庭 の月収が3～

4,000バ ーツ相 当だ とい う事実 に比 べれ ば、いかに重みのある金額 か とい うこ とが分

か る。

援助金 の使われ方は、各国、各地域 に よって異 なっている ようで、それ ぞれの地域

の特性 に合 った地域開発を長期計画 の下 に行 っているとの ことで ある。家族 への直接

援助を行 ってい る地域で も、現金 をそのままそ っく り渡す のではな く、家族 に問題 を

提起 させ、解決策を ケース ワーカーが共 に考 え、 よ り効果 的な使途 を決定 し、家族が

自立 レベルに達す るよ う指導 している と聞いている。
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4,フ ォスターチ ャイル ド

フ ォスターペア レン トに申 し込む と、 フ ォス ター チ ャイル ドの ケース ヒス トリー

(子供 と家族の現況説 明書)、 カ ン トリーイ ンフ ォメイシ ョン(子 供の地域についての

資料)が 送 られ て来 、 これか らフォス ターチ ャイル ドとの付 き合いが始 まる訳であ る。

このフ ォスターチ ャイル ドとの関 係は、法律 的な 養 子縁組 で は無 く、 あ くまで も

フ ォスターチ ャイル ドは現地 で家族 と共に暮 ら して い く。

援助 の期間 中、フ ォス ターチ ャイル ドか らの手紙(原 文 の場合 は、訳 がつ く)や 、

成長記録 が現地か ら届 き、手紙 を交 換 した りして互 いに交信す る事 もで きる。

フォス タープ ラン ・ニュースに よると、世界が援助す るフ ォスターチ ャイル ドは42

万人で、 日本 は約2万1,000人 とな ってい る。1986年 度末 で4,641人 だ った訳 であるか

ら、 この3年 間で4倍 近 く増 えてい る事にな る。

5,日 本 人 と援助

海外 に出か け る事 が 日常的にな り、定住す る人 も年 々増 えて きてい る。 留学 に しろ、

旅 行に しろ、傾 向 と して欧米諸国に 目が 向 くのは止 むを得 ないか もしれない。

しか しなが ら、そ うした豊 かな国は、世界で も少数 の部類 に入 る。 そ うい う国の生

活 に比較 すれ ば、 日本 も未だ貧 しい とい う主張 も よ く理解 で きる。

しか し、それ で もあ えて云 うな らば、 日本は相対 的に豊 かであ り、世界には もっと

貧 しい国がある とい う事実であ る。 我 々 日本人は、 ボ ランテ ィアで援 助を行 うとい う

事 にあま り慣れ ていない。戦後 ひたす らに経済成長 を追 い求めや っと今の生活にた ど

りついた ところであ り、職場 に しろ、家庭 に しろ、 自分 の囲 りで、それ こそ 自然 に援

助活 を行 っている人 にめ ぐりあ う事 す ら稀で ある。 しか し今 は、そ うした 日本人の生

き方そ の ものが問わ れ始めて きた と云 うことで ある。

ささや かな行動 、 ささやかな援助 。個人個人が、 自発 的に動 くことが重要であろ う。

やがて、 日本 人が、その国その国で 自然に援助活動 を行 う姿が見 られ るよ うに したい

ものであ る。

一94一



6,最 後に

この文 中に出て きた フ ォス タープランに関す る説 明は、

のパ ンフ レッ トか ら借用 しま した。

御参考 までに、紹介 します。

(財)

〒102

日本 フ ォス タープ ラン協会

日本 フォ ス ター プ ラ ン協 会

千 代 田 区平 河 町2-16-15

北 野 ア ー ム ス406

皿03(265)1200
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